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このたぴ，福岡市立歴史資料館より研究報告第三集を刊行することになりまし

た。

この論集は，資料館運営の中枢，学芸部門の関係者各位による重要な基礎的研

究活動の一端を公表するものでありますが，今後の研究にいっそうの進佑をもた

らす資料ともなるものであります。

市民各位ならびに研究者各位の御鞭撞と御協力をお願い申し上げます。

昭和54年3月31日

教育長戸 田 成

この研究報告第三集には，当館の史資料研究に関わるこつの論文を収めていま

す。

そのー，豆島 格氏の「館蔵本「豊前・筑前其他出土考古品図譜』解題」は，当

館で昭和48年度に購入した図譜が，明治時代前半から後半にわたって記された，

本県考古学界の播らん期における見のがせない史料の一つであることを調査紹介

されたもので，その二，筑紫 豊氏の「福岡藩の国学者青柳種信の研究(三)一

沖ノ島防人日記-Jは，種信の万葉的素養の豊かさと国学的学殖の非凡さをうか

がわしめるさまを実証的に考察されたものです。

今後とも，本報告の内容充実のため館員一同努めてまいりますので，各位のい

っそうの御指導と御支援を切にお願い申し上げます。

昭和54年3月31日

館長石 橋 博
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館蔵本「豊前・筑前其他出土考古品

図譜」解題

島 格

1. はしがき

本図譜は，福岡市立歴史資料館が岡和48年度に購入した図書(註1)であるが，その後再見

の折を得て，その重要性を改めて知った。それは収録された遺物のすべてが発掘によるもので

はないにせよ，出土・採集地および当時の所蔵者が明確であり，かっ重要な遺物を含む乙と。

現在の遺跡地名表に記載されていない地名・遺物がかなり認められ， さらには戦後の調査で著

名になった番塚(註2)や竹並(註3) などの遺物をも含んでおり，それらは遺跡の研究史上か

らも重要である。加えて本書の成立年代から推して，わが国のあるいは福岡県の考古学界の揺

盛期の姿相も垣間見る資料を含むなどの諸点である。なお， 本文の性質上所収遺物の解説

は，今回は省略したが，関係文献の一部は目録の註で示し，遺物数点を文末に示した。

2. 法量

横19c初，縦26.6cmの仮綴本である。

3. 紙数・紙質

やや厚手の黄色紙で装丁されているが，表紙の一部は破損。各頁は和紙2枚を貼り合せてl

枚とする場合と， 別紙をそれに貼布する場合などがある。整理の都合上各紙にナンバーを付

し，頁とした結果360頁となった。ただし巻首には若干の欠失紙がある。それは現存第一頁の

記載が其三から始まっているととと，欠失部の旧状を少しく遺存する乙とから判明する。描画

の多くは毛筆による墨画であるが，それに彩色を施したもの，あるいは鉛筆画や拓影なども，

僅かながらある。 360頁のすべてに描画・註記があるのではなく， 113頁にわたる未記入の空

白ページがある。 また裏見返しに図示(図13)のような， 方形状の朱肉による捺印をした小紙

片を貼布する。この印章については後記する。

4. 書名

表紙に横3.5cm，長さ 20.5cmの縦長の紙片を貼布し「豊前筑前其他出土考古品図譜全一冊」
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と墨書するが，乙れは原記録者によるものではない。原記録者の手をはなれてからの経緯は不

明であるが，資料館へ納入した古書庖主による記入貼布である乙とは，その衝に当った私が同

人より確認しており明らかである。けれども原名を尋ねるに由ない現在にあって，しかも館の

公簿上登録された書名でもあるので，原記録者の意に反するかもしれないが，乙れに従う。ま

た全一冊であったかどうか，判断の材料がないので，後補の乙の三文字については，本文にお

いては書名としなかった。なお同文の背文字があるが，乙れも後補である。

5. 目録

原書には， もとより目録はないが，使用の便を考えて，別記の項目を立てて目録を作製し

た。頁数の欠は前記のごとく未記入空自分である。項目中の記事欄には原書の書き入れを可能

な限り収めた。出土地は原地名を使用した。目録中の括孤は三島によるものである。つぎに，

目録を作製して気付いた乙とであるが，本図譜は原記録者が折々に筆録した各種の資料を，あ

る時期に大まかな項目別に分類して，最終的に装丁し，一冊の成書となした乙とが，記録年次

によって推察される。乙の乙とは第9節でもふれる。ただし装丁者が原記録者であるのか，以

外の人物であるのかは，確定できない。おそらく前者であろうという印象をうける。

6. 所収遺物および出土地(図1"，13，文末付図の頁は目録頁と一致)

所収の遺物は，目録の遺物名欄l乙示したが，約470点以上を数える。時代的には，縄文・弥

生(註1ω ・古墳時代および以降の歴史時代にわたるが，その中にあって，数的にもっとも多い
のは，古墳時代の遺物である。乙れは明治20年代という学界初期の動向の一つを反映するもの

ともいえようし，反面原記録者がその環境にめぐまれた地域に，居住していた乙とを示唆する

材料になるかもしれない。

所収の遺物は，例外を除き，出土地・採集地が明記されているので，つぎにその頻度を記す

が，贋潰をさけるために，福岡県内分は郡毎に整理し小字名などは省略した。県外および外国

は国名のみを記す。

①豊前国

仲樟郡 52 築城郡 1 

京都郡 8 宇佐郡 3 

企敷郡 13 田川郡 12 

@豊後国

大分郡 1 大野郡 l 

@筑前園

遠賀郡 2 志摩郡 1 

三笠郡 2 那珂郡 1 
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恰土郡

鞍手郡

@筑後国

生葉郡

2 

2 

3 

⑤県外および外国

嘉摩郡 3 

三瀦郡 1 

備前・奥州各国・伊勢・阿波・土佐・讃岐・越後・信濃・飛騨・尾州・大和・山城・武蔵

・下野・相模・肥後・琉球・大韓民国・アメリカ・フランス

上記について，注目すべきととは，福岡県内にあっても，圧倒的に多いのは豊前国で，その

中でも仲津郡〈明治却年に合併して，京都郡となる)が最多で，ついで企教郡(現北九州市〉・田111

郡・京都郡とつづくととである。との乙とも先述の原記録者の環境条件と対応するものである

かもしれない。ついで注目すべきは，遺物の収録範囲が九州以外にも及び，北は奥州諸国・南

は琉球にいたる，かなり広範囲であるととで，時には後章でのべるように中央学者の指導をう

けつつ，全国各地の同好の士が相互に情報を交換し，研鎖していたζとが察知できる。

7. 中央学界との交渉

本書には，当時すでに東京在住の学者との交流があったと認められる資料がいくつかある。

今それを摘記すると，①明治22年 (1田9)神田孝平先生に寄贈 (P.52，註4)0@同21年 (1888)

東京人類学会に寄付 (P.61)0@周年坪井正五郎理学士(註5)と共に縄文式土器を木月貝塚よ

りうる (P.285-86)などの註記がそれである。はしがきにのべたように， 本県の考古学史上看

過できない史料であろう。

8. 原記録者をめぐる所蔵者群

本節では，福岡県内に限定して収録された所蔵者払可能な限り郡村別に示す。その意図は

二つある。一つは約20人の人士が活躍したのは，約一世紀以前の乙とであり，現在では孫の方

々の時代であろうが， もしや乙れらの遺物の一つでも保脊されてはいないかという程度の，軽

い好奇心から出たもので，いわば筆者の一種のおせっかいでもある。けれども本県考古学界が

好古から考古へと転換する揺盤期に，県北部を中心に乙れだけの熱心な収集家がおられたとい

う事実は，驚異であり，後続のわれらは，記録して後世にの乙すべきだという，義務感ともい

うべき情感が底流として作用したととも事実である。二つには， もっと現実的な目的である

が，その前に所蔵者名を次にかかげる。
※ 

仲樟郡庫島・尾形昌三・守田・松島・柏木・坂井新蔵・古賀仙平・家蔵。

企救郡佐野径(常〉彦・佐野・(太祖神社〉。

田川郡 (香春神社)・〈香春普察署)・福島。

遠賀郡伊藤松延(中間神宮)。
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京都郡 岡崎昌平治・鈴木鉄太郎く二名トモ苅田村〉。

那珂郡江藤(志摩郡)磯野七平。

恰土郡管(菅)六郎く前原村〉・江藤正澄。

生葉郡田代離三く朝田村>。

嘉摩郡江藤正澄・藤崎理三郎く千手村〉。

宇佐郡く佐田神社〉。

上記約20名の人士は，相互に親交があったであろう乙とは，容易に推察できるが，筆者の不

勉強のせいで， 早く筑紫豊先生(註6)によって紹介された江藤正澄氏と， 同じく問先生の教

示によって知り得た尾形国三氏の業績(註7)を，わずかに知り得る程度である。

乙こで二つ目の現実的な問題に入る。それは仲津郡の末尾に家蔵なる二文字の署名を遣した

人物(※印)についてであり， ζの人物こそ，本図譜の原記録者である。

家蔵とする遺物には，隣接地方のものもあるが，圧倒的に仲津郡出土が多い。第6節でのべ

た原記録者に対する私の映像は，乙乙でも対応するが，家蔵なる署名を遺した人物は，乙の段

階ではまだ実像とはならない。

9. 成立年代と原著作者

本図譜の成立年代をうかがうに足りる材料は，作者が遺物の傍に註記した年次を手がかりと

するほか，現在のと乙ろ皆無である。以下年次の明かなもののいくつかを下記に示す。ページ

は本図譜のペーびである。

① p. 98 明治12年1月27日謹写。

① p. 276 明治16年太宰府参詣途次同地ニテ獲之。

③ p. 260 明治21年5月20日写。

④ p. 289 明治21年5月21日香春警察所ニ於テ見ル。

@ p. 61 明治21年6月東京人類学会ニ寄付。

@ p. 37 明治21年10月松田賢三郎持参写之家蔵。

⑦ p. 286 明治21年12月鞍手郡下木月村字貝売畑ニテ理学士坪井正五郎ト共ニ獲Jレ所ナ

リ。

@ p. 72 水町村ニテ22年6月8日獲之家蔵。

③ p. 71 22年6月25日北方村ニ所獲。

⑪ p. 52 明治22年6月神田孝平先生ニ寄贈ス。

⑪ p. 40 23年4月9日写。

⑫ p. 226 明治23年4月写。

⑭ p. 302 明治24年5月24日同所ニテ獲之。

⑬ p. 337 明治24年5月家蔵。
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⑬ p. 271 明治24年11月甚兵衛掘出。

⑫ p. 28 25年6月20日。

⑮ p. 120 明治26年1月30日加来重信君寄蔵。

⑩ p. 281 太宰府町明治26年7月。

⑫ p. 54 明治27年2月27日模写ス。

年次の明らかなものは，上掲のごとくである。もっとも，著者は描画の度にその年月日を必

らずしも記入はしていない(例えば P.3，9-12， 72-73以下かなりある)点もあるので， その乙と

を考慮に入れる必要がある。こうした点を勘案しでも，おおよその著者の活動期閣の一斑が，

上掲の年次によって， 把握できょう。 即ち最初期は， 明治12年1月 (1879) にさかのぼり，

少しく中断し同16年に太宰府l乙詣で都府楼の軒丸瓦を拾いその拓影を収める。その後中断をみ

るが同21年以降， 22"，，27年と連続した活動をしている。要約していえば明治12年 (1879)ごろ

から同27年(1894)ごろの約15年間が，本図譜記録者の活躍した時期といえる。

ただ注意すべきは，最古期の明治12年の年次をもっ遺物(和鏡の拓影)の紙が，巻頭になく，

上掲のごとく98頁に顔られていることであり，すでに第5節でのべたように，ある時期に原記

録者が，大まかな項目別にまとめて，成書となした乙とが，乙こでも推察できる。

10. 印章について(図13・写真1)

第3節で， 裏見返しに接印(朱)をもっ小紙片の貼布がある乙とをのべたが，本節ではその

印章についてのべる。

印面の形状は，横3.5C1/1， 縦3.8仰を測るが， さらに約3C1/1平方の内区をもら，その中に二字

二行の四文字を配する(図13・写真1)。文字は「真口寺印」と読んだが， 第二字が判読できな

い。(註8)小田富士雄氏の教示によって，弘津史文民の報文(註9)にある乙とが判明した。

弘津氏の報文は短文でもあり，同誌自体も入手困難であるのでつぎに紹介する。

「豊前国京都郡豊津国分寺東書院肱より発掘せしものにして，今余の蔵するところなり。印

面は巾一寸二分長一寸三分二重枠の方形市に「真口寺印」の文字あり。第二の字は享叉は京

或は卓かと思はるれども不明。会津恵日寺旧蔵印の内天長二年淳和帝の所賜といへるものと

似よりたるものなり」

とのべ，印面およびー孔の穿孔をもっ摘み(把手)の部分を写真(写真1，複写)によって紹介

し， r豊前国分寺社発掘銅印」なる説明を付している。
つぎに，裏見返しに捺印された鮮明な印影が，上文弘津氏のそれの印影であることは間違い

ないが， 弘津氏の発表は大正4年 (1915)であり，上記9節においてのべたごとく，本図譜成

立の年代とは，若干のへだたりがある。おそらく，弘津氏の所有に帰するまでのある時期に，

本図譜記録者もしくは他の第三者による，印影を収録したのであろう。想像をたくましくすれ

ば，記録者の志向がこの頃から古印に傾斜しかけていたのではと，考えられないでもない。
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11. 結語ー原記録者の像

以上，所要項目について本図譜の解題を不充分ながら乙乙ろみたが，既述のごとく肝心の原

記録者については，ついに明確にし得なかった。強いていえば，次のととは言えるのではある

まいカ〉。

①豊前国仲津郡か， もしくはその周縁の地に住いされた研究者であろう (6，8節)。

②活動期が明治12年 (1879)から同27年 (1894)にわたっているととと，書き入れの文字およ

び文章が，若年のそれではないと推されるととから，比較的長生されたとしても，大正末

期から昭和初期ごろまでに存命であった方ではあるまいかけ節)。

現時点では以上のような腰昧模糊とした像しか，っかみ得なかった。けれども，探索の手が

かりは絶無かというと，あながちそうでもない。原記録者をめぐる所蔵者群の節で，約20名の

人士をあげたが，それらの遺族の方々にあたって，手がかりを摘むという手段である。今回は

それをなし得なかったが，やはり各界各位の援助を得て，埋もれた篤学の士の像を明かにすべ

きだと思う。

謝辞 本文執筆K際し，筑紫豊・三宅酒壷洞・鏡山猛・岡崎敬・森貞次郎・友石孝之・米津三郎・

渡辺正気・小田富士雄・西村剛三・下条信行・白石巌・斎藤豊・北村慶子・金丸弘子先生をはじめ

福岡市立歴史資料館長石橋博氏以下館員諸氏の御教示と御高配を得た。深謝申し上げる。

註1 i福岡市立歴史資料館年報jNO.2 1975年福岡。同書で紹介したおり，原記録者を豊前の柏木某

氏かとしたが，訂正しておく。

註2 渡辺正気・松岡史「福岡県京都郡番塚前方後円墳」日本考古学協会 24回研究発表要旨 1959年。

註3 ①『竹並遺跡ー福岡県行僑市竹並所在遺跡の調査』竹並遺跡調査会美夜古文化懇話会 1977年

行橋。②三島「腕輪二題J福岡市立歴史資料館研究報告1 1977年福岡。

註4 神田孝平かんだたかひら。天保1一明治31(1田0-.....98)0 W日本太古石器考J，i人類学雑誌」に
報文多数。

註5 坪井正五郎っぽいしょうごろう・文久3.....大正2(18臼.....1913)0 i日本人類学会j，i人類学雑

誌」の創設者。開拓期の日本人類学界に貢献。著書多数。

註6 筑紫豊編著「秋月が生んだ明治の文化人一江藤正澄の面影』秋月郷土館 1969年甘木。によって

江藤氏のことは知り得る。

註7 尾形昌三氏については僅かに下記を知り得た。①『京都郡誌』伊東尾四郎編第4節古墳P.98i郡

内における古墳およびその発掘物のことにつきては，行橋町の尾形昌三氏最精し，編者はしばしば

同氏を訪い一発掘の実験談を聴くを得たり」 ②「豊前国美夜古平野の古代文化j(1)P.58定村

責二稿『合本美夜古文化Ji弥生後期の青銅製の広鉾が行橋氏金剛丸の尾形一郎氏や行事字出屈の

福島依氏の土蔵深くに保害されているj (圏点筆者一尾形昌三氏と尾形一郎氏は同族であろうか?

なお昌三氏は昭和6年69歳で死去された。)上記①②については，友石孝之・筑紫重量先生の教示に

よる。

註8 行橋氏在住の友石孝之先生から筑紫豊先生宛の私信によれば，京都・仲津両郡および企救・回111・

築上郡内では，該当寺院はないとのことである。
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註9 弘湾史文「大和古銅印Jr考古学雑誌J6-2 1915年東京。
註10 下条信行「石jG論Jr史淵J113 九州大学文学部 1976年福岡。所収のNo.62・33が本書のP.52
........53のそれである。

註11 W中間市史』上 P.l66 1978年中問。

註12 島田寅次郎「石塚山の古墳JW史蹟名勝天然紀念物調査報告』福岡県 1 1925年福岡。

註13 小林行雄『古墳時代の研究』青木書后 1961年東京。

註14 小林「三角縁神獣鏡の研究ー形式分類論-Jr京都大学文学部紀要J13 1971年京都。
註15 小川敬養「登前小倉近傍ノ石剣Jr東京人類学会雑誌J98 1894年東京。
註16 山崎有信『豊前人物誌』文学小川敬養の項 1939年。

<追記>

1. 第8節において，所収遺物の傍倖なる残存を期待したが， 図版3の有柄石剣が遺存し，註11書に収

録。

2. 原記録者かと疑われる人士について。 1人は築上郡太平村出身の吉村鉄臣氏で他は小川敬養氏であ

る。前者については脱稿までに調査ができなかった。小川氏は本図譜頁52........53所収の「明治22年6月神

田孝平先生ニ寄贈ス」および「以上三箇家蔵」の書き入れがある石丸3本の内最左端を rr一筑前国鞍
手郡富村大字磯光ノ土中ヨリ発見ス明治22年11月余ノ所蔵トナル」。印三島)とのべ，当該石斧を図示

(註15)する。同年であるが月日が合わない。ことに小川氏は豊前地方の出土遺物を，同年代頃の同誌

によく報告した人であるが，吉村氏を含めて，いまだ決定しがたい。前者については渡辺正気氏，後者

は下条信行氏の示唆。

3. 前出小川氏は豊前小倉の出身であることが『豊前人物誌~ (註16)によって判明した。「代言人として

一画をよくすー(以下略三島)Jと。やはり追跡すべき人物である。同氏については在福岡法務省諸機

関・国会図書館・福岡市民図書館・東京大学人類学研究室・福岡，小倉弁護士会などの御厚配を得た。
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5. 目 録(註括孤内は三島の補記，付図の頁は目録の頁と一致)

豆一13物 名|一一|加者| 記 事

1 I 甲(短甲) 2 其三(脚)

J下申(短甲) 1 鰯郡花|家 蔵!其四(短甲)図版10右

4 |宵 1 課目)崎園漫録」所収の短申を抜針。

5 I胃 1 同上(僻)

6 |胃 1 |向上(短甲)

7 |宵 1 同上(短甲)

9 I轡 1 思郡木山|家 蔵|

1o ¥轡 思郡木山|同 上|

11 ¥轡 1 袋詰郡花|同 上|

12 ，轡 1 同上|向上|

13 I轡 2 器製番組瓦歌臨繭得
14丁量子一寸--¥五一言理宮跡鳥井辺堀池所編時を銀に

16 I 轡 1 I r寧楽轡」

司九一)IF明 |輯盟理時鰐
払 21I自 主2晶| l !ifz;;理組;静寂
22 1 銅 銭 3 皇制郡香|香春神社|田川郡香春村香春神社蔵

23 1 銅鍛など 12 ¥:波その|神田氏|阿波出土8，不詳4

25 I ~，醐(み長江丁覇曹1*司矧二分ノー
--;-1-一 一一寸言語F雨量平[亙品詞ー田村大字尾倉岳示喜一

田村 |制元|慧Fi:草色iiilipi語一一一一l 鐙

'zl 

28~29 鉄輪鐙 1

元鉄太郎(朱書)

持降騨幸韓壁特高 |陣悔翫両菅酌吋)伏淵湘六対柑判良郎判E4|i簿鱈g襲i語雲需鰭i霊評5手熟堅号唱4諸iEiハ覇、
寸ニ描キシモノナリ

初~31\ 鐙 1 矯県石|羽柴雄輔|福島県石川郡小山田村塚穴中所出之古鐙

担 | 鐙 1 出所不詳|松島氏蔵|

33 ，干雫志向蚕一き師I孟露属議議号属高富
L. i:":'e::1 ~((}\1 筑後国生34 I上，石馬1，友(?)1 I暗部誹上，石馬筑後園生薬郡一条村左，和州法
| 下，瓦馬 1 譲ZL刷隆寺所蔵下，武蔵国埼玉郡上中条村発見

35 ¥石 馬 2 襲撃園生石馬二個筑後国生薬郡福島城祉

36 1銅剣∞柏木氏蔵|二分一図版4
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遺物

同上(文)
右 1，
左1

右 1，
38 I 同上(文) 中1，

左1

名 |出土地|所蔵者| 記 事

|静生|家一蔵|県議覧所自治監手私自護課謬横
写之二分一図版41下野足利腕ー御所持団鯛蛮
国神来作刃ノ全面長四寸橋中央四分中
題(以下略) 左，鉄剣 シンガポール憎
館(以下略)

|関郡糸審議立笥{認諾もAJF十一
| 分不明~ÀI 腕同頁にはさ吋者同ニヨ四月九|桝(挿入 (鍛ーふりの臓を示す。さ仰の拓

日写とあり。挿入分出土地、所蔵者不明。)
|豊津村彦|豊津 |豊津村大字彦徳横穴惣長二尺五寸六分
徳横穴 鹿島氏蔵 (以下略)

円前園仲| 上豊前国仲津髄津駄字徳横穴(傍
津郡 |家 蔵|ニ木山横穴ト記入アリ)下，完熊塚穴惣

| 長一尺八寸二分

!不 詳|松島氏蔵|出所不詳(拓影)

|喜熊村古|尾形

|諸国村|守 田|

家 蔵|安一豊島戸二二年六月神田孝平先生ニ寄贈

幅五瓦IL函釘露首蜜語頭麗翠F親王一
右遠賀郡長津村中間神宮伊藤松延氏所蔵石
剣側面及正面実大図，淡鼠色ニ黒色及淡卵
色J斑文アリ質滑沢、 中間字御楯(中間
停車場近傍)ノ溝中ヨリ掘出セリ，因ニ記
ス御楯ナノレ名ノ、斉明天皇西国巡狩ノ際ニ駐
廊セラレタルヲ以テ名ケタルベシ故ニ右石
剣モ其当時ノ遺物ナラン 明治二七年二月
二七日模写共 ニ七年三月十目黒崎高等小
学校教員二羽鹿青氏寄贈，中関村大八木某
二男， (全長9、8分5厘)図版3 註11.

仲津郡豊湾I.仲津郡豊津村字台カ原二一一七番地内ヨリ
村台カ原|松 烏|出ス按スルニ元古墳ノ有リシ地ナラン，石
2117番地 質砥石ノ如クシテ竪シ色鼠色ニシテ青色ヲ

帯比石及色共石器ニ多シ，図版4
越後妙高|玉 江|
山下 1-"- f..L. I天保丑甲午春獲之於越後妙高山下雲華院

主者玉江氏蔵

戸町盃-鮒国那耐縄村癖編時
韓国 閣議官|贈慶尚道慶州半月城内(以下略) 同上

|隷字大|家 蔵|拷汗繋寄金何?普写?謀長記長

|酬は 蔵|間期花熊村土中所獲同国師

I . . .. 1. __ I上，仲津郡同所土中所蔵 明治21年6月東
同山村 |家 蔵|覧人類学会ニ寄付下，同郡木山村土中発

|騨郡 l一一軒問手刊村
生葉郡 吋三|後国生葉醐郡大石日発見生葉郡朝回利

田代離三蔵

|大和国サミタヨリ発見，摂津住吉郡平野多
大和，信|多治見~l-I治見世塁衛所蔵信欝圏雲久郡三リ発見，
濃，羽後|松林，大|同国松室、松林清太艶所蔵 羽盤国河辺郡

l友ラ |御堕野発見，同国南秋田郡楢山村大友道恒
ノ蔵

|嘉摩郡|江藤吋一郡吋見スレート (2箇ト
藤崎理三郎モ) 千手村藤崎理三 E蔵

鉾
右 1，
左1

(銅文拓影) 2 

両刃剣 1

(鉄剣)上1
(同上)下1

2 

(万装各種) 5 

(万装各種) 9 

石剣(石支) 3 

石剣(石文) 1 

54.......55 I (有柄石剣) 1 

石剣 1

56.......57 
向上 1

同

同

一

同

-

o

o

n
汐

n
u

一
唱
A

一
。
，
“

F
U

に

u
n
o
-
n
O

一
no

上 2

須恵器 E
石鍛 26

石包丁 2

上 2

上 2

63 I同上 3

。4上岡a宅au 

延・、ム
占

f藤伊

中
楯
停
)

郡
御
間
近

賀
字
中
場

遠
間
(
車
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頁| 遺 物 名 | 出土地 |所蔵者 記 事

|歌|霊い難者ゑ籍鰐3霊棄す拷
伺|同 上 3 |アメリカ I(北米各地)
，7 I同 上 2 | ア日メリ本カ| (北米，左三ハ雲標志第三所載分)

|実昔話， I 石村字銭狐字台原豊ケ石湾原、包字丁山天ノ;田神村元横国分穴村，石ノ剣内， 豊岡村津

倒|石 斧 2 |騨村| 上，豊津村用達所ノ前下，岡村園作分

70 I縄文式土器 2 
斧 4

|繍炉|
郡年2六個ニ月テニ石八二斧日年城ヲ六野ウ村月ル二四コ十五レ塚日ヲ北鳴ニ方矢テ村拾ト之スニ所獲ニ伺企放同

2 I石 斧 2 |水附 |家 蔵 ー城と、野村水町四村十塚ニテユニテニ二年二六年六月八月八日獲日之 下，

3 I石 斧 1 |回JII郡|家 蔵 田P川.73郡，夏12，宗村7字1下荻ヲ原サス(布カ四数個不家合蔵}トアリ

4 I石 斧 1 |鞍手郡 | 筑前鞍手郡下木月村貝塚
75 I石斧 2 土器 2 

|務国八同州躍慧駐哲車鰭寵韓義国謡及音陶醐雪男片ヂ
石 斧 1

76 

石 斧 2 豊津村 右，豊害者村字狐原左，豊津村富貴谷

上 3 |重要事 |家 蔵寿喜詰責域事戸塁霊
上村発左，見企教郡北

上 4 |企蜘 |家 蔵 右左，・右同下郡水・左町村下，字企高救坊
村字四十塚

|宇原神社 島(8拓，・影大註)1阪2(石，・京13都，山古1の4墳古.墳，吾と儲同箔鏡四神あ閥り嵐)図広版

81 I (三角縁神獣鏡) 1 |自様堂 (拓影)図版6

82 I ~変細形線式四神回聾禽鏡?〉} 1 1 |自様堂 (蹄)図版7

回|錦織有作銘細| |柏 木 (拓影，後漢代前半)図版7

剖~輔鏡?) 2 |家 蔵 (拓影，下六獣鏡)

85 I 酬鏡9(P.93マデ) I企蜘 I太(祖御神齢社 吻者拓罫9面品工食蜘界足諸立村zg太祖神所穫社蔵(以寛下政九
上 上 (同上ニ函}

上 上 6 湖州真石家上等昭子記

上 上 呈警立告妙白見議大寺皇御宝居前雪右量者富為佐在民口原熊生也市目病

上 上

。|同 上 上

上 上
ー

上 |同 上 湖州儀鳳橋酒楼相対石念ニ叔男念七郎鏡

上 上 明治二三年十月二九日写
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頁| 遺 物 名 | 出土地 | 所蔵者 | 記 事

97 I (和鏡?) 2 |家 蔵|下、家蔵

98 I (和 鏡) 1 |企救郡 | | 安明徳治帝十二御物年十ノ二由言月伝二七企白救謹郡写隠(蓑拓某影寺)蔵
同 上 1 |家 蔵|

|右、本古石l墳器，何考中物所数多載ナ之)リヤ知ルヘカ家刈蔵(津左郡2木山蔵 レヲ1出0タス ，日
図版左

103 I (紡錘車) 2 |仲津郡 |家 蔵I上国，郡豊豊前津国仲湾郡花熊村馬岳古墳 下，同
上) 4 Ir日本石器考」所載

105 1石碑棚)1 |企敷郡 | | 尺企永救二六美郡寸水五禾町年分村ヨ(字康リ永高明坊二治二年ニ三)ア年図リ土迄版俗五12升.四家八年ト云幅康一
10印 101 (由来・伝説文) 1 (同上ノ由来オヨピ伝説ヲ記ス)

同 上 2 |武蔵国 1総竜泉福寺寺， 1郡武蔵浅草国橋豊富総郡本寺豆境沢村内竜福寺墓地 同国岡

周 上 1 |武蔵国 |浅草寺 | 
同 上 5 |武蔵国 | 
同 上 2 |武蔵国 | |武蔵
同 上 3 |御宇多帝御宇将軍惟康親王以下三碑

同 上 4 |御柏原帝御宇将軍足利義植以下四碑

日7 1 (板碑，石塔) 3 |亀山帝御宇将軍宗尊親王以下二範頼石塔

碑) 1 |宇佐郡 |佐聞社|宇宮(跡佐元郡弘ニ佐三六年田村日)佐田三神十社境日加ー頼関祭神寄贈武内

間~叫埴輪破片 2 |企蜘 | |豊見前埴輪国企破救片郡曽根村字中曽根荒神山古墳発
1幻-1281 土 偶 1 |陸岡奥国亀 1衛野門呂武左 1陸奥圏西津軽郡飯岡村農野呂武左衛門蔵

四~刈同 上 1
|菌奥弘前佐藤蔀原図羽前震岡羽柴雄輔再…21 (飾瓦?) 6 |津陸奥軽郡圏中I山谷藤副|雪杉1村4岩云木黒草山野の東麓事室長問己主先期年櫓ハ瓦下ヨト見リ

偶 2 |陸岡奥国亀 1佐藤蔀 1土字ダ黒中が所正シ字山ナリ原国写形色序茶光ニ云沢亀アケリ岡原ノ亀形色ハ瓶ハ

135-1 上 2 上I西ク光津軽郡亀ケ岡土中所出ノ人形破片 色黒
沢アリ

間~判同 上 2 上|野呂忠吉|土性精細全体黒色

139 I 亀岡式土器 1 |陸奥 l松森又次郎|
偶 1 |羽田川前郡国東|淡崖先生l羽前国東田川郡清川村

凶~判 (石器各種) 9 |下野国 |鎌 伊|九点石棒独鈷石ナド

231 I (鉄矛) 1 |自津郡木| |目釘残レリ

上 1

233 1 鉄 鉾 2 |関郡興| |京都郡興原村番塚借2)

上 2
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頁|遺物名|出土地|所蔵者| 記 事

お5I (鉄 鉾) 6 需州神戸「集古十種」所載馴神戸村

236 1 同 上 3 正倉院御宝物御飾「軍器考」

m-2401鉄 鍛す |提言野京22霊雲監霊花熊村古墳中発見ー
京都郡入学村字見立掘内乙邸内地ヲ掘テ

241 -2421 (組合式箱式石僧?)京都郡 出ル処ナリ(底石ナク土床太万陶器等アリ
| 蓋石4枚)

243-2441 和 鏡 1 慶長十七年大願主細川越中守源朝臣忠興

M5-判同 上鐘面) 1 c守回氏?)1守田氏
247 1石 鍛 2 飛州 小JlI君之怠送

u吋手前器(加曽利式描|糠JlI県I I韓関i離職繍器
251 1鍔 4 |仲津郡 |家 蔵|仲津郡中古墳発見図版5

252 1同 上 6 下関 下野国足利有志町公園附墳

m-2561 斧(僻) 4 仲津郡

m|斧(鉄斧) 2 三瀦郡 愛着悲喜当?賠量豪華古塚遺物縮図

260 1 鈴 3 同閏即剛酬j川I川l郡 同同回間j岬l

竺上と」堕空空fli~) 1 
仲津郡竹並村古墳貝器五個内二個東京人

262 1 (貝製腕輪) 1 仲津郡 類学会ニ寄附 (註3参照ゴホウラ製)図

| 一一一ー | | IA旦一一一 一
m 1 (同 上) 3 仲津郡 貯郡天生田村横穴佳3参照、ィモガイ

2臼 1(同 上) 1 I~謡選一|房長Z5二誼受守系諸君理亨頁
加|石鍛 4 曲玉 2 1 ~2ンス| lAZ苦手品系新など出土曲玉ハ錦、銅
お6 1 (五鈴鏡) 1 r IC守田氏?)1二三年間玉石田
お，7-2691鈴 2 仲津郡 仲糊天生田村字大将陣古墳

270| 鈴 5 繕事 |襲 露坐昔話見禁罪詔?仲津繭所不詳

271-2721 C不明銅器) 4 城附| つ需手車覇軍最語
273-幻41き昔話鐘楼ノ瓦 1 1法華寺 護霊TF真ノ外金沢文庫、萩霜7
275 1瓦拓影 1 1 (拓影軒丸)

瓦「吋瓦五了一寸都府楼 IJ~璽芝一一土竺?竺?竺?
277 1 国分寺古瓦 1 |松 島 1 (妬影軒丸)

幻8 I 弥紡寺古瓦 1 1胸寺 (拓影軒丸)

279 1 国分寺古瓦 1 仲糊 |家 蔵 1 C拓影軒丸)伸郡国分寺古瓦

杢社(平瓦)1一二i都府楼|家蔵|血j豊富開暫高落日
ー十 下 |輩出Z 却で右ハ明治二一年十二月五日鞍手郡下木月村
285-2861 C縄文式土器2，猪牙3)1学E23r| |字貝売畑ニテ理学士坪井正五郎ト共ニ獲ル

川河口 所ナリ

-12 -



頁| 遺 物 名 | 出土地 | 所蔵者 | 記 事

|男伊|喜春警察 1回目撃議士関J均三議きわ
モノナリ

292 1 (須恵器各種) 1 I~津郡木|柏 木|

293 1 (同 上) 1 |鰐郡花|家 蔵|仲津郡花熊村塚穴

上) 2 |仲津郡 |同 上|同郡天生田村，木山村

上) 2 I (仲津郡)I ? 
上) 4 ? 

上) 3 11山村な| 。|奇山村塚穴城野村字シゲスミ塚穴花熊
上) 3 u:首都天| ? |仲糊天生田横穴大和出所不詳
上) 3 上|要 議|天生田横穴

上)4 |柏 木|質赤

上)4 I233:| |仲四年津五郡，月二京都四郡日間処企救ニ郡テ藍獲之島塚穴 昨

上) 5 

上) 2 

306 I (同 上)2 

307 I (同 上) 3 |富津郡豊| |仲湾郡豊津

上) 2 

上) 2 

上) 2 

上) 1 |田川郡 | |問川郡夏吉村字糸飛
上) 1 |回[[郡| |岡上横穴

上)2 |議事， I |京都郡企救郡城野村字シゲズミ古墳
上) 1 |田川郡 | |田川郡夏吉村字萩原横穴
上) 1 |京都郡 |松 島|京都郡谷口村塚穴

317 I (不明拓影) 1 
318 1 (須恵器各種) 2 |京都郡 |家 蔵|京都郡谷口村

上) 1 |回J[[郡|同 上|田川郡夏吉村字糸飛

上)2 |裏賀仙議|

上) 1 |家 蔵|

上) 1 

上) 1 1天生田村| |出所天生田大橋村坂

上) 1 

- 13ー



頁| 遺 物 名 | 出土地 | 所蔵者 | 記 事

325 I (須恵器各種) 1 |天生田村|柏 木|
上) 1 

上) 1 木|

上) 1 |天生田村|同 上|天生田村横穴

329 I (須恵器服) 1 I (拓影)
上) 1 |家 蔵|

お1I (同 上) 1 |天生田村|柏 木|天生田村横穴小豆色薬

上) 1 |回JII郡|家 蔵|田川郡上伊田村古墳

333 I (縄文式土器) 1 |岩代 |大塚又兵|岩代桑野大塚又兵所蔵並原図古香再図

制 I(須恵器各種) 1 |天生田村|署員鰹|天生田村機穴表布目裏渦文 、

上) 2 |柏 木|質赤

上).3 |尾形，柏木|襲津郡彦徳村横穴，大橋村尾形氏，柏木氏

37 I (同 上) 3 |天生田村|家 蔵|天生田横穴土質赤明治二四年五月

338 I (同 上)3 |楚富村， I |袈裟丸村天生田横穴
上) 1 

上) 4 |震計恥| |天生田村横穴備前勢州桑名郡蛎塚村

上) 2 |山城 口|山城国木幡山所招得， i梅園奇賞」所載

上) 4 | 肥岐後，土、讃佐| | 讃山本岐郡園山内村田郡横上穴回井土村佐，国長由良岡吉郡南婆部肥塚後穴園
器)5 |野副|江藤正澄|縛』自奇麗床村伊勢桑名郡蛎塚村駿

組 I(須恵器各種) 3 |星野'ド仲| |郡田川羽郡根木宮尾村村字塚古屋穴鋪企救横代村塚穴 仲津

上)2 |恰志摩土郡郡， I磯江藤野正七平澄|墳筑前図国版志摩11郡.某村古墳 同国恰土郡東村古
上) 1 |土佐 |寺佐園長岡郡南部塚穴中央直径六寸深五

器)4 |襲後大分| l豊人後某寄国大贈分郡富岡村富岡111 右4筒土器友

制 I(土器曲玉石名)81喜子森喜| | 大某沖野採縄郡集ノ長モ(畑ソノ日ノア他リ，同小紙郡切片中畑貼井畑布田村)中ナヨリド，日曲玉伏ニ
350 I (須恵器各種)11 |官時| |喜静州岡宇近都在宮神伊社勢桑ノ後名郡ヨ妨リ塚掘村出ス 9箇駿州

上)3 |柏 木|土質赤

上) 6 I.!f、朝| |下野国足利有志町公園時朝鮮出

上) 2 本l蓄額貯慶州半月域内羅朝宗廟趨宮本
上)15 |謀'仲|家

蔵 I彦家蔵徳村()14個ハ下野国那須郡 l個ハ仲津郡

上) 2 |仲糊 I尾形，家蔵l形u氏蔵 家蔵)仲津郡花熊村塚穴大橋村尾
-14 -



頁 I遣 物 品 l出土地

360 （珊頭・雲珠・曲玉） 4 魯靡誓

裏見返I（古印影） 1 I ? 

1所蔵者 I 記 事

躁頭 田川郡彦癒横穴出土福島蔵，曲玉
福島， 仲津郡大村本陣塚穴尾形昌三蔵内1個天生
尾形昌三 郎田，雲珠田川郡金川村字平塚古墳進孝

次ヨリ存贈図版5

I I心寺印，註9参照）図版13,写真1
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写真1 真口寺印(註9沓より)

1 2 

第 13図 J'l口寺印 (1印影 2拓影)
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四
ノ、

棋
の
園
ひ
ろ
よ
し
(
花
押
)

嘉
永
田
季
春
写
之
小
金
丸
種
徳

貝
鐘
の
音
も
聞
え
ず

皇
神
の
国
ぷ
り

!υ
スV
与
d

沖
つ
し
ま
か
な

比
歌
種
徳
醗
師
一
一
四
一
肌
郎
カ
観
嶋
-
一
テ
除
メ
ル
ナ
リ

此
防
人
日
記
は
、
故
平
野
国
臣
跡
地
叫
一
明
徳
ト
手
写
セ
ル
ナ
リ
。



(
響
)

嶋
を
さ
、
み
な
と
近
き
家
を
え
ら
ぴ
て
盃
取
出
て
あ
へ
す
。
愛
よ
り
別
船
に
移

り
乗
て
、
申
の
時
志
賀
嶋
に
着
た
り
。
皇
神
に
参
り
て
、
海
つ
路
の
や
す
け
か

り
し
を
か
へ
り
ま
う
し
す
。
御
前
を
ま
か
る
時
、
う
な
ば
ら
を
見
渡
し
つ
¥

ゆ
く
さ
く
さ
み
れ
ど
も
あ
か
ず
打
あ
げ
の
浜
の
あ
り
そ
に
ょ
す
る
白
浪

註
豆

O

註
豆
一

志
賀
か
聾
の
塩
焼
衣
、
叉
、
和
布
苅
塩
や
き
な
ど
と
そ
、
い
し
へ
人
は
よ
み
た

り
し
に
、
今
は
塩
は
や
か
ず
成
ぬ
。
そ
の
塩
や
き
し
あ
と
は
、
御
社
の
束
、
打

昇
の
浜
に
つ
Y
き
た
る
と
乙
ろ
也
。
乙
よ
ひ
は
此
嶋
に
や
ど
り
ぬ
。

(
八
月
}

同
四
日
。
け
ふ
な
も
福
岡
に
つ
く
と
て
、
人
々
ほ
の
ぐ
ら
き
に
起
出
て
、
物
ら

(
ふ
る
)

打
か
た
ら
ひ
、
た
は
ぶ
れ
わ
ら
ふ
。
故
さ
と
の
近
づ
く
を
悦
び
て
、
つ
ね
よ
り

(
〈
し
け
づ
}

も
心
か
ろ
き
成
べ
し
。
船
の
来
る
ほ
ど
と
て
、
髪
の
わ
』
け
た
る
を
琉
り
、
衣

な
ど
と
り
て
着
か
ふ
と
て
、

崎
守
の
肩
に
ま
と
ひ
し
庫
ご
ろ
も
な
れ
て
中
々
か
へ
う
か
り
け
り

円
高
)

日
ご
ろ
は
う
し
と
な
が
め
し
ゃ
へ
の
塩
路
も
、
け
ふ
を
か
き
り
と
お
も
ふ
に
は
、

円
み
】
(
十
時
}

心
の
乙
り
て
う
し
ろ
ね
た
く
た
ち
い
で
、
巳
の
時
過
る
乙
ろ
船
に
の
り
て
、
満

円
う
ま
}
{
十
二
時

潮
に
帆
ひ
き
た
れ
ば
、
立
は
し
り
わ
た
り
た
ら
ん
や
う
に
て
、
午
の
時
に
は
っ

き
ぬ
。
愛
は
、
さ
き
に
船
乗
せ
し
荒
津
崎
の
西
の
磯
也
。
と
か
く
す
る
ほ
ど
に
、

家
人
も
友
人
も
、
聞
つ
け
て
む
か
へ
に
く
る
人
の
よ
め
る
。

秋
風
に
帆
を
引
つ
れ
て
わ
が
背
子
が
雁
よ
り
さ
き
に
は
や
く
来
ま
せ
る

と
よ
み
た
り
。
い
と
い
た
う
め
で
L
よ
め
る
う
た
、

わ
が
背
子
が
深
き
心
を
あ
ら
つ
崎
み
つ
潮
海
に
た
ぐ
へ
て
ぞ
み
る

か
へ
り
ご
と
ま
う
し
に
と
て
、
家
に
か
へ
ら
ず
し
て
、
直
に
国
の
殿

か
く
て
、

に
ま
ゐ
る
。
日
も
山
端
に
か
く
れ
な
ん
と
す
る
ほ
ど
、
家
に
帰
り
着
ぬ
。
庭
を

み
れ
ば
、
わ
が
ゆ
く
時
は
、
池
の
藤
浪
の
や
L
長
く
垂
て
、
今
五
日
・
六
日
ば

か
り
も
在
ま
た
ば
、
な
ど
お
も
ひ
っ
h
出
立
し
を
、
其
白
頃
経
る
迄
は
わ
す
れ

が
て
成
し
を
、
今
見
れ
ば
、
花
の
咲
つ
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ
る
さ
ま
も
な
く
て
、
下

葉
の
や
〉
色
付
に
け
る
、
わ
づ
か
四
月
・
五
月
の
ほ
ど
に
、
春
と
秋
と
の
う
ら

う
へ
な
る
世
の
あ
り
さ
ま
は
、
あ
ま
た
の
年
経
た
ら
ん
や
う
に
な
も
お
も
は
る

る
o
S
れ
ど
も
家
の
内
は
、
う
か
ら
ゃ
か
ら
つ
ど
ひ
て
、

い
と
に
き
び
に
し
か

ば
、
か
た
み
に
よ
ろ
乙
ぴ
あ
へ
る
。
い
ろ
せ
に
見
す
と
て

秋
く
れ
ば
草
は
み
な
か
ら
う
つ
ろ
へ
ど
吾
背
の
君
は
い
や
さ
か
え
ま
す

〈
ふ
け
)

ち
か
き
あ
た
り
の
人
な
ど
訪
ひ
来
る
。
盃
と
り
か
は
し
て
、
更
行
ま
で
う
た
ひ

(
襲
V

ま
ふ
。
浪
風
の
お
ど
ろ
/
¥
し
き
に
は
ゃ
う
か
は
り
て
、
う
っ
ぱ
り
の
車
も
ち

る
ば
か
り
な
り
。

藤
田
正
兼
大
人
云
。
吾
う
っ
せ
し
本
書
に
お
く
書
あ
り
。
年
号
干
支
は
な
し
。

と
し
道
ひ
ろ
よ
し
と
も
に
誰
人
と
も
し
ら
ず
。

奥
書
乙
れ
の
ふ
み
は
、
此
つ
く
し
の
国
の
殿
に
仕
へ
玉
ふ
、
瑞
枝
さ
す
青
柳
主
の
宗

像
の
お
き
の
嶋
に
防
人
に
ま
か
り
玉
ひ
し
時
の
日
記
な
る
を
、
さ
く
ら
井
の
平

川
千
淵
の
と
ひ
受
て
う
っ
し
と
り
物
せ
ら
れ
し
を
、
吾
友
と
し
道
か
の
千
淵
の

子
千
春
に
請
手
つ
け
て
吾
に
も
見
せ
っ
。
唯
よ
み
し
ま
h
か
へ
き
ん
も
く
ち
を
し

く
て
、
手
あ
し
き
を
も
か
へ
り
み
ず
、
写
し
と
り
し
に
な
ん
。

四
五



(
た
く
み
}

比
乙
〉
に
取
い
れ
た
り
。
其
彫
れ
る
さ
ま
い
と
工
な
り
。
そ
の
手
も
勝
れ
た
り

お
い
ひ

と
ぞ
。
二
町
ば
か
り
田
島
村
の
か
た
は
ら
に
清
水
有
て
、
御
炊
ノ
水
と
い
ふ
。

(
あ
め
の
ま
な
ゐ
)

か
た
は
ら
に
碑
た
て
り
。
天
真
名
井
を
う
っ
せ
し
よ
し
記
せ
り
。
け
ふ
も
い
と

(

暑

}

(

わ

り

己

)

あ
つ
け
れ
ば
、
御
社
を
出
で
、
前
な
る
家
に
入
て
破
鐘
な
ど
取
出
し
て
、
し
ば

(
よ
し
だ
〉

し
休
み
て
、
江
口
川
の
橋
を
渡
り
、
吉
田
の
鎮
国
寺
に
ま
う
づ
、
御
社
に
五
六

〔
ほ
の
け
】

丁
ば
か
り
東
北
の
山
に
、
昔
は
(
大
)
な
る
寺
成
し
と
見
え
て
、
畠
の
字
に
子
院

(
一
二
六
一
}
六
三
)

の
処
多
く
残
れ
り
。
此
寺
、
亀
山
天
皇
の
弘
長
の
頃
、
宗
像
長
氏
建
立
し
て

(
一
二
六
五
)

定
額
寺
と
し
、
皇
翠
と
い
ふ
僧
を
住
し
む
。
文
永
二
年
の
比
、
太
政
官
有
宜
あ

り
。
叉
田
嶋
村
に
大
宮
司
の
館
肱
あ
り
。
あ
る
ひ
は
乙
の
村
の
内
の
山
岸
に
、

楢
葉
の
紋
あ
る
石
あ
り
。
こ
れ
を
割
て
み
れ
ば
、
枝
葉
鮮
か
に
し
て
そ
の
紋
悉

く
隠
佑
、
楢
の
樹
の
年
経
ず
い
似

rる
成
べ
し
。
宗
像
氏
の
家
の
紋
三
ツ
柏
な
る

が
、
お
の
づ
か
ら
肖
v

た
り
と
て
、
神
紋
石
と
な
ん
よ
ぴ
て
、
世
に
も
て
あ
そ
ぶ

人
多
し
。

(
堅
磐
)

神
の
代
に
さ
か
き
に
と
り
し
楢
の
は
の
か
た
し
は
と
さ
へ
な
る
が
あ
や
し

さ

か
な
た
乙
な
た
見
め
ぐ
る
に
、
日
も
西
に
か
た
ぷ
き
ぬ
れ
ば
と
て
、
勝
浦
よ
り

船
乗
し
て
、
勝
嶋
近
く
漕
た
み
て
大
島
に
帰
り
ぬ
れ
ば
、
と
も
し
さ
す
噴
に
な

り
た
り
。
今
宵
、
河
野
ぬ
し
が
も
と
よ
り
つ
か
ひ
来
り
て
、
し
ゐ
て
率
て
行
き
、

あ
る
じ
日
本
紀
を
よ
め

杯
と
り
か
は
し
て
、

い
に
し
へ
の
事
な
ど
物
語
る
に
、

と
て
、

せ
ち
に
と
ふ
。
け
ふ
し
朝
と
く
田
島
に
行
て
、
臼
ひ
と
ひ
あ
そ
び
く
ら

し
つ
れ
ば
、
夜
ふ
く
る
に
つ
け
て
い
た
う
っ
か
れ
ぬ
れ
ど
も
、
も
だ
し
が
た
く
、

四
四

神
武
の
御
巻
の
は
じ
め
の
ほ
ど
を
な
ん
、
い
さ
h

か
よ
み
(
て
)
や
み
ぬ
る
。

(
八
月
v

同
二
日
。
大
島
の
北
の
か
た
、
御
浦
と
い
ふ
所
に
物
す
。
乙
は
里
よ
り
十
八
町

あ
な
た
、
岩
瀬
の
西
に
、
沖
っ
し
ま
に
む
か
ひ
で
お
く
ま
り
た
る
入
江
あ
り
。{ひ
づ
め
〉

其
江
の
西
に
さ
し
出
た
る
岩
崎
を
、
神
崎
と
云
。
磯
の
岩
村
に
大
な
る
馬
ノ
蹄

の
枇
あ
り
。
又
、
人
の
足
跡
な
る
小
き
数
多
あ
り
。
彫
た
る
が
如
し
。
潮
干
ぬ

れ
ば
見
ゆ
。
波
か
ぞ
へ
て
、

か
な
た
こ
な
た
の
岩
角
に
、

は
し
り
あ
る
き
て
み

る
に
、
寄
浪
あ
ら
き
所
に
て
、
朝
夕
う
ち
は
ふ
る
に
も
消
ず
し
て
、
か
く
注

門
く
)

だ
か
に
の
乙
り
た
る
は
、
い
と
も
/
¥
奇
し
き
こ
と
也
。
愛
な
ん
、
宗
像
の
神

(
き
き
と
の
や
ま
)

の
は
じ
め
て
来
着
玉
ひ
し
所
と
い
ふ
。
風
土
記
に
崎
門
山
と
い
へ
る
は
、
と
h

の
こ
と
に
や
。

(
す
め
ら
み
か
み
}

吾
も
み
つ
人
に
も
告
ん
宗
像
の
皇
御
神
の
踏
し
あ
と
所
位
四
七

後
の
代
に
い
ひ
つ
ぐ
が
ね
と
皇
神
の
御
あ
と
所
し
か
し
け
ら
し
も

岩
の
上
に
土
と
踏
な
し
万
代
に
神
さ
び
い
ま
す
こ
れ
の
あ
と
ど
乙
ろ

あ
ら
い
そ
の
ゆ
っ
岩
む
ら
に
残
る
あ
と
今
の
を
つ
』
に
見
る
が
あ
や
し

S

磯
山
の
上
に
窟
あ
り
。
高
さ
深
さ
壱
丈
ば
か
り
。
窟
の
内
左
右
の
石
壁
に
文
字

あ
り
。
消
て
見
え
ず
。
い
か
な
る
乙
と
を
書
た
る
に
か
。
文
、
此
崎
の
東
海
の

岸
に
も
大
な
る
岩
窟
あ
り
。
愛
に
も
文
字
を
彫
た
れ
ど
も
見
え
ず
。
近
き
頃
乙

(
あ
点
ら
)

の
属
に
鯨
を
と
る
。
そ
の
脂
を
責
る
(
と
て
)
、
安
の
岩
を
多
く
割
と
り
て
寵
の

構
へ
に
せ
り
。
其
矢
を
い
れ
し
あ
と
多
し
。
か
h

る
神
地
を
も
惜
る
乙
と
な
く

〔
あ
ま
)

物
す
る
は
、
い
や
し
き
彊
の
し
わ
ま
な
が
ら
、
い
と
か
し
こ
き
事
に
な
も
あ
る
。

{

八

月

)

あ

へ

の

し

ま

同
三
日
。
朝
ま
だ
き
に
船
を
出
し
て
、
阿
間
嶋
を
お
ふ
。
午
の
時
斗
に
つ
く
。



唯一け輪一即時一駐丸山川い桃川一一舟一
wr
を
腸
は
れ
り
。
此
氏
人
当
郡
に
多
く
あ
り
て
、
郡
領

(
戚
直
}

に
叙
し
、
そ
の
う
ち
い
さ
ぎ
よ
き
人
を
選
て
、
此
社
の
神
主
と
し
玉
ひ
て
、
従

(
し
ょ
く
に
ほ
ん
E
う
き
)

五
位
に
叙
せ
ら
れ
し
こ
と
、
続
日
本
後
紀
等
に
見
え
た
り
。
中
頃
ま
で
も
、
宗

像
氏
に
二
人
の
大
き
な
る
勢
ひ
の
人
有
し
と
と
、
宗
像
記
に
い
へ
り
。
大
宮
司

ご
」
か
う
宮
》

の
家
一
人
と
な
り
し
は
、
い
づ
れ
の
比
の
と
と
な
り
し
に
か
。
尊
氏
都
を
追
出

さ
れ
て
、
識
の
兵
を
率
て
此
固
に
落
下
ら
れ
し
時
、
大
宮
司
氏
俊
力
を
添
て
、

遂
に
筑
紫
の
軍
兵
を
起
し
て
、
京
を
傾
け
奉
り
し
事
、
そ
の
を
り
の
書
ど
も
に

見
え
た
り
。
と
れ
よ
り
ひ
た
す
ら
武
士
の
如
く
な
り
て
、
ま
す
/
¥
富
栄
え
ぬ
。

大
か
た
、
氏
俊
の
時
よ
り
や
、
一
人
の
か
た
は
お
と
ろ
へ
け
ん
。
今
宗
像
氏
に

(
え
ん
ぎ
)
{
園
田
醐
〉
(
き
ょ
う
宮
)

伝
ふ
る
に
は
、
延
喜
天
皇
の
子
に
、
清
氏
と
い
ふ
人
あ
り
。
此
人
、
大
宮
司
の

【

由

う

そ

】

(

う

古

書

だ

】

嚢
祖
に
し
て
、
近
代
氏
員
迄
七
拾
九
代
祭
把
を
掌
り
し
と
い
ふ
。
い
と
も
/
¥

(
不
審
)

い
ぶ
か
し
き
事
也
。
延
喜
の
御
時
よ
り
天
正
の
比
ま
で
、
七
拾
九
代
経
た
り
と

一
人
の
世
絵
り
に
短
く
し
て
、
い
か
に
ぞ
や
聞
ゆ
。
思
ふ
に
旧
事
記

(
た
け
い
ひ
か
た
す
の
み
E
と

)

(

お

ほ

た

た

ね

E
由
み
と
と
〉

に
、
吾
田
片
隅
命
の
弟
に
健
飯
賀
田
須
命
あ
り
、
此
人
は
大
田
々
祢
古
命
也
。

乙
れ
が
槻
町
に
し
た
誠
縦
駒
内
定
艶
神

rり
正
親
町
天
皇
ま
で
九
十
八
代
経
ぬ
る

い
ふ
は
、

れ
ば
、
宗
像
の
七
拾
九
代
は
、

大
か
た
此
聞
の
事
に
し
て
、

清
氏
と
い
ふ
は
、

吾
田
片
隅
命
が
、

そ
の
御
子
あ
た
り
を
伝
へ
誤
り
し
な
ら
ん
。

清
氏
と
い
ふ
人
、

物
に
見
え
た
る
事
な
く
、
延
喜
の
皇
子
に
は
お
は
し
ま
さ
ぬ
を
や
。

田
島
社
の
南
、
山
上
に
高
宮
と
い
ふ
あ
り
。
相
伝
へ
て
清
氏
の
墓
也
と
云
。
寛
永
年
中
、
社
再
建
の
時
地
を
引
て
石
棺

を
得
た
り
。
関
て
み
れ
は
其
内
に
骨
あ
り
。
朱
に
て
埋
た
り
。
太
刀
・
弓
矢
等
も
有
し
と
云
。
い
ま
は
比
社
を
田
島
の

附
割
杭
時
吋

M
V
恨吋哨同一助副

r伊
践
活
叫
一
刊
は
凡
、
家
々
の
伝
説
に
は
私
言
多
く
し
て
、

(

そ

ん

し

)

(

し

た

た

む

)

〔

ふ

み

}

や
与
も
す
れ
ば
皇
孫
と
名
の
り
て
、
尊
氏
と
認
る
事
、
世
々
の
史
に
も
み
え

て
、
上
代
に
も
と
れ
を
偽
り
犯
せ
し
こ
と
多
し
。
ま
し
て
源
平
の
比
は
、
武
士

(

と

も

)

(

い

で

)

の
伴
王
氏
を
出
て
遠
か
ら
ず
と
い
ふ
事
を
、
家
の
光
と
せ
し
こ
と
な
り
し
か
ば
、

宗
像
朝
臣
を
も
、
皇
孫
な
ら
ぬ
事
を
物
げ
な
く
お
ぼ
え
て
、
か
の
源
氏
と
等
し

く
、
人
に
も
誇
ら
ん
と
て
、
自
ら
延
喜
の
皇
子
の
育
也
と
い
ひ
し
成
へ
し
。
此

*
1
4
0
 

御
社
を
も
、
古
は
八
幡
宮
と
さ
へ
申
奉
り
し
ぞ
か
し
。
八
幡
大
神
は
軍
神
に
ま

し
て
、
源
氏
の
人
々
を
は
じ
め
と
し
て
、
武
士
の
い
た
く
重
み
し
奉
る
に
よ
り

て
、
絶
て
此
社
に
も
あ
ら
ぬ
御
名
を
負
せ
奉
り
し
也
。
乙
れ
ら
を
お
も
ふ
に
、

い
よ
/
¥
清
氏
の
延
喜
の
皇
子
な
ら
ぬ
乙
と
し
ら
る
。
氏
俊
は
其
身
社
に
仕
へ

(
〈
み
)

な
が
ら
、
朝
敵
尊
氏
に
与
し
て
、
其
後
背
は
、
叉
、
氏
の
祖
を
き
で
あ
ら
ぬ

い
と
罪
深
く
い
ひ
か
ひ
な
き
こ
と
成
べ
し
。
氏
貞
に
到

さ
ば
か
り
の
旧
家
を
跡
な
く
滅
さ
れ
し
も
、
ひ
と
へ
に
大
神
の
怒
り
お

(
い
ん
ぎ
よ
う
】
(
〈
か
た
き
)
*
1
4
1

も
ほ
せ
し
も
の
也
。
免
恭
の
御
世
の
探
湯
の
こ
と
を
お
も
は
ざ
る
乙
そ
、
氏
人

ハ
つ
い
で
)

大
き
な
る
過
ち
也
け
れ
。
天
正
の
次
ま
で
は
、
宮
人
七
拾
余
人
あ
り
し
が
、
今

(
み
ね
}

わ
づ
か
十
三
人
に
な
れ
り
。
此
う
ち
深
田
氏
二
人
嶺
氏
一
人
は
、
何
れ
も
宗
像

帯
1
4
3
【たけ】

朝
臣
に
て
、
昔
の
大
宮
司
の
族
也
と
い
ふ
。
御
社
の
側
に
、
弥
陀
崎
明
長
四
尺

(
し
げ
も
り
)

八
寸
横
厚
九
寸
あ
り
。
む
か
し
平
内
大
臣
重
盛
公
、
宋
国
の
育
玉
山
に
沙
金
二

千
両
を
送
ら
る
。
内
大
臣
亮
玉
ひ
て
後
、
か
の
寺
僧
、
大
蔵
経
と
裏
陽
に
あ
り

(
ち
ん
に
ん
り
ょ
う
}

し
隔
の
陳
仁
稜
が
書
た
る
弥
陀
経
を
模
し
て
、
石
仏
の
背
に
刻
て
贈
れ
り
。

(
え
ぐ
ち
)

其
船
、
神
の
湊
の
か
た
は
し
、
江
口
と
い
ふ
所
に
着
ぬ
。
既
に
此
時
平
氏
亡
び

(
そ
う
ひ
と
】

た
る
あ
と
也
し
か
ぱ
、
こ
れ
を
受
入
る
人
な
し
。
宋
人
せ
ん
か
た
な
く
て
、
大

蔵
経
を
此
社
に
こ
め
、
石
仏
を
江
口
の
ほ
と
り
に
建
置
て
帰
れ
り
と
い
ふ
。
近

事
に
物
せ
ら
れ
し
は
、

り
て
、

四



左
排
宮
下

太
宰
府

応
且
任
国
司
庁
宣
旦
依
往
阿
弥
陀
仏
勧
進
状
、
宛
用
管
筑
前
国
宗
像
社
修

理
用
途
、
同
国
曲
村
田
地
障
拾
町
事
、

右
得
彼
社
神
宮
等
、
去
月
日
解
状
依
、
当
社
者
、
天
照
大
神
降
来
之
霊
地
、

日
域
元
双
之
仁
司
也
、
伺
被
レ
寄
=
附
料
田
-
、
勤
=
行
弐
日
之
神
事
-
、
但
於
=

大
少
七
十
余
社
之
修
理
用
途
者
、
往
古
以
来
、
以
=
葦
屋
津
新
宮
浜
漂
講
之

寄
物
-
、
致
=
沙
汰
-
、
送
=
数
百
競
之
星
霜
-
、
而
今
往
阿
弥
陀
仏
、
哀
=
彼
漂

龍
之
難
-
築
=
孤
島
一
、
助
=
往
還
之
船
-
、
休
=
風
波
之
煩
一
、
因
葱
修
理
用
途
、

己
以
=
五
足
之
由
-
、
以
=
関
東
状
-
、
経
=
国
司
-
庁
宣
奉
畢
。
望
請
=
鴻
恩
ヘ

以
曲
村
為
=
社
頭
御
修
理
一
沙
汰
之
旨
蝿
=
官
有
-
、
欲
レ
備
=
後
代
之
亀
鏡
-
者
、

権
中
納
言
藤
原
朝
臣
宣
、
奉
勅
依
請
者
、
府
宜
承
知
、
依
レ
宣
行
レ
之

昆

在

三

年

四

月

五

日

大

史

小

槻

宿

祢

(

花

押

)

小
排
藤
原
朝
臣
(
花
押
)

(
ま
が
り
む
ら
)

料
母
子
市
民
御
繍
旨
に
も
、
孤
島
を
築
く
よ
し
見
え
た
り
。
又
、
曲
村
賜
る

ご
三
一

O
】

よ
し
の
延
慶
の
院
宣
あ
り
。
次
に
載
た
り
。
此
往
阿
が
事
は
、
続
日
本
紀
の

〔

七

六

七

)

?

あ

か

つ

)

神
護
景
雲
元
年
の
と
乙
ろ
に
見
え
た
る
、
宗
像
朝
臣
深
津
が
、
僧
寿
応
に
す
、

め
ら
れ
て
、
金
崎
の
船
瀬
を
造
り
し
に
似
た
る
ζ

と
也
。

筑
前
国
宗
像
社
修
理
料
所
曲
村
事
、
任
一
一
寛
喜
宜
旨
知
レ
元
所
レ
被
=
返
付
-
也
。

可
レ
令
コ
存
知
-
者
。
院
宣
如
此
。
悉
之
以
レ
状
。

延
慶
三
年
八
月
十
五
日

大
宮
司
館

四

ま
た
文
書
、

太
宰
府

応
下
知
管
筑
前
園
、
除
高
時
法
師
党
類
以
下
朝
敵
与
同
外
諸
国
輩
、
当
時
知

行
地
、
不
可
有
依
違
事
。

右
大
納
言
藤
原
朝
臣
宣
房
奉
勅
、
兵
革
之
後
、
士
卒
民
庶
禾
=
安
堵
-
。
白

降
エ
締
輪
-
、
被
レ
救
=
牢
龍
一
、
而
万
機
事
繁
。
施
行
有
煩
、
加
之
諸
国
之
輩

不
レ
論
z
遠
近
目
、
悉
以
=
京
上
-
徒
妨
エ
農
業
-
之
条
、
還
背
=
撫
民
-
儀
、
自
今

以
後
所
レ
被
レ
閣
=
此
法
一
也
。
然
者
除
ニ
高
時
法
師
党
類
-
以
下
朝
敵
与
同
輩
之

外
、
当
=
知
行
-
之
地
、
不
レ
可
レ
有
=
依
違
-
之
由
、
宣
-
-
仰
五
幾
七
道
諸
道
-
。

勿
=
敢
違
失
一
。
但
於
臨
時
勅
断
者
、
非
エ
此
限
一
者
、
府
宣
承
知
、
依
宣
行
之

元

民

一

一

一

年

七

月

二

十

六

日

大

史

小

槻

宿

祢

小
緋
藤
原
朝
臣

左
排
宮
下周

防
に
も
ち
行
し
こ
ろ
は
、
五
百
徐
紙
あ
り
し
と
云
。
い
ま
は
こ

*
1
3
0【
ひ
と
つ
》

百
七
拾
徐
通
あ
り
。
叉
、
尊
氏
の
鎧
・
軍
師
・
団
扇
等
あ
り
。
叉
銅
印
一
面
あ
り
。

(
お
ほ
う
ち
よ
し
ひ
ろ
)

其
形
(
図
略
)
い
と
古
め
か
し
き
も
の
也
。
氏
俊
の
息
の
妻
は
、
大
内
義
弘

(
あ
き
も
由
〕

の
女
也
し
か
ば
、
義
弘
と
は
か
り
て
、
朝
鮮
に
使
を
遺
し
て
買
物
し
、
か
し
こ

(
う
宮
き
と
}

の
船
を
も
愛
に
ま
ね
け
り
。
其
時
の
勘
合
印
也
と
い
ひ
伝
ふ
。
宗
像
氏
郷
・
氏

(
か
い
と
う
し
よ
と
く
き
)

俊
が
、
彼
固
に
使
を
遣
し
た
る
事
は
、
朝
鮮
の
人
の
書
た
り
し
、
海
東
諸
国
記

〔
お
き
な
め
ん
}
本
1
3
2

と
い
ふ
書
に
も
見
え
た
り
。
(
ま
た
)
黒
き
翁
仮
面
あ
り
。
乙
の
宗
像
朝
臣
の
カ
パ
ネ

事
、
古
き
物
を
考
る
に
、
始
に
い
ひ
た
る
吾
田
片
隅
命
の
喬
に
し
て
、
君
の
姓

也
し
か
、
(
驚
餅
都
田
川
股
較
侃
御
世
に
姓
の
朝
臣
艇
は
流
域
間
一
四
一
時
日
町
ω
歌
弓
閥
幹

な
ど
あ
り
、



神
の
告
あ
り
て
田
島
に
迂
り
玉
ひ
し
と
い
ふ
。
御
前
に
ぬ
か
づ
き
て
、

す
ベ
ら
ぎ
の
御
世
守
ら
ん
と
久
か
た
の
天
よ
り
愛
に
降
り
た
ま
ひ
っ

宮
人
に
乙
ひ
て
神
宝
を
見
る
。
社
記
あ
り
。
そ
の
中
に
、

西
海
道
風
土
記
目
、
宗
像
大
神
、
自
レ
天
降
居
=
埼
門
山
-
之
時
、
以
=
育
薬
玉
-

ト
一
日
以
一
尚
一
紫
置
=
奥
津
宮
之
表
一
、
以
=
八
坂
壇
紫
玉
-
置
=
中
津
宮
之
表
-
、
以
=
八
胞

鏡
-
置
=
辺
津
宮
之
表
-
、
以
=
此
三
表
-
成
=
神
体
之
形
-
、
而
納
置
=
三
宮
-
、
即

隠
レ
之
、
園
田
=
身
形
郡
-
。
後
人
改
日
=
宗
像
-
。
其
大
海
命
子
孫
、
今
宗
像
朝
臣

等
是
也
。
云
々

人
皇
第
七
代
孝
霊
天
皇
四
年
仁
、
自
=
出
雲
国
続
河
上
-
、
筑
紫
宗
像
仁
御
迂
宮
、

【
オ
キ
)

第
一
神
者
、
集
海
淡
築
嶋
、
示
=
居
於
遠
海
之
息
二
未
来
際
可
レ
降
=
伏
異
国
-

之
由
、
有
=
御
誓
留
。
件
島
(
治
)
、
則
号
息
御
島
、
是
日
本
与
高
麗
中
間
也
。

円
オ
キ
}

居
遠
旗
、
是
於
奉
レ
号
=
回
心
姫
命
-
。
第
二
神
者
、
示
=
居
中
海
之
息
-
、
今
号
=

大
島
-
固
定
也
。
厳
重
奇
瑞
多
之
居
、
是
奉
レ
号
=
滑
津
姫
命
九
第
三
神
者
、
示
=

居
於
海
辺
-
、
今
号
=
田
島
-
是
也
、
居
=
海
浜
-
是
奉
レ
号
=
市
杵
姫
A
F
、
云
々
と

い
へ
り
。
此
外
ハ
さ
ま
作
¥
あ
や
し
き
事
な
ど
を
記
し
て
、
上
古
の
物
と
も
お

ご

四

四

回

》

【

う

冒

と

し

}

も
は
れ
ず
。
此
社
記
は
、
後
花
園
天
皇
文
安
元
年
に
、
大
宮
司
氏
俊
、
上
代
の

社
記
を
改
め
書
た
り
と
い
ふ
。
三
柱
の
御
ま
し
所
、
古
の
社
記
に
見
え
た
る
と
、

古
事
記
・
日
本
紀
・
乙
の
説
々
と
お
の
/
¥
異
に
し
て
、
何
れ
と
も
わ
き
が
た

き
が
中
に
、
襖
津
宮
の
市
杵
島
姫
に
ま
す
乙
と
は
、
神
の
御
稜
威
の
殊
に
勝
れ

【寄】

玉
へ
る
に
よ
そ
り
た
る
御
名
に
ま
せ
ば
、
何
の
疑
か
あ
ら
ん
。
安
芸
に
も
、
此

宮
を
迂
し
祭
り
て
、
厳
島
と
い
ふ
。
市
杵
島
姫
の
ま
せ
ば
な
り
。
一
部
品
開
校
一
湖
一
団
幹

る
よ
し
記
せ
り
と
い
へ
り
・
今
色
筑
紫
人

E
、

浪
曲
押
島
を
呼
て
お
き
の
恩
賀
と
い
ふ
。
究
/

(
た
ぎ
っ
し
ま
ひ
め
白
み
E
と】

乙
の
田
島
の
宮
を
端
樟
島
姫
命
と
い
は
ん

〈
じ
き
】
〔
お
ほ
な
む
ち
由
み
E
と

}

《

己

と

し

ろ

由

レ

由

か
。
旧
事
記
に
大
己
貴
命
云
々
辺
津
宮
坐
神
、
高
津
姫
命
ヲ
要
り
事
代
主

己

と

】

円

み

す

且

】

(

あ

た

か

た

す

由

み

E
と
}

命
生
ま
し
、
此
御
神
の
御
商
吾
田
片
隅
命
也
、
と
い
へ
れ
ば
也
。
吾
田
片

隅
命
は
、
宗
像
朝
臣
の
遠
祖
に
し
て
、
世
々
辺
津
宮
の
側
に
住
て
、
二
柱
よ
り

も
、
此
神
主
義
り
て
、
す
し
か
り
o

さ
れ
共
、
旧
事
官
、
襖
津
宮
を

田
心
姫
命
と
し
も
い
へ
れ
ば
、
文
、
お
の
れ
さ
き
に
い
へ
る
に
た
が
へ
り
。
と

に
も
か
く
に
も
、

乙
の
三
所
の
御
名
の
乙
と
は
、
定
め
が
た
く
な
ん
あ
る
。
文
、

(
4だ
し
占
み
V

円
よ
り
と
も
邑
ょ
う
}

古
き
文
書
あ
ま
た
あ
り
。
繍
旨
・
院
宣
・
庁
下
文
等
を
始
と
し
て
、
頼
朝
卿

【
晶
し
か
が
よ
し
晶
き
ら
M

(

た
ん
だ
い
V

申
1
2
1

よ
り

4

足
利
義
閉
守
に
到
り
て
、
世
々
将
軍
家
の
下
文
、
文
、
探
題
或
ハ
太
宰

k
1
2
2
 

少
弐
そ
の
ほ
か
、
近
き
国
々
の
城
主
等
の
書
翰
・
譲
状
九
弐
百
六
拾
徐
通
あ
り
。

乙
は
天
零
封
年
、
豊
臣
関
白
、
つ
く
し
を
平
ら
け
玉
ひ
し
と
き
、
大
宮
司
七

う
宮
古

rxい
に
し
V

A

-

-

且
八
六
}
《
し
ゆ
っ
〉

拾
九
代
氏
貞
，
去
天
正
十
四
に
卒
し
て
世
嗣
な
か
り
し
か
ば
、
民
族
の
う
ち

い
づ
れ
を
た
て
ん
、
か
れ
は
た
て
じ
と
、
家
の
子
ど
も
乱
れ
争
ひ
て
、
い
ま
だ

【
い
へ
つ
苦
】

豪
継
な
か
り
し
に
依
て
、
古
く
よ
り
し
れ
る
限
の
神
領
・
私
領
悉
く
を
さ
め

【

hu
す
晶
)

と
り
玉
へ
り
。
其
後
、
民
員
の
女
、
周
防
国
の
草
苅
対
馬
と
い
ふ
人
の
妻
と
な

る
。
此
時
、
ふ
る
き
物
ど
も
の
か
ぎ
り
、
唐
植
に
を
き
め
入
て
、
か
の
家
に
携

行
れ
に
よ
り
て
、
二
百
年
ば
か
り
の
ほ
ど
、
乙
の
御
社
に
は
伝
ら

g
り
し
を
、

(
と
み
な
が
白

a
kが
し
》

時
の
ゆ
け
れ
ば
に
や
、
近
き
と
ろ
、
此
郡
の
司
富
永
何
某
と
か
い
へ
る
人
、

さ
ま
介
、
と
斗
り
い
た
づ
き
、
年
月
を
つ
み
て
、
再
び
も

乙
れ
を
な
げ
き
て
、

と
の
ご
と
く
、

愛
に
と
り
か
へ
せ
り
。

い
と
い
き
を
し
き
乙
と
也
。

其
中
の

一
ツ
二
ツ
を
書
写
し
た
り
。

乙
と
に
の
す
。

四



(
み
ち
と
し
)

な
ん
。
木
立
い
と
う
る
は
し
く
神
さ
び
た
り
。
後
拾
遺
集
に
、
右
大
弁
通
俊
の

(

つ

〈

し

〉

(

北

西

由

季

節

風

)

筑
紫
よ
り
の
ぼ
ら
る
L
道
に
て
「
あ
な
し
ふ
く
迫
門
の
潮
合
に
舟
出
し
て
は
や

{

さ

や

か

た

や

ま

)

〈

門

〉

(

宮

の

く
ぞ
過
る
小
屋
形
山
を
」
と
読
玉
ひ
し
は
乙
〉
に
て
、
迫
門
の
と
は
此
岬
と
地

し
ま

V

E

1

(

み
や
乙
〉

島
の
聞
の
海
門
川
市
川
。
を
い
へ
り
。
今
も
京
に
行
に
は
、
乙
の
迫
門
を
過
て
ゆ
く
め

(
お
り
は
た
)

り
。
此
山
麓
に
織
幡
の
社
お
は
し
ま
す
。
宗
像
五
社
の
ひ
と
つ
也
。
蹄
一
糊
一
日
4
4削

ι
y
綿
一
一
岬
綿
一
制
一
議
叫
ト
叩
山
此
社
の
名
は
延
喜
式
に
も
載
ら
れ
た
り
。
今
い
ひ
伝
ふ
る
は

円
心
細
}

武
内
大
臣
、
此
や
ま
の
い
と
う
ら
ぐ
は
し
き
を
め
で
玉
ひ
て
、

〈

み

た

ま

)

(

か

れ

)

な
ば
、
神
霊
は
必
乙
の
地
に
と
Y
ま
る
べ
し
と
宣
へ
り
。
故
後
に
洞
を
建
て
か

わ
れ
身
ま
か
り

の
大
臣
を
祭
る
と
い
ふ
。
社
の
南
東
の
か
た
に
、
大
臣
の
父
母
を
祝
ふ
嗣
も
あ

(

〈

づ

は

ら

〉

(

千

早

銀

)

(

金

御

埼

)

註

九

り
。
葛
原
大
明
神
と
い
ふ
。
ち
は
や
ぶ
る
か
ね
の
み
さ
き
と
し
も

(
詠
)
よ
み
た
れ
ば
、

万
葉
集
に
、

乙
h
k
て
御
軍
の
幡

{
応
神
V

を
織
し
め
玉
ひ
し
故
に
、
織
幡
の
社
と
い
ふ
と
な
ん
。
も
し
く
は
軽
嶋
の
御
代

に
ま
ゐ
で
し
揺

rよ
し
あ
る
か
。
接
持
諸
官
官
、
又
鐘
の
岬
と
も
い

そ
の
か
み
既
に
神
社
ま
せ
し
な
る
べ
し
。

ふ
よ
し
は
、
岬
の
艮
五
町
斗
に
大
な
る
鐘
の
海
中
に
あ
り
。
い
づ
れ
の
御
世
の

事
に
か
有
け
ん
、
韓
国
よ
り
鐘
を
も
て
わ
た
せ
し
を
、
愛
に
て
海
に
打
は
め
た

い
ま
も
さ
だ
か
に
そ
れ
ぞ
と
し
ら
る

(

お

き

う

宮

)

(

一

一

山

七

三

)

と
、
海
人
の
指
さ
し
て
を
し
ゅ
。
宗
像
朝
臣
輿
氏
と
い
ひ
し
人
、
文
明
五
年
に

大
鐘
を
と
ら
ん
と
て
、
人
を
お
ほ
く
つ
ど
へ
、
舟
を
あ
ま
た
う
か
べ
、
海
士
を

り
と
な
も
い
ふ
。
そ
の
鐘
の
あ
た
り
は
、

い
れ
て
鐘
に
大
綱
を
か
け
て
、
曳
あ
げ
ん
と
せ
し
か
共
あ
が
ら
ず
。
俄
に
風
雨

烈
し
く
大
溝
起
り
て
、
海
の
中
、
鳴
は
た
め
き
け
れ
ば
、
皆
人
か
し
乙
み
て
、

四
O 

(
一
六

O
四

)

{

み

な

る

と

の

な

が

ま

き

〕

(

宮

の

し

ま

)

と
る
事
や
み
ぬ
と
い
へ
り
。
其
後
、
慶
長
九
年
、
前
国
主
源
長
政
朝
臣
地
島

の
路
島
を
築
玉
へ
る
ち
な
み
に
、
此
か
ね
を
揚
ん
と
お
ぼ
し
て
、
愛
に
来
給
ひ
、

新
に
波
頭
を
築
き
て
、
舟
ど
も
お
ほ
く
つ
ど
へ
て
引
玉
へ
ど
も
あ
が
ら
ず
。
二

さ
き
の
如
く
風
吹
い
て
、
雨
は
げ
し
く
波
た
ら
さ
(
金
}

わ
ぎ
て
け
れ
ば
、
遂
に
鐘
を
と
る
事
を
や
め
玉
へ
り
。
か
の
万
葉
集
に
、
鐘
の

岬
と
し
も
よ
み
て
、
此
時
既
に
地
名
と
し
も
な
り
に
た
れ
ば
、
鐘
を
も
て
こ
し

日
三
日
経
た
り
し
に
、
叉
、

と
い
ふ
は
、

い
と
も
/
¥
も
あ
が
れ
る
世
の
乙
と
也
け
ん
を
、
唯
里
の
詞
に
の

い
づ
れ
の
書
に
も
み
え
ぬ
乙
そ
く
ち
を
し
け
れ
。
鐘
崎
の
里
の
上

{
ゆ
か
は
や
ま
)

な
る
高
山
を
湯
川
山
と
い
ふ
。
沖
つ
島
よ
り
つ
ね
に
よ
く
見
渡
さ
る
h

山
也
。

其
(
廷
に
つ
Y
き
た
る
は
張
鉱
山
也
。
製
柱
。
そ
の
東
海
飴
抗
り
。

み
残
り
て
、

い
づ
れ
も
高
山
也
。
神
湊
よ
り
田
島
に
行
に
は
、

と
れ
ら
の
方
へ
は
ゆ
か
ず
。

主
れ
ど
も
道
よ
り
見
渡
さ
る
h
所
な
れ
ば
か
き
つ
く
。

辺
津
宮
は
、

神
湊
の
巽
一
里
、

田
島
村
に
あ
り
。
宮
所
は
、

山
あ
ひ
の
田
の
中

木
立
物
ふ
り
た
り
。
御
ま
へ
に
御
池
あ
り
。
橋

に
在
。
其
地
広
く
大
に
し
て
、

(
い
由
晶
)

を
わ
た
せ
り
。
御
社
は
乾
の
方
遁
に
大
嶋
に
向
へ
り
。
本
殿
・
拝
殿
・
渡
殿
・

神
楽
殿
・
御
炊
屋
・
宿
直
所
・
舞
台
・
(
鐘
楼
)
・
宝
蔵
・
経
蔵
末
社
二
十
五
社

〔
よ
四
つ
ね
)

硝
…
は
一
叶
郡
司
法
持
謝
料
酢
撤
回
吋
誠
一
。
官
一
今
の
世
に
拝
み
奉
る
に
も
、
，
尋
常
な
ら
ぬ
宮
の

ま
し
て
む
か
し
、
御
社
の
栄
へ
ま
し
L
時
は
、

(た

c
hひ
曲

目

み

乙

と

)

(

む

ね

)

(

ほ

か

〉

れ
侍
る
。
此
御
社
に
は
、
田
心
姫
命
を
主
と
杷
り
て
、
徐
の
ニ
柱
は
(
御
社
の
)

(

へ

つ

み

や

)

(

う

つ

)

い
に
し
へ
の
辺
津
宮
よ
り
愛
に
迂
り
玉
ひ
し
は
、

た
L
ず
ま
ひ
、

と
お
も
ひ
や
ら

左
右
に
別
殿
に
お
は
し
ま
す
。

〔
一
二
四
九

l
五
六
)

後
深
草
天
皇
の
建
長
年
中
、
大
宮
司
四
十
八
世
長
氏
と
い
ひ
し
人
の
い
め
に
、



{

ね

)

{

余

波

V

K
(祈
)
ぎ
乞
の
む
ば
か
り
也
。
子
の
時
ば
か
り
空
少
し
晴
て
月
さ
し
出
、
な
と

ナ
ギ

ろ
も
す
乙
し
く
和
た
り
と
お
ぼ
ゆ
る
比
、
い
と
悲
し
き
声
し
て
お
ら
ぴ
さ
け
ぷ
。

す
は
や
舟
の
よ
り
ぬ
と
て
、
手
々
に
手
火
を
さ
〉
げ
て
磯
に
い
で
、
舟
は
か
ら

く
し
て
漕
ょ
せ
た
れ
ど
も
、
磯
浪
高
く
し
て
、
ほ
と
/
¥
打
か
へ
き
れ
ぬ
べ
く

見
え
し
か
ば
、
陸
な
る
舟
子
ど
も
磯
ぷ
り
の
ょ
す
る
中
に
飛
入
々
々
、
岸
に
助

け
あ
げ
ぬ
。
人
々
い
か
に
き
か
り
け
ん
。
物
い
へ
ど
、
舟
子
ら
い
ず
せ

で
泣
ゐ
た
り
。
ま
し
て
舟
人
な
ら
ぬ
は
、
い
け
る
心
も
な
く
て
打
臥
ゐ
た
り
し

が
、
人
に
助
け
ら
れ
て
、
水
舟
の
う
ち
よ
り
、
衣
は
し
と
Y
に
ぬ
れ
て
は
ひ
出

{
幸
)

づ
。
さ
れ
ど
船
の
内
の
人
、
ひ
と
り
も
あ
や
ま
ち
な
く
、
さ
き
か
り
し
乙
と

円
E
E
】
向
か
し
E
M

を
、
愛
吉
彼
も
悦
ぴ
あ
へ
り
。
か
く
人
の
か
ら
き
め
み
る
に
つ
け
、
帰
る
さ
の

ほ
ど
心
も
と
な
く
な
ん
。
後
に
舟
人
の
語
る
を
き
け
ば
、
大
島
に
風
守
り
せ
し

ほ
ど
、
い

S
L
か
触
積
の
と
と
有
し
、
乙
れ
を
や
神
の
谷
め
玉
ひ
け
ん
と
ぞ
い

同2ふ
廿}。
三い
日と
。か

海し
もと
なく
ぎな
けん
れ。

ば

け
ふ
な
も
舟
出
す
ぺ
け
れ
ど
、

よ
べ
の
さ
わ

が
し
か
り
し
に
ま
ぎ
れ
て
、

い
ま
だ
帰
る
べ
き
設
な
ど
も
え
せ
ね
ば
、
あ
す
乙

そ
と
て
、
隣
の
か
た
の
家
に
移
り
を
り
。

除
問
回
目
。
暫
し
と
て
舟
出
す
。
二
三
里
も
や
来
ぬ
ら
ん
と
お
ぼ
し
き
に
、

風
あ
し
と
て
、
叉
本
の
如
く
漕
つ
れ
て
帰
り
ぬ
。
乙
と
し
は
、
い
つ
よ
り
も
あ

っ
き
増
り
た
れ
ば
、
秋
も
半
近
く
な
り
ぬ
れ
ど
、
猶
涼
風
も
た
与
ず
。
あ
ら
磯

の
小
屋
ふ
扇
f
れ
る
に
、
所
せ
く
物
ら
打
つ
み
た
れ
ば
、
い
と
暑
さ
絶
や
ら
ず
。

風
待
な
ど
の
住
ゐ
な
れ
ど
、
わ
ぴ
し
く
て
有
し
や
う
に
あ
ら
ず
。

《
七
月
V

同
廿
五
日
。

なゥ
とま
りむ

{
巴
ひ
書
草
色
り
}
い
み

高
し
と
て
出
た
〉
ず
。
新
防
人
の
斎
の
中
な
れ
ば
、
触

識
と
て
い
ら
ず
、
磯
に
の
み
あ
さ
る
。

【

七

月

}

い

み

同
廿
八
日
。
け
ふ
は
新
防
人
の
忌
も
は
れ
ぬ
れ
ば
、
打
つ
れ
て
正
三
位
社
に
ま

(
先
】
(
懲
)

う
づ
。
風
も
か
な
ひ
ぬ
れ
ど
、
舟
子
ど
も
さ
き
に
と
り
て
、
い
ざ
と
て
舟
出
す

(
い
や
が
る
}
{
間
関
v

一
二
人
が
す
ま
ふ
も
、
た
ゆ
た
ひ
っ
、
、
と
か
く
し
て
つ
ひ
に
や

者
も
な
し
。

み
ぬ
。

円

七

月

】

う

し

と

ら

同
廿
九
日
。
暁
が
た
よ
り
、
艮
の
風
心
よ
く
吹
渡
り
て
、
海
の
面
も
な
ぎ
た
り
。

(

鴎

障

}

み

舟
人
ら
猶
た
ゆ
た
ひ
し
を
、
巳
の
時
近
く
な
り
て
な
も
、
舟
を
出
せ
ば
、
な
ほ

日
ご
ろ
は
海
浜
の
住
居
に
わ
ぴ
て
、
帰
る
べ
き
日
を
の
み
か
ぞ
へ
た
り
し
を
、

【路》

注
す
が
に
な
ご
り
を
し
ま
る
h
心
ち
す
。
海
つ
ぢ
五
里

今
は
と
出
た
つ
に
は
、

ば
か
り
も
来
ぬ
ら
ん
と
お
も
ふ
ほ
ど
よ
り
、
風
は
や
く
強
く
吹
し
き
り
て
、
浪

《
と
も
】

の
華
を
咲
そ
ふ
ば
か
り
也
。
艦
よ
り
懸
浪
う
ち
い
る
れ
ど
も
、
追
手
な
れ
ば
と

【
古
る
}
(
午
后
四
時
}

て
、
す
と
し
心
を
の
ど
め
て
ゐ
た
り
し
を
、
申
の
時
ば
か
り
に
は
大
島
に
つ
き

ぬ。八
月
期
日
。
ム
~
ふ
な
も
辺
津
宮
に
ま
ゐ
ら
ん
と
て
、
先
中
津
宮
に
ぬ
か
づ
く
。

(
E
う

の

み

な

と

〉

(

す

ぐ

み

ち

)

大
島
よ
り
辺
津
宮
に
参
る
に
は
、
神
湊
に
船
ょ
す
る
ぞ
直
路
に
は
あ
れ
ど
も
、

【
か
っ
23
ら
】
【
と
E
ろ】

あ
し
き
病
を
煩
ふ
人
多
け
れ
ば
と
て
、
神
漢
の
半
里
ば
か
り
西
v
勝
浦
と
云
地

【
た
し
ま
》

に
つ
く
。
愛
よ
り
田
島
に
壱
里
半
ば
か
り
有
。
そ
は
神
湊
の
人
家
の
南
の
辺
を

経
て
ゆ
く
也
。
恥
一
川
一
U
J
恥
州
場
誠
一
嗣
叫
一
市
M
r
一
徳
一
切
直
に
海
に
臨
て
大
島
に
む
か
ひ
た

a
y
z
ν
t
C
P
9
 

り。回一間…往時間一向一一山一
M
H
W
M

一
此
磯
づ
た
ひ
艮
の
方
の
崎
の
岬
也
此
岬
丸
く
し
て
海

〔

や

か

た

)

門

小

屋

形

】

の
中
に
さ
し
出
た
る
さ
ま
、
屋
形
の
如
く
な
れ
ば
、
き
や
か
ー
た
山
と
も
い
ふ
と

九



同2
十5
日な
。れ

海に
人た
等2 ぐ

漁お
し中妹
を実も
へあ
てら
大な
島く
』乙』乙

か
J¥ 

る

此
二
日
三
日
ば
か
り
は
、

海
も
静
な
れ
ば
、
帰
ら
ん
と
て
、
船
出
を
占
ふ
。
神
の
ゆ
る
し
玉
は
ね
ば
、
と

ア
ハ
ピ
ガ
ネ

句
み
ぬ
。
け
ふ
な
も
占
ふ
。
文
さ
き
の
如
し
。
も
て
来
し
鰻
鋒
と
い
ふ
も
の
を
、

一
ツ
正
三
位
社
に
献
り
て
畏
り
を
申
し
〉
か
ば
、

内
出
航
】

り
と
て
な
む
、
船
ぴ
ら
き
す
。
夫
に
つ
き
て
、
か
し
と
〈
あ
や
し
と
お
も
ふ
乙

(

い

は

ず

し

ま

》

(

援

曲

}

と
あ
れ
ど
、
世
に
不
レ
言
嶋
と
し
も
揮
来
つ
る
に
依
て
、
つ
ば
ら
か
に
は
物
せ

ず
な
ん
。
崎
一
明
初
一
紘
一
明
日
一
惣
刊
行
川
一
尚
一
世
一
町
一
品
目
銭
円
一
棚
切
り
』
と

町
村
一
目
。
白
銀
の
下
に
行
て
釣
す
。
此
識
は
嶋
の
艮
の
は
て
な
る
峯
也
。
峯

や
が
て
船
出
を
ゆ
る
し
玉
へ

は
青
海
よ
り
直
に
立
の
ぼ
り
た
る
一
ツ
の
大
観
也
。
岸
も
な
く
、

カ

キ

{

げ

色

白

】

て
、
峯
の
頂
ま
で
壁
立
た
れ
ば
、
猛
き
獣
と
い
ふ
と
も
、

磯
も
な
く
し

か
げ
り
つ
ぺ
く
お
も

か
け
て
も
お
ぼ
え
ず
な
ん
。
峯

{
し
申
ろ
】

の
北
の
か
た
に
谷
あ
り
。
船
よ
り
遁
に
見
あ
ぐ
る
に
、
梗
桐
の
形
し
て
大
き
に

は
れ
ず
。

人
の
の
ぼ
ら
ん
乙
と
は
、

ま
し
て
、

葉
も
梗
桐
よ
り
は
長
く
重
た
る
木
、
多
く
立
茂
れ
り
。

円

し

ゅ

ろ

}

【

し

ゅ

ろ

V

を
誤
り
て
稜
欄
と
い
ひ
て
、
そ
の
谷
を
も
機
欄
谷
と
よ
べ
り
。
此
樹
は
、

門

小

}

ピ

ロ

ヒ

ロ

ウ

れ
注
き
に
志
摩
郡
の
を
目
嶋
に
て
見
し
備
目
と
い
ふ
木
也
。
椀
狼
の
類

κゃ。

カ
ケ
キ
シ

此
峯
き
ば
か
り
の
高
き
懸
岸
の
上
に
し
あ
れ
ば
、

大
嶋
の
海
人
ど
も
、

乙
お
の

目
近
く
え
見
る
事
あ
た
は
で
、

其
さ
ま
詳
ら
か
に
し
ら
れ
ず
。
崎
守
に
あ
る
日
数
も
や
う
や
く
立
ぬ
れ
ば
、
か

{
な
が
め
】

日
々
に
山
花
登
り
て
、
南
の
海
づ
ら
を
詠
つ
h
あ
り
、

忌5守
調iる
な5舟
どや
もく
、る

とゃ
う
/
¥
帰
る
べ
き
間
近
く
な
り
て
、

い
ひ
あ
や
ま
た
ず
な

3
3
。
此
島
に
忌
調
あ
り
。
仏
経
・
僧
尼
等
壱
始
て
、
韓
ゃ
う
の
鈎
に
も
忌
詞
あ
り
。
吉
れ
ど

l
I
H

古
の
は
失
果
た
り
と
み
え
た
り
。
今
い
ふ
は
海
人
の
定
め
つ
る
と
覚
し
て
い
や
し
。

1¥ 

【
七
月
)

同
十
五
日
。

乙
よ
ひ
月
い
と
お
も
し
ろ
し
。
月
は
海
の
底
よ
り
ぞ
い
づ
る
。

「
照
月
の
流
る
h

み
れ
ば
天
の
川
出
る
み
な
と
は
海
に
ぎ
り
け
り
」
と
よ
め
り

【
か
ら
や
ま
と
}

し
も
い
ま
に
し
ら
れ
て
、
唐
和
の
ふ
る
き
う
た
の
、
折
に
つ
け
て
お
も
ひ
出
ら

濁

る
L
を
、
打
ず
し
て
な
が
め
あ
ひ
、

註
四
六

月
人
の
あ
ま
の
珂
と
を
船
出
し
て
い
づ
ζ

と
ま
り
と
さ
し
て
将
ら
ん

(

い

っ

と

せ

】

【

江

同

》

お
の
れ
乙
の
四
と
せ
五
年
の
ほ
ど
、
江
門
に
在
て
月
見
し
に
、
草
よ
り
出
で
、

く
さ
に
い
る
は
あ
れ
ど
、
乙
よ
ひ
の
月
に
は
く
ら
ぶ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
物
か
は

に
ぞ
お
も
ひ
過
ゴ
さ
る
。
出
る
も
入
る
も
、
唯
浪
の
立
さ
わ
ぐ
か
と
の
み
見
え

て
、
雲
か
と
ま
が
ふ
山
端
も
な
け
れ
ば
、
大
空
を
海
の
や
う
に
お
も
は
れ
て
、

南
の
海
は
お
し
な
べ
て
白
銀
を
し
き
た
ら
ん
が
如
し
。

よ
も
す
が
ら
流
る
h
月
の
影
み
れ
ば
浪
の
あ
な
た
や
と
ま
り
な
る
ら
ん

(

七

月

】

(

ひ

つ

じ

)

【

午

后

二

時

)

門

書

る

}

(

午

后

四

時

}

同
廿
二
目
。
未
の
時
ば
か
り
、
船
遣
に
う
か
み
来
、
申
の
時
ば
か
り
に
島
に
着

(
交
替
〉

ぬ
。
日
比
待
わ
ぴ
た
り
し
防
人
の
か
は
り
の
船
也
。
い
ま
一
ツ
の
舟
、
わ
づ
か

一
里
ば
か
り
も
や
隔
つ
ら
ん
と
み
し
ほ
ど
に
、
俄
に
空
か
き
く
も
り
、
北
風
烈

し
く
吹
し
き
り
、
濡
た
ち
注
わ
ぎ
て
、
大
海
お
ど
ろ
/
¥
あ
ら
ぴ
た
り
。
と
か

く
す
る
う
ち
に
、
日
も
く
れ
ぬ
。
い
と
暗
き
に
、

い
か
げ
〉
は
せ
ん
と
て
、
き
き

に
来
っ
き
た
り
し
舟
子
ど
も
、
あ
は
て
与
磯
に
火
を
挙
て
、
愛
に
/
¥
と
略
け

れ
ど
も
、
船
あ
り
と
も
お
ぼ
え
ず
。
浪
の
そ
乙
に
や
打
い
れ
ら
れ
け
ん
、
又
は

{
な
が
れ
】

風
に
放
8
れ
て
、
遠
き
嶋
呼
子
浦
な
ど
に
や
流
行
け
ん
。
夜
あ
く
る
に
つ
れ
て
、

{
い
か
づ
ち
}

浪
の
音
は
、
千
百
の
雷
の
鳴
は
た
h
く
ら
ん
や
う
な
れ
ば
、
よ
も
此
島
に
向

ひ
て
柁
を
立
て
は
え
あ
る
ま
じ
、
助
け
に
行
べ
き
ゃ
う
も
な
け
れ
ば
、
人
々
神



(
い
き
の
む
ら
じ
)
(
ゆ
き
の
む
ら
じ
〉
仲
間
四
三

ま
た
壱
岐
連
て
ふ
姓
を
雪
連
と
書
も
こ
れ
彼
見
ゆ
れ
ば
、
も
と
彼
国
の
名
の

や

が

}

(

担

ほ

な

)

壱
岐
は
雪
に
し
て
、
頓
て
此
嶋
よ
り
一
国
の
大
名
と
な
り
し
に
や
あ
ら
ん
。
筑

し

)

(

い

し

ゅ

う

)

紫
の
海
人
ど
も
の
、
常
に
壱
岐
を
ば
壱
州
と
の
み
呼
て
、
壱
岐
・
雪
な
ど
と
お

し
て
い
ふ
時
は
、
国
名
に
は
あ
ら
で
、
彼
小
嶋
の
と
と
也
。

ζ

れ
ら
も
何
と
か

(
ゆ
且
}

や
由
縁
有
げ
に
聞
ゅ
。
と
は
お
の
が
お
し
あ
て
の
さ
か
し
ら
な
れ
ど
試
に
書
つ

く
。
此
嶋
の
大
神
い
た
く
汚
識
を
忌
玉
ふ
に
依
て
、
山
中
に
て
か
り
に

i
且
J

〔と
E
ろ
}

小
便
る
ζ

と
な
し
。
も
し
過
ち
て
け
が
す
時
は
、
其
地
の
土
を
す
く
ひ
、
海
に

持
出
で
、
磯
に
捨
て
、
清
き
砂
を
、
先
の
土
取
し
跡
に
埋
み
て
、
本
の
如
く

〔

均

}

(

た

ち

ま

ち

)

な
ら
し
お
く
。
是
を
犯
し
て
し
か
せ
ざ
れ
ば
、
忽
狂
乱
な
ど
す
る
。
近
頃
に

も
さ
る
人
あ
り
て
、
誰
も
よ
く
し
れ
る
乙
と
ぞ
か
し
。
さ
る
べ
き
設
に
と
て
、

昨
日
よ
り
大
な
る
竹
筒
作
り
置
て
、
緒
し
て
腰
に
伺
る
や
う
に
構
へ
置
た
れ
ば
、

け
ふ
な
も
、
人
々
筒
を
腰
に
付
つ
h

の
ぼ
る
。
峯
を
下
る
に
は
、
蔦
か
づ
ら
・

木
の
枝
・
岩
角
な
ど
に
懸
り
て
、
い
と
わ
づ
ら
は
し
く
、
吾
も
人
も
行
な
づ
み

て
甚
見
ぐ
る
し
く
な
ん
。
愛
よ
り
御
社
の
東
の
峯
を
っ
た
ひ
て
下
る
所
む
鈴
除
)

〈

す

な

ど

り

)

(

階

)

(

と

ζ
ろ】

と
い
ふ
。
と
は
先
に
、
鐘
崎
の
海
人
等
の
漁
に
来
て
い
ほ
り
せ
し
地
也
。
故

{
な
づ
V

に
号
け
た
り
。
い
ま
は
来
ら
ず
。
此
与
の
上
に
、
松
ひ
と
も
と
た
て
り
。
茂
山

な
れ
ど
、
松
樹
は
嶋
の
内
に
唯
こ
れ
の
み
な
り
。

あ
り
そ
み
に
た
て
る
山
松
な
れ
を
か
も
憐
と
ぞ
お
も
ふ
独
し
あ
れ
ば

【
七
月
)

同
四
日
。
壱
岐
の
か
た
の
海
に
、
白
浪
の
山
の
ご
と
く
高
く
見
ゆ
る
。
怪
し
み

見
る
ほ
ど
に
、
く
ろ
く
大
な
る
魚
の
、
浪
を
か
づ
き
て
浮
出
つ
h
行
也
。
か
の

〔

背

美

)

(

漢

詩

}

物
し
れ
る
海
人
、
せ
み
と
い
ふ
鯨
也
と
い
ふ
。
か
ら
瓦
刊
に
、
鯨
魚
抜
レ
浪
槍
誤

円
み
な
と
う
ら
}

閥
、
と
い
へ
り
し
を
思
ひ
出
ら
れ
た
り
。
此
海
人
は
肥
前
国
松
浦
郡
の
湊
浦

(

〈

ぐ

り

)

(

つ

〈

)

と
い
ふ
所
の
者
に
て
、
鯨
を
取
時
に
、
海
底
を
潜
、
鯨
に
縄
を
着
る
こ
と
を
業

と
す
る
、
は
ぎ
し
ち
ふ
者
な
り
。
乙
た
び
大
島
の
海
士
に
や
と
は
れ
て
、
六
月

の
中
比
よ
り
来
て
、
か
の
あ
た
り
の
事
な
ど
物
語
る
に
、
す
と
し
は
旅
の
思
ひ

を
は
る
け
ぬ
。

(
七
月
(
豆
)

同
十
一
日
。
西
の
万
よ
り
大
な
る
竹
、
浪
の
ま
に
/
¥
な
が
れ
来
る
。
船
漕
出

(

締

)

ウ

ケ

て
取
あ
げ
み
れ
ば
、
銭
竹
な
り
。
長
さ
六
尋
ば
か
り
な
り
。
網
の
定
子
ゃ
う
の

セ

均

キ

も
の
也
し
と
み
え
て
、
根
か
た
に
穴
を
彫
た
り
。
と
乙
ろ
ん
¥
石
花
・
蛎
な
ど

っ
き
て
を
か
し
き
物
也
し
か
ば
、
人
々
花
瓶
な
ど
に
切
て
翫
ぷ
。

か
ら
国
を
位
て
し
愛
に
よ
り
詑
子
の
綱
手
や
ひ
と
り
う
き
ね
す
ら
し
も

〈

七

月

)

〈

潜

)

同
六
日
。
海
人
の
か
づ
き
を
見
て
、

(

神

仙

)

柱

四

回

か
づ
き
得
て
わ
れ
に
得
し
め
よ
大
海
の
水
底
て
ら
し
し
づ
く
し
ら
玉

(
あ
は
ぴ
}

愛
の
鰻
は
と
る
人
稀
な
る
故
に
、
世
に
と
え
て
大
な
れ
ば
、
玉
も
あ
り
ぬ
べ
し

と
て
、
磯
に
出
で
、

日
々
に
海
人
の
取
得
た
る
鰻
の
う
ち
を
探
る
。
白
く
光
な

{
だ
い
づ
)

き
は
執
も
多
く
取
得
た
り
。
け
ふ
な
も
、
青
く
光
あ
り
、
其
大
き
大
豆
ほ
ど
な

{
第
)

る
を
得
た
り
。
人
々
う
ら
や
み
て
、
ね
た
き
乙
と
共
を
い
ふ
。

〔

〈

し

ろ

)

み

わ
た
つ
み
の
神
の
釧
や
た
え
ぬ
ら
ん
浪
聞
に
拾
ふ
あ
は
ひ
し
ら
た
ま

住
四
五

吾
は
も
や
白
玉
得
た
り
皆
人
の
得
が
て
に
す
と
ふ
白
玉
得
た
り

と
や
い
は
ま
し
。

(

七

月

】

(

咋

)

同
七
日
。
き
そ
の
夜
な
か
よ
り
海
あ
れ
て
、
磯
に
沖
つ
藻
の
多
く
寄
た
る
見
て
、

ぁ
ゃ
な
く
も
来
よ
る
玉
藻
の
う
つ
く
し
み

七



上
巻
終

防
人
日
記

下
一乍と朝
ir
て
、
一
の
獄
に
の
ぼ
る
。
峯
は
磯
よ
り
三
十
町
ば
か
り
、

〈
い
わ
つ
な
)
註
固

い
と
き
か
し
き
岩
の
い
叩
け
棋
に
て
、
い
づ
乙
を
道
と
も
わ
き
ま
へ
ず
。
石
綱
あ
る

七
月
二
目
。

は
木
の
う
れ
な
ど
を
踏
て
、
み
山
の
猿
な
ら
ね
ど
、
か
な
た
乙
な
た
に
っ
た
ひ

わ
た
り
、
ゃ
う
/
¥
峯
に
登
り
っ
き
て
見
れ
ば
、
峯
は
只
麓
よ
り
立
の
ぼ
り
た

る
一
ツ
の
巌
也
。
そ
の
岩
白
く
し
て
遠
く
見
放
作
ば
、
山
は
な
べ
て
雪
の
積
た

〈
う
し
と
ら
}

ら
ん
が
如
し
。
乙
れ
よ
り
艮
の
方
を
さ
し
て
峯
三
そ
ば
だ
ち
た
り
。
此
み
ね

は
、
西
南
の
か
た
に
在
て
最
高
く
、
艮
な
る
ニ
ツ
は
や
h
く
低
く
て
、
目
の
下

に
見
渡
さ
る
h
ば
か
り
也
。
そ
の
い
や
は
て
に
あ
る
峯
を
白
撮
と
い
ふ
。
乙
は

(
な
づ
)

徐
の
峯
よ
り
も
、
其
い
ろ
殊
に
白
き
故
に
号
く
。
峯
の
岩
に
尻
か
け
て
、
西
北

(
対
局
)

の
海
を
は
ろ
介
¥
と
打
見
渡
す
に
、
長
く
引
は
へ
た
る
は
津
島
也
。
つ
ね
に
磯

カ
ナ

よ
り
見
ゆ
る
は
、
国
府
の
上
な
る
銀
山
、
こ
は
誠
に
高
山
に
て
、
か
の
辺
に
て

は
外
に
か
ぞ
ふ
べ
き
も
み
え
ず
。
日
ご
ろ
小
島
の
多
く
な
ら
ぴ
た
り
と
思
ひ
た

(
枚
}

り
し
を
、
愛
よ
り
み
れ
ば
一
ひ
ら
の
大
な
る
嶋
に
て
、
銀
山
の
北
の
あ
た
よ
り

(

担

み

】

{

と

こ

ろ

〉

麻
続
な
す
ひ
き
は
へ
た
り
。
銀
山
の
北
の
か
た
に
、
山
の
絶
る
地
の
見
ゆ
る
は

(

い

ま

ぎ

れ

}

{

せ

と

〉

(

ち

か

ご

ろ

)

今
切
の
迫
門
と
か
い
ひ
て
、
近
比
山
あ
ひ
を
掘
通
し
、
東
よ
り
西
に
海
門
を
ひ

~ ノ、

ら
き
た
り
。
鰐
の
浦
の
万
と
国
府
と
は
海
門
を
隔
で
こ
の
島
の
ご
と
し
な
ど
、

(ゐ〕
率
て
の
ぼ
り
し
海
人
の
其
あ
た
り
の
事
し
れ
る
が
、
さ
し
て
を
し
ゅ
。
け
ふ
は

風
も
ふ
か
ね
ば
、
海
の
面
も
鏡
な
す
澄
わ
た
り
た
れ
ば
、
し
ら
ぎ
の
国
や
見
ゆ

【
骨

e

，、】

る
と
、
人
々
見
放
れ
ど
、
秋
た
ち
て
い
く
か
も
あ
ら
ね
ば
、

夏
の
け
は
ひ
残

て
、
対
馬
よ
り
あ
な
た
薄
雲
は
れ
や
ら
ず
。

(
た
く
づ
由
】
註
E
ニ

ふ
る
郷
の
か
た
り
に
せ
ん
を
拷
角
の
し
ら
ぎ
の
固
に
雲
な
た
な
び
き

〔
磁
)

い
ま
し
ば
し
あ
り
ま
た
ぱ
、
な
ど
い
ひ
つ
弘
、
土
怠
け
て
照
る
臼
を
も
い
と
は

ま
よ
ぴ
き
な
す

ず
ま
も
り
を
る
に
、
や
』
あ
り
て
雲
の
立
の
ぼ
る
ま
に
/
¥
、
隠
如
山
の
端
な

〔

わ

に

)

{

退

)

ど
み
え
た
る
、
人
々
あ
な
や
と
い
ふ
。
そ
は
鰐
の
浦
の
東
北
い
と
遠
そ
き
て
、

(
は
っ
き
・
な
が
つ
き
)

雲
か
と
の
み
あ
や
ま
た
る
。
此
島
よ
り
北
の
方
也
。
八
月
・
九
月
比
の
、

清
く

と
ぞ
い
ひ
あ
へ
り
け
る
。

〔

み

や

げ

)

(

〈

だ

ら

由

〈

K
V

向
さ
く
る
山
に
し
有
り
し
大
き
み
の
宮
家
と
な
り
し
百
済
国
は

門

く

に

つ

も

白

}

貫

み

む

ま

か

ひ

ト

モ

(

し

ら

ぎ

く

に

〉

国
樟
物
さ
は
に
ま
つ
り
て
御
馬
飼
の
部
に
仕
へ
し
新
羅
園
は
や

(ζ
ま

》

(

王

〉

{

す

め

ろ

き

)

言
さ
へ
ぐ
高
麗
の
乙
き
し
も
天
皇
の
や
つ
こ
と
な
り
て
仕
へ
ま
つ
り
し

さ
や
か
な
る
時
な
ら
ま
し
か
ば
、

西
南
の
海
を
か
へ
り
み
れ
ば
、
壱
岐
の
島
い
と
よ
く
見
ゆ
。
さ
き
の
海
人
が
か

た
ら
く
L
U即
刻
か
西
の
万
一
里
ば
か
り
に
白
き
岩
嶋
あ
り
、
周
廻
二
三
町
ば
か

り
も
ゃ
あ
る
べ
き
、
嶋
の
上
は
草
木
な
し
、
海
の
上
に
雪
の
浮
み
た
る
如
く
な

る
故
に
、
雪
の
嶋
と
な
も
い
ふ
、
其
島
雨
風
は
げ
し
く
海
あ
れ
ぬ
べ
き
時
は
、

か
ね
て
そ
の
い
ろ
か
は
り
て
真
黒
に
見
ゆ
、

あ
や
し
き
島
也
、

そ
こ
ら
の
海
人
、

是
を
う
か
が
ひ
て
日
和
を
占
ふ
に
、
違
ふ
乙
と
な
し
、
と
い
へ
り
。
乙
れ
に
よ

(
ゆ
き
)

一
岐
を
由
伎
と
訓
み
、

り
て
、

つ
ら
/
¥
思
ひ
め
ぐ
ら
す
に
、
古
き
書
の
中
に
、



に
落
ち
り
た
る
木
葉
を
は
ら
ひ
、
(
石
を
し
き
な
ど
し
て
つ
か
へ
ま
つ
る
。
神
山
の
内

に
入
に
は
、
)

つ
ね
に
声
と
Y
ろ
か
し
て
ゆ
く
。
も
し
、

ひ
そ
か
に
ゆ
け
ば
、
神

の
遊
び
玉
ふ
に
ゆ
き
あ
ふ
と
い
ひ
伝
へ
た
り
。

註
三
五

玉
ち
は
ふ
神
に
つ
か
ふ
と
崎
守
は
岩
ね
さ
く
み
て
け
ふ
も
ま
ゐ
で
す

と
が
占
し
り
寄
ひ
て
、
朝
ご
と
に
御
山
を
の
ぼ
り
く
だ
り
す
。

(

き

っ

き

由

つ

い

た

ち

)

(

ほ

と

と

ぎ

す

)

五
月
朔
日
。
け
ふ
な
ん
、
高
の
社
に
ま
ゐ
り
て
、
杜
鴎
を
聞
つ
、

と
人
の
い
ひ

け
れ
ば
、
位

三

六

(

み

や

ま

)

(

鴎

〉

高
々
に
ま
つ
吾
を
お
き
て
深
山
べ
に
鳴
べ
き
も
の
か
し
と
ほ
と
』
ぎ
す

嶋
の
西
の
方
、
対
馬
に
む
か
ひ
て
、
大
な
る
い
は
ゃ
あ
り
。
高
十
丈
ば
か
り
。

深
さ
も
同
じ
ほ
ど
な
る
べ
し
。
潮
の
み
つ
れ
ば
、
窟
の
内
に
浪
打
い
る
。
叉
、

そ
の
少
し
南
の
万
の
磯
に
、
高
六
七
丈
ば
か
り
の
叙
の
さ
ま
し
た
る
大
巌
あ
り

キ
ダ

し
が
、
近
キ
年
大
浪
に
て
を
れ
た
り
と
て
、
三
段
に
な
り
で
あ
り
。
此
あ
た
り

の
磯
の
岩
ど
も
、
皆
あ
や
し
き
形
也
。
又
、
高
き
岩
岸
に
、
縄
を
懸
て
の
ぼ
り

カ
レ
{
き
り
あ
ゆ
】

下
り
す
る
所
あ
り
。
岩
の
上
よ
り
、
水
の
し
た
h
り
落
て
打
ち
る
。
故
雰
雨

と
な
も
い
ふ
。
そ
こ
を
ゆ
く
と
て
、

(
さ
宮
り
)

狭
雰
ふ
る
い
は
の
か
け
ぢ
は
か
し
乙
け
ど
わ
れ
は
か
よ
は
ん
万
代
ま
で
に

神
山
に
の
ぼ
る
山
道
に
て

(

観

)

註

三

七

神
山
の
木
の
く
れ
し
Y
に
か
ほ
烏
の
声
の
こ
ほ
し
き
と
の
朝
け
か
も

一
k
vの
く
れ
暗
た
ど
き
も
し
ら
に
お
ぼ
〉
し
く
我
行
道
に
た
れ
よ
ぶ
主
同

(
な
が
と
)
(
つ
白
し
ま
V

位
四
一

磯
の
山
の
東
の
は
な
よ
り
、
遣
に
長
門
な
る
角
嶋
の
み
え
け
れ
ば
、

(
註
三
九
)

秋
の
野
の
萩
ふ
み
し
だ
き
鳴
く
庫
の
つ

Y
く
角
嶋
浪
ま
よ
り
見
ゆ

六
月
朔
日
。
西
北
の
海
を
見
わ
た
し
て
、

(

新

羅

〉

(

も

も

)

註

四

O

(
ね
)

し
ら
き
べ
は
夕
立
す
ら
し
百
ふ
ね
の
津
し
ま
の
祢
ろ
ゆ
雲
ゐ
た
ち
く
も

こ
の
五
日
六
日
ば
か
り
が
ほ
ど
は
、
大
な
る
亀
ど
も
、
磯
ち
か
き
海
に
こ
」
ら

浮
出
て
あ
そ
ぶ
。
叉
、

五
月
の
初
つ
乙
ろ
よ
り
、

い
る
か
の
い
と
大
な
る
が
、

乙
の
磯
べ
ち
か
く
す
み
て
ゐ
た
り
し
が
、
近
き
こ
ろ
は
見
え
ず
。

(
六
月
)

廿
七
日
。
き
の
ふ
よ
り
海
あ
れ
、
白
浪
い
や
た
つ
。
防
人
の
や
ど
り
の
南
の
磯

〈

ト

ル

】

(

ね

っ

ち

な

か

〉

に
、
太
鼓
岩
と
て
、
岩
の
根
地
中
よ
り
生
出
た
る
に
あ
ら
ず
、
磯
に
匂
ぐ
た
る

岩
の
上
に
す
わ
り
た
る
岩
あ
り
。
岩
の
下
の
ほ
ど
、
間
あ
る
中
に
波
の
打
入
て

引
落
す
音
、
鼓
を
う
つ
に
似
た
り
。
か
れ
鼓
岩
と
い
ふ
。
「
立
浪
に
つ
Y

み
の

お
と
を
打
そ
へ
て
か
ら
人
ょ
せ
ぬ
沖
つ
し
ま
守
」
と
よ
め
る
は
、
此
所
也
と
、

貝
原
翁
い
へ
り
。
此
岩
浪
の
打
ょ
す
る
度
ご
と
に
、
ゆ
ら
/
¥
と
動
く
を
、
人
々

(
は
か
り
み
〉

あ
や
し
み
て
、
其
大
さ
を
量
見
る
に
、
高
三
丈
一
尺
三
寸
長
四
丈
四
尺
横
弐
丈

五
尺
あ
り
。
ま
た
、
向
ひ
な
る
小
屋
嶋
は
、
浪
の
打
ょ
す
る
さ
ま
、
す
ま
ま
し

さ
響
ふ
べ
き
物
な
し
。

ζ

は
よ
の
つ
ね
の
磯
の
岩
な
ど
浪
の
打
と
す
と
は
殊
に

円
相
ほ
--9
み
)

て
、
誤
渦
一
面
に
高
く
も
り
あ
が
れ
ば
、
嶋
は
海
の
底
に
抗
て
見
え
ず
。
海
低

く
な
る
か
と
見
れ
ば
、
忽
ち
嶋
あ
ら
は
れ
い
づ
。
四
方
の
岩
岸
よ
り
、
潮
の
た

ぎ
ら
流
る
〉
さ
ま
の
か
し
乙
き
、
胸
も
と
Y
ろ
き
、
目
も
く
る
め
く
ば
か
り
也
。

磯
も
く
づ
れ
ね
、
と
打
な
み
に
、
防
人
の
家
も
、
浪
に
と
ら
れ
ぬ
ベ
く
覚
え
て
、

、

。

い

に

し

へ

よ

り

家

を

大

浪

K
と
ら
れ
し

手
々
に
器
な
ど
ひ
き
げ
て
、
高
の

d
屋
に
の
ぼ
る

2
e

と
多
し
。
故
き
る
時
の
料
に
と
て

一
佐
官
時
仰
鵬
碕
い
の
研
以
郊
外
捕
前
日
J
M
刈
吋
暁
が
た
よ
り
骸
の
お
と
よ
わ
り
て
聞
ゅ
。

五



(

海

底

}

{

お

よ

ぎ

)

ハ

タ

釣
垂
れ
し
に
、
大
魚
の
う
な
そ
乙
よ
り
瀧
出
て
、
鰭
を
た
て
h
浮
説
む
。
そ
の

〔

掻

着

)

(

霞

)

大
き
さ
乗
て
こ
し
舟
に
ひ
と
し
。
人
々
恐
ぢ
て
、
岩
の
陰
に
か
き
っ
き
ふ
ザ
。
ひ

(
甑
師
)

を
り
。
あ
ま
ど
も
は
、
か
れ
と
り
て
ん
、
な
ど
の
〉
し
り
あ
ひ
、
鋒
取
の
べ
、
岩

の
上
に
立
わ
た
る
。
魚
は
青
海
を
と
よ
も
し
、
沖
の
か
た
に
出
ぬ
。
よ
く
/
¥

フ

カ

み
れ
ば
、
鮫
魚
に
ぎ
り
け
る
。

お
き
つ
し
ま
を
見
さ
け
て
、

ザ
キ
位
三
一

乙
Y
し
か
も
岩
の
神
さ
び
福
草
の
み
か
み
の
獄
に
雲
ゐ
た
な
び
く

(
み
か
ど
ぱ
し
ら
)

此
嶋
の
東
南
の
方
、
海
中
に
、
御
門
柱
と
て
、
高
さ
七
丈
ば
か
り
の
岩
、
柱
の

如
く
立
の
ぼ
り
て
、
二
ツ
な
ら
ぴ
立
チ
て
、
沖
つ
し
ま
に
向
ひ
た
り
。
其
か
た
ち

怪
也
。
両
岩
の
あ
ひ
だ
、
十
間
ば
か
り
も
や
あ
ら
ん
?
其
問
、
海
甚
ふ
か
し
。

{
い
は
を
)

ふ
た
な
ら
ぴ
大
海
の
原
に
立
な
ら
ぶ
御
門
の
岩
見
る
が
た
ふ
と
会

或
日
、
御
社
に
ま
ゐ
り
て
、

の
ら
し
給
は
く

(
ひ
る
め
の
み
E
と
}
ウ
マ
ゴ
リ

天
照
す
日
女
尊
味
凝
の

姫
大
神
は

わ
Tこ
の
北
の
し

知F道
食手の

天
地
の

(
か
ん
む
と
】

神
語
に

始
の
時
に

み
な
か
に

し
づ
ま
り
て

御g=
都授
の正 v

守
給
ひ

害
ひ
給
へ
と

天
津
日

御み嗣
乙を
と
の
ま
l乙
ま

あ
ま
雲
の

故
に
崎
門
の
山
に

あ
ま
く
だ
り

い
ま
し
玉
ひ
て

沖
つ
し
ま

紫
の
玉
は

神中此
の{津大
御士宮曹
象きの ω 
と

の
り
玉
ひ

み
し
る
し
と

し
る
し
に
お
か
し

辺
津
宮
の

ぁ
ゃ
に
か
し
こ
き

主主穆
百 x
依ZHi
し
弥
つ
ぎ
/
¥
に

よ
さ
し
玉
へ
り
そ
こ

や
J¥ 

掻
わ
け
で

宅雪ア

義Z筑
美2紫
=定たな

lEEる

水
江
の

八
坂
理
の

し、

は
ひ
ろ手ま

嶺iz
と)し

ら
し
玉
ひ
て

お
か
し
玉
へ
り
」
し
か
れ
と
そ

四

い
ま
の
を
つ

h
k
(
主
主
ぞ
き
)

福
草
の

神
の
御

三
所
の

み
つ
の
み
た
か
ら
を

を
さ
め
給
ひ

担
ほ

御
名
に
負
せ
り

反
歌

み
た
か
ら
を
沖
つ
御
し
ま
の
此
み
や
に
し
づ
ま
り
い
ま
す
皇
大
御

(
E
が
ね
〉

神
御
嶋
の
め
ぐ
り
な
る
岩
に
、
金
お
ほ
く
あ
り
。
そ
は
浪
に
打
出
さ
れ
て
桃
の

ヨ

ゲ

(

き

り

が

ね

)

大
さ
な
る
も
あ
り
。
叉
は
岩
の
歓
た
る
内
に
、
切
金
な
ど
い
ふ
物
の
如
く
な
る

が
い
く
ら
も
出
る
あ
り
。
文
、
水
晶
な
ど
見
る
如
く
、
方
に
刻
立
た
る
や
う
な

{
し
ろ
が
ね
}

る
黒
き
か
ね
の
出
た
る
も
あ
り
。
打
わ
り
て
み
れ
ば
、
中
は
銀
の
如
し
。
中
に

{
E
が
ね
)

も
、
水
の
嶋
と
い
ふ
所
の
あ
た
り
の
岩
岸
、
す
べ
て
金
の
み
也
。
雨
降
て
晴
な

ん
と
す
る
乙
ろ
、
日
の
さ
し
出
た
る
時
な
ど
ぞ
、
こ
L
ら
光
り
あ
ひ
て
き
ら
/
¥

{
照
)

し
。
そ
の
岩
岸
に
水
の
し
た
』
る
所
あ
り
。
土
怠
け
て
て
る
夏
の
自
に
も
か
る

す
え
も
の

〉
乙
と
な
し
。
も
ろ
/
¥
の
病
を
い
や
す
。
陶
物
あ
る
は
竹
筒
ゃ
う
の
物
に
汲

て
持
返
る
。
国
人
い
た
く
重
み
し
あ
へ
り
。
比
水
の
流
れ
出
る
下
の
磯
の
岩
角

te
ん

E
)

に
、
金
の
い
ろ
し
た
る
小
き
海
鼠
を
れ
り
。
俗
に
金
海
鼠
と
い
ふ
。

(

変

若

)

註

三

=

(

荒

磯

)

お
ひ
人
の
わ
か
ゆ
と
ふ
水
ぞ
沖
っ
し
ま
あ
り
そ
の
岩
井
い
ざ
む
す
び
て
な

註

三

三

註

三

四

目
か
が
や
く
ζ

が
ね
花
・
8
く
岩
の
ま
ゆ
い
づ
る
走
井
の
む
は
し
よ
し
も

(
い
ほ
っ
)

は
し
り
ゐ
の
水
底
さ
へ
に
て
る
ま
で
に
五
百
箇
岩
む
ら
に
く
が
ね
か
い
〉
よ

形
と

い
つ
き
ま
つ
れ
り

う
べ
な
/
，
¥

身
の
か
た
の

宮
と

ふ

【

し

な

と

ベ

)

(

か

ら

ひ

と

}

級
戸
辺
の
い
ぶ
き
し
づ
け
か
れ
ば
、
韓
人
の
よ
り
く
と
ふ
事
も
な
く
、
手
む
だ

ひ
た
す
ら
神
に
つ
か
ふ
る
人
の
如
く
、
朝
夕
に
御
前

き
を
れ
ば
、
防
人
等
は
、



十と四
プミ壱3
日為
。ま

大;
神き
の
宮
』乙

ま
ゐ
る
と
て

ま
づ
正
三
位
の
社
に
ぬ
か
づ
く
。
岩
さ

(
あ
ら
ム
ね
し
ゃ
)
{
ひ
る
E
し
ゃ
}

き
の
き
し
出
た
る
と
乙
ろ
に
御
社
あ
り
。
ま
た
側
に
、
荒
船
社
-
蛭
子
社
あ
り
。

(
み
た
ら
い
)

岩
崎
の
(
下
)
を
御
手
洗
と
い
ふ
。
岩
聞
に
浪
の
打
い
る
所
あ
り
。
其
海
に
船
の

へ形
りし
ちた
夫号る

木鴻
集会-
物;，$
名3り
に)荒

船
岩
と

ふ

あ
ら
ふ
ね
の
神
を
い
は
ふ
よ
し
い

(
ふ
か
せ
り
)

「
茎
も
葉
も
皆
み
ど
り
成
る
深
芹
は
あ
ら
ふ
根
の

み
や
白
く
み
ゆ
ら
ん
」
と
よ
み
し
は
、

と
貝
原
翁
い
へ
り
。
正

愛
の
こ
と
也
、

三
位
社
よ
り
坂
路
五
六
丁
ば
か
り
登
り
行
ほ
ど
、

(
み
や
ど
E
ろ
)

げ
れ
り
。
宮
地
は
一
の
巌
の
麓
、
大
な
る
巌
の
物
の
足
の
ご
と
く
三
ッ
鍾
た
る

い
と
神
さ
ぴ
、
心
す
と
き
所
也
。
…
臨
み
か
情
叩
胤
件
献
…
叫
ん
附
一
日
一
地

日
の
め
も
み
え
ぬ
迄
木
立
し

は
ま
ま
に
お
は
し
ま
す
。

い
の
一
畑
一
計
一
主
将
側
一
山
明
伊
』
ろ
が
み
ま
つ
り
で
、

の
り
と
を
さ
h

ぐ。

懸
一
日
く
畏
き
言
は
く
(
も
)
稜
に
一
駒
山
け
し
き
繍
津
官
匁
鎮
坐
須
田
心
姫
命
・
端

津
姫
命
・
市
杵
嶋
命
と
御
名
は
申
て
称
辞
寛
奉
る
三
柱
乃
皇
神
等
乃
大
前

-m

k

J

F

(

す

由

ら

み

か

ど

〉

(

か

み

つ

お

ほ

み

て

点

h
'
v

喪
主
畏
い
申
須
。
種
磨
皇
朝
の
上
都
(
大
御
代
乃
)
大
御
手
風
を
痛
久
慕
奉
り

(
み
ふ
み
ど
も
)
(
あ
ら
た
ま
)
{
い
へ
ど
も
)
(
よ
み
か
ん
が
ふ
る
)

(

E

れ

ま

で

】

【

ま

し

ら

古

き

御

史

等

を

撲

の

年

月

重

子

難

読

考

従

来

浅

き

心

匁

真

白

た

ま

)

(

か

弓

き

}

(

か

た

〉

(

あ

し

ひ

き

)

は

や

ま

サ

ト

リ

'

-

〔

ひ

か

げ

づ

ら

)

玉
潜
得
る
事
之
難
久
、
足
曳
の
山
乃
麓
山
の
浅
き
智
針
蔭
豆
羅
可
取

円
た
づ

-
E

カ
シ
コ
キ

得
き
手
誌
が
無
在
き
。
可
畏
皇
大
神
ハ
御
稜
威
逸
早
久
世
人
を
幸
一
駅
)
給
ひ

オ

ハ

セ

マ

セ

(

か

ん

Z
が

】

守
給
ふ
事
、
満
潮
の
弥
益
勿
御
坐
パ
、
種
麿
祈
申
願
申
事
を
、
神
在
随
安
く

(
ま
す
'

L
『

S
み
}
円
相
し
は
点
る
】

平
引
間
食
、
古
荷
主
鏡
押
羽
夫
留
事
の
如
く
、
上
都
大
御
代
の
ね
襲

撃
、
(
同
町
駅
議
)
明
的
(
都
d
教
給
凶
器
字
、
又
働
時
露
間
Pコ

ツ

マ

キ

(

と

き

は

}

〈

か

き

は

)

(

雌

弥

桑

枝

)

の
八
十
綿
連
も
、
常
盤
に
堅
盤
に
伊
賀
志
夜
久
波
叡
の
如
く
に
立
栄
志
朱

{
を
じ
か
な
す
)
(
幡
じ
も
由
》
ウ
ナ
ネ
ツ
キ
ヌ
キ
(
か
し
ζ

】

よ

と
小
鹿
如
膝
折
伏
、
宇
事
物
頚
根
衝
抜
て
、
恐
み
恐
以
申
す
。

神ー
社副
の給
山へ
の、

つ
ち

何
と
な
く
か
ぐ
は
レ
く
、
心
も
す
が
/
¥
し
く
、
か
の
神
楽

耳叫に、

榊
葉
の
か
を
か
ぐ
は
し
み
、

と
う
た
へ
る
も
、
か
-h

る
を
り
に
こ
そ
、

(

い

み

や

}

)

【

と
お
も
ひ
え
侍
り
ぬ
。
祭
終
り
て
、
神
主
の
斎
屋
に
て
え
ら
ま
す
。
舟
人
ど
も

酔
し
れ
て
、
岩
坂
の
け
し
き
を
よ
ろ
ぼ
ひ
つ
〉
登
り
下
り
、
駅
一
郎
必
な
ら
ね
ど
、

十a口
七E鼓
日を
。う

ち
て
ぞ
あ
そ
よミ。

(
た
ち
ぱ
担
由
主
〉

お
の
れ
が
家
に
在
し
橘
樹
を
も
て
ま
ゐ
り
し
を
、

〔

8
v

て
、
そ
へ
て
た
て
ま
た
す
寄
、

{と
E
は
)
住
ニ
九
(
常
世
物
〕

霜
お
け
ど
い
や
常
葉
な
る
と
こ
よ
も
の

{

し

ら

に

苦

て

)

-

(

下

)

自
和
幣
か
け
し
づ
枝
に

(
植
)

御
前
に
う
-h

と

(
阿
倍
)

あ
へ
た
ち
ば
な

ほ千
っー
枝

I乙

青
に
ぎ
て
か
け

は
ろ

'
r
t
k

い
こ

じ
ま
ゐ
り
て

と
こ
し神
きの
が{御
如E前

~ I乙

か
ぐ
は
し
き

か
し
と
き
や

ほ
り
う
ゑ
て

の
み
ま
つ

ら
く
は

ζ

れ
の
葉
の
き
か
え
を
ゆ
か
ん

ち
は

乙
れ
の
実
の

と、

と

万
代
に

皇
神
の

御
魂
た
ば
り
て

ひ
給
は
ね
反
歌
(

香

)

註

三

O

(

肖

)

{

恒

常

)

時
じ
く
の
か
ぐ
の
と
の
実
を
ま
つ
り
置
て
我
も
あ
え
て
ん
そ
の
と
こ
し
き

十白

九8
日 l乙

小宮
屋t
嶋き
』乙

あ
き
る

此
し
ま
は

沖
っ
し
ま
の
東
南
廿
丁
ば
か
り
に

在
。
高
さ
七
丈
ば
か
り
。
な
べ
て
巌
の
み
に
し
て
土
な
し
。
木
も
な
く
山
の
上

カ
キ

に
草
少
し
生
た
り
。
岸
に
い
が
ひ
・
さ
Y
え
・
嘱
石
花
多
し
。
深
き
岩
の
谷
に
、

(
い
か
づ
ら
V

浪
の
打
入
昔
、
雷
の
ご
と
し
。
あ
ら
・
す
Y
き
な
ど
釣
ん
と
て
、
岸
に
臨
み
て



け
ふ
は
、
い
と
よ
く
晴
わ
た
り
て
、

〔
四
月
〉
廻
(
い
だ
)

六
日
。
け
ふ
も
船
出
さ
ず
。

(四月)

七
日
。
お
な
じ
と
こ
ろ
也
。
浜
に
出
て
、

(四月)

八
日
。
追
手
な
れ
ど
、
浪
高
し
と
て
船
出
さ
ず
。
か
〉
る
を
り
に
や
、
む
か
し
、

〈

率

〉

《

宜

〉

〈

宮

》

貫
之
ぬ
し
の
土
佐
へ
ゐ
て
乙
し
わ
ら
は
の
、
海
つ
路
に
て

〔

立

)

〔

居

)

(

仲

間

)

た
て
ば
た
ち
ゐ
れ
ば
又
ゐ
る
吹
風
と
浪
と
は
お
も
ふ
ど
ち
に
や
有
ら
ん

沖
っ
し
ま
見
ゆ
。

(
綱
引
}

あ
ぴ
き
す
る
を
見
る
。

九aと
日3よ
。め

風り
浪し
もも
叶お
ひも
ぬひ
れ出
ばら
とれ
てた
、り

{
主
)
(
昨
}

神
づ
か
さ
が
り
行
て
、

占
ふ
に
、

中
ら
の

ほ
ど
少
し
あ
し
、
乙
は
風
の
な
ぐ
に
や
あ
ら
ん
。
明
白
畑
町
明
日
時
一
一
い
帥
仲
村
山
…
M
V
m
悶
帥
一
試

(っき)

比
一
一
一
口
一
帥
し
着
の
ほ
ど
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
心
に
ま
か
せ
ぬ
は
、

神
に
折
ま
つ
ら
ん
。

大
島
よ
り
沖
の
舗
に
わ
た
る
海
中
四
十
八
里
ほ
ど
の
な
か
に
、
小
島
一
も
な
く
、
ま
乙
と
に
大
洋
な
れ
ば
、
舟
よ
す

(
占
)

べ
き
嶋
崎
な
し
。
依
て
風
浪
を
見
て
海
上
の
と
と
を
占
ム
o

そ
の
う
ら
、
船
出
す
時
と
、
海
の
真
中
と
、
島
に
着
時

と
三
を
う
ら
な
ふ
。
出
る
時
と
築
中
と
は
、
心
の
と
と
く
な
ら
ね
ど
も
、
着
の
ほ
ど
よ
け
れ
ば
、
，
(
装
V

船
を
出
す
。
出
・
中
古
田
也
と
て
も
、
着
べ
き
ほ
ど
凶
な
れ
ば
、
ム
ね
を
い
だ
す
己
と
な
し
。
し
さ
。
よ
そ
ひ

た
』
せ
よ
、

と
て
漕
出
た
り
。
岬
一
首
舗
切
鳩
山
見
小
寄
る

わ
れ
も
共
に
舟
出
せ
ん
、

{
か
み
な
か
)
〔
た
む
け
】

神
中
に
行
け
る
時
、
手
向
、
す
と
て
綜
錦
町
付
伊
岬
門
誌
立
大
島

{

あ

を

み

は

ら

〉

(

き

き

)

蒼
海
原
神
の
み
な
か
に
ぬ
き
ま
つ
り
幸
く
も
が
も
と
乙
ひ
の
む
わ
れ
は

左
り
右
り
見
め
ぐ
ら
せ
ど
、
(
同
時
雪
の
み
也
。
あ
へ
て
糟
出
E
U
p
h
は
軒
町
、
木

葉
の
う
(
き
)
た
ら
ん
よ
り
も
ち
ひ
さ
し
。

の
ゆ
ら
ふ
に
、
人
々
心
あ
し
み
し
て
、

か
し浪
らの
を〈た
舟会つ
費きと
l乙 l乙
あは
てあ
〉ら
、ね

物ど
を、

も大
え海

い
は
ず
。
舟
子
ど
も
(
は
)
、
神
の
御
心
に
か
な
ひ
玉
へ
る
人
々
に
乙
そ
あ
ら
め
、

年
ご
と
に
行
か
へ
ど
も
、
か
』
る
し
づ
け
き
海
を
わ
た
り
し
折
な
ん
な
き
、
と

(
ひ
と
ぐ
庇
)

ぞ
い
ふ
。
近
づ
く
ま
に
/
¥
仰
ぎ
み
れ
ば
、
其
さ
ま
い
と
あ
や
し
く
て
、
他
国

〔
た
だ
よ
ひ
っ
き
)
(
す
め
ら
ぎ
)
(
し
ろ
し
め
す
く
白
ち
〉

に
漂
着
た
る
心
し
て
、
天
皇
の
所
食
圏
内
と
も
お
も
ほ
え
ず
。

〈
八
重
)
(
折
)
イ
奇
し
く

し
ら
浪
の
や
へ
を
る
が
う
へ
に
阿
や
し
く
も
い
ま
す
神
か
も
沖
つ
御
島
は

〈
か
た
み
)
(
か
ん
づ
か
さ
)
(
が
け
)

磯
に
お
り
ゐ
て
、
海
の
平
け
か
り
し
を
、
互
に
悦
び
あ
へ
り
。
神
司
は
懸
嵯
の

下
な
る
磯
に
い
ほ
り
し
、
忌
乙
も
ら
す
。

(四月)

(
と
を
か
あ
ま
り
ひ
と
ひ
}
サ
キ
モ
リ

十
一
日
。
さ
き
の
防
人
、
例
の
事
ど
も
し
を
へ
て
舟
出
す
。
家
に
文
乙
と
づ

{

か

ん

づ

か

宮

)

(

か

た

み

)

く
。
神
宮
の
い
ほ
り
は
、
防
人
の
す
む
家
に
近
け
れ
ば
、
物
忌
の
ほ
ど
は
、
互
に

ゆ
き
か
ひ
っ
h
あ
か
し
く
ら
す
。
柏
崎
一
銭
同
一
明
い
官
一
四
回
一
湖
一
一
民
間
吻
即
日
脱
出
J
f
酎仰糊一一制

掛
町
、
ι
航船ハル州一時抗日一口
r
M
唱しが…献一仰即時…
ti一d
M
V
浦
湖
一
線
一
穏
な
ι
忠
雄
郡
山
…
切
断
片
』
神
づ
か

{

E

D

}

(

か

み

よ

白

ま

き

】

(

か

み

つ

よ

}

(

ね

ぎ

)

さ
の
請
に
よ
り
て
、
神
代
巻
を
よ
む
。
叉
、
お
の
れ
上
代
の
学
ぴ
の
乙
と
を
祈

(

振

り

延

へ

)

い

の

b

奉
ら
ん
と
、
ふ
り
は
へ
て
思
ひ
来
し
か
ば
、
祈
の
御
手
ぐ
ら
に
と
て
、
豊
後
国

(
E
う〉

風
土
記
と
、
延
喜
式
の
大
駿
の
考
と
を
写
し
て
奉
る
。

十
五
日
。

け
ふ
は
物
忌
の
七
日
と
い
ふ
日
な
り
。

い
ま
だ
明
も
や
ら
ぬ
に
お
き

い
で
〉
、

(
り
)
に
ひ
古
き
も
り
(
主
格
を
表
わ
す
古
い
助
飼
)

お
き
つ
し
ま
磯
も
と
ゆ
す
る
た
つ
浪
K
新
防
人
い
み
そ
ぎ
す
る
か
も

かんづかさ

神
司
は
、

あ
す
な
ん
恒
例
の
祭
っ
か
へ
ま
つ
る
べ
き
と
て
、
制
一
制
一
日
日
ー
ト
封
一
町
一
υ
一山崎切

(

事

》

(

担

き

)

(

釣

)

鰍
一
崎
町
一
み
四
一
日
時
日
口
紅
吋
一
同
一
U
V
時一
W
の
海
人
ど
も
を
ゐ
て
、
誠
に
出
て
、
魚
つ
ら
す
。

(
狭
)
さ
き
魚
だ
に
え
ず
、

(
和
)

神
の
御
心
ゃ
な
ぎ
給
は
ぬ
、
な
ど
い
ひ
あ
へ
り
。
日
も
く

(

儲

)

門

尺

)

(

釣

)

お
い
を
ち
ふ
も
の
与
三
き
か
あ
ま
り
あ
る
を
二
つ
り
あ

れ
な
ん
と
す
る
こ
ろ
、

げ
た
り
。
神
宮
の
よ
ろ
乙
ぴ
、

い
は
ん
か
た
な
し
。



{

う

づ

き

つ

い

た

ち

)

(

担

き

つ

)

四
月
期
日
。
同
じ
所
な
り
。
旗
津
し
ま
に
わ
た
る
人
々
、
愛
よ
り
、
朝
ご
と
に

{

す

め

が

み

}

〈

気

}

海
に
入
て
身
そ
ぎ
す
。
そ
も
/
¥
此
津
は
、
い
っ
し
き
皇
神
の
静
ま
り
ま
す
け

(

斎

)

〈

い

み

)

に
や
、
人
ご
と
に
、
物
い
は
ひ
し
て
、
け
が
ら
は
し
き
ζ

と
を
、
い
た
く
忌
は
Y

〔

死

者

)

(

一

周

)

(

壱

み

な

)

か
る
。
身
ま
か
り
た
る
を
い
む
は
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
女
の
月
の
け
が
れ
あ
る

コ

ト

イ

ヘ

(

あ

る

じ

)

を
ば
、
別
戸
を
つ
く
り
て
、
主
の
家
に
い
る
』
乙
と
な
し
。

そ
の
ほ
か
、

ょ
の

つ
ね
は
な
ほ
ざ
り
に
打
過
す
こ
と
を
(
も
)
、

(
す
ぎ
)
〈
し
か
)

も
犯
す
乙
と
な
し
。
会
き
に
過
乙
し
志
賀
の
嶋
も
同
じ
な
ら
は
し
也
。

此
浦
人
は
つ

L
し
み
て
、

か
り
に

い
づ
乙

も
、
み
や
こ
め
き
た
る
所
は
、

人
の
心
さ
か
し
だ
ち
て
、

物
い
み
な
ど
す
る
を

か
-h
る
ひ
な
び
た
る
所
に
は
、

〈
随
}
設
二
三

か
L
る
な
ら
は
し
も
、
神
か
ら
な
ら
ず
や
。

〔
な
が
と
V

け
ふ
御
援
に
の
ぼ
り
て
、
を
ち
乙
ち
を
見
め
ぐ
ら
す
に
、
東
は
長
門
の
し
ま
介
¥

〈

や

ま

が

】

〔

英

彦

〉

{

ひ

つ

じ

き

る

}

よ
り
は
じ
め
て
、
此
固
な
る
山
屈
の
岬
、
南
に
は
豊
前
の
彦
の
山
、
坤
に
は

{

事

わ

ら

)

(

せ

ふ

り

)

(

い

と

)

(

い

か

づ

ち

た

け

)

御
笠
郡
な
る
か
ま
ど
山
、
早
良
郡
な
る
背
振
の
み
ね
、
恰
土
郡
の
雷
額
・
浮
岳
、

(

な

と

や

〉

(

ひ

ら

ど

)

(

い

き

〕

同
郡
の
姫
し
ま
、
肥
前
松
浦
郡
な
る
名
護
屋
崎
、
同
郡
の
平
戸
の
嶋
壱
岐
の
し

(
お
ろ
〉
(
い
白
い
〉
(
西
北
)
(
つ
し
ま
)

ま
、
此
固
な
る
大
蛇
島
、
乾
の
か
た
に
対
馬
見
ゆ
。
読
の
し
ま
は
い
づ
乙
ぞ
、

〈
す
ベ
}

と
見
れ
ど
見
え
ず
。
北
の
か
た
は
、
九
て
何
も
み
え
ず
。
猶
め
い
た
き
迄
み
る

りば
て、

古愚
のな
風?る
の乙
残と
れに
るい
もひ
のあ
也ふ
。め

る
を

か
J¥ 

に
、
辛
く
し
て
浪
の
ひ
ま
よ
り
見
出
た
り
。
津
し
ま
の
少
し
東
の
方
に
、

あ
る
が
、
海
の
中
よ
り
も
の
〉
角
さ
し
出
(
し
)
た
ら
ん
が
如
し
。

(
消
)

と
い
ふ
に
、
皆
人
肝
ぎ
え
た
り
。

嶺

お
の
が
行
べ

き
嶋
は
あ
れ
に
乙
そ
、

い
か
で
一
た
び
は
御

嶋
に
ま
ゐ
り
て
し
が
な
、

と
心
に
ね
ぎ
し
か
ど
、

い
ま
か
く
も
の
す
べ
し
と
は

思
ひ
か
け
ぎ
り
し
を
、

い
と
た
ふ
と
く
て
、
遣
に
を
ろ
が
み
ま
つ
り
で
、

沖い
てコ ーコ
御し
島か
をも
見見
るむ
カf と
とお
もも
し一ひ
き空し
四む
な
か
た
の

(

は

て

)

〔

折

)

中
津
宮
に
ま
ゐ
り
て
、
海
の
原
安
け
く
平
け
く
、
船
泊
レ
め
玉
へ
と
の
み
奉
り
、

(
隠
)

御
前
よ
り
ま
か
る
と
き
に
、

(
か
は

E
hリ
)

天
の
川
々
雰
た
ち
て
鯛
た
ち
宗
像
の
神
の
む
か
し
お
も
ほ
ゆ

叉

(
斎
)
{
は
ふ
り
)
(
木
綿
棒
)
註
二
五

む
な
か
た
に
い
つ
く
祝
部
の
ゆ
ふ
た
す
き

か
く
る
も
か
し
乙
神
の
む
か
し
を

(
四
月
)

一
一
目
。
猶
同
じ
と
乙
ろ
な
り
。
沖
つ
し
ま
の
神
づ
か
さ
河
野
ぬ
し
が
も
と
よ
り
、

来
べ
き
よ
し
い
ひ
お
乙
せ
た
り
。
打
つ
れ
て
ゆ
く
。
酔
し
れ
て
、

日
の
暮
る
を

四aも
日呂し
。ら

風ず
波遊
やぶ
む O

Aミ

く
も
あ
ら
ず

い
つ
か
沖
つ
し
ま
に
は
渡
り
ぬ
ぺ
き
、

と

の
み
い
ひ
あ
へ
り
。
浪
の
た
つ
を
見
て
よ
め
る
う
た
、

(
あ
づ
き
ゆ
み
V

註

二

六

〈

揮

頭

)

梓
弓
は
る
は
く
れ
し
を
わ
た
つ
み
の
か
ざ
し
の
花
は
い
と
Y
咲
(
そ
ふ
)

と
ぞ
い
へ
り
け
る
。

(
四
月
)

五
日
。
浪
風
静
な
れ
ば
、
船
出
せ
よ
、
と
い
へ
ど
、
桔
取
透
な
る
舟
路
に
し
あ

れ
ば
、
追
手
の
お
り
ず
は
、
い
か
で
漕
あ
へ
ん
、
と
い
ふ
に
、
人
々
い
た
づ
ら

(
か
た
ら
)

に
海
原
を
な
が
め
つ
〉
ぞ
あ
る
。
は
か
ん
¥
し
く
も
の
語
ふ
べ
き
人
も
な
け
れ

ば
、
い
と
佑
し
く
て
、

日
々
に
、

山
に
の
ぼ
り
、

磯
に
出
つ

h
、
同
じ
所
を
と

ほ
る
。
沖
津
み
や
の
遁
宮
に
ま
ゐ
り
て
、

(

つ

白

書

は

ふ

)

註

二

七

(

か

し

)

，

註

二

八

(

あ

ま

〉

角
障
経
岩
瀬
の
磯
に
潮
ま
っ
と
賊
嗣
ふ
り
た
つ
る
蜜
の
釣
ふ
ね



(
し
ま
を
き
)

に
も
嶋
長
立
出
、

ゐ

や
ど
り
に
率
て
ゆ
く
。
人
々
と
も
な
ひ
、

山
に
の
ぼ
り
て
、

そ
乙
と
も
な
し
。
(

陣

〉

註

一

五

(

吾

家

〉

わ
た
っ
み
も
心
あ
ら
な
ん
白
浪
の
立
さ
ふ
ぺ
し
ゃ
わ
ぎ
へ
の
あ
た
り

イ
ハ
ヤ

嶋
の
う
し
ろ
の
岸
、
浪
の
打
入
と
こ
ろ
に
、
大
な
る
昂
窟
あ
り
。
十
丈
ば
か
り

(

い

は

)

〔

か

け

芭

)

ホ

ト

リ

の
岩
の
懸
道
を
く
だ
り
、
か
ら
く
し
て
窟
の
口
に
行
た
り
。
磯
の
岩
む
ら
に
、

(
あ
ま
を
点
ね
)

浪
の
ょ
す
る
も
す
き
ま
し
。
沖
よ
り
、
蜜
小
舟
あ
ま
た
漕
つ
れ
来
て
、
ほ
ど

(

あ

ぴ

き

)

〔

い

だ

し

)

{

お

き

}

な
く
、
里
ち
か
き
磯
に
綱
引
す
。
舟
を
お
し
出
て
見
に
ゆ
く
。
読
の
か
た
な
る

(

あ

ま

)

ひ

る

が

え

(

舞

)

(

へ

)

{

綱

子

)

海
士
ど
も
、
舟
の
上
に
立
わ
た
り
、
手
朝
し
て
ま
ふ
。
辺
っ
か
た
な
る
あ
と

(

き

ち

)

(

己

が

ね

}

等
、
幸
あ
り
、
と
の
h
し
り
つ
h
、
諸
声
に
ひ
く
。
海
の
中
て
り
わ
た
り
て
、
金

(
ふ
た
き
か
)

を
し
け
る
が
如
し
。
弐
尺
あ
ま
り
の
鯛
の
赤
く
て
れ
(
る
を
)
さ
わ
/
¥
に
引
ょ

せ
挙
て
、
二
三
ツ
舟
の
う
ち
に
投
入
た
り
。
人
々
め
づ
ら
し
み
て
、
大
な
る
笥

(
お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
由
み
ζ
と
)

に
う
か
べ
な
ど
し
て
遊
ぶ
。
此
嶋
の
名
、
書
紀
の
息
長
足
姫
尊
の
御
巻
に
、

ア

へ

(

ゐ

ゐ

じ

ま

)

〈

む

だ

い

し

し

ゅ

う

》

吾
金
と
記
さ
れ
た
る
を
、
い
つ
よ
り
か
、
藍
島
と
い
へ
り
。
又
、
無
題
詩
集
に

〔

ゐ

主

し

ま

〕

ト

コ

ロ

(

ほ

ほ

で

み

由

み

己

と

V

{

と
よ
た
ま
ひ
悼
の
み
こ
と
}

は
、
阿
恵
嶋
と
香
り
。
此
地
に
火
々
出
見
尊
・
豊
玉
姫
命
の
御
社
あ
り
。

ご

も

り

)

門

海

面

}

(

硝

}

(

柑

悶

}

晦
日
(
三
月
)
に
は
も
し
づ
け
し
と
て
、
あ
へ
ぎ
こ
ぐ
。
嶋
の
東
の
海
中
に
、
高

(
庇
な
)
{
細
螺
〉

五
六
丈
も
あ
ら
ん
と
見
え
て
、
蛤
・
し
た
Y
み
な
ど
の
形
し
た
る
岩
あ
り
。
そ

〔
ほ
己
ら
)

の
中
ら
に
、
大
な
る
洞
あ
り
て
、
東
よ
り
西
に
と
ほ
り
た
り
。

(と
E
ろ】

小
舟
も
入
ぬ
べ
し
。
い
と
あ
や
し
き
地
也
。

(
ζ

ぎ

)

陸

一

六

あ
べ
の
し
ま
漕
た
み
ゆ
け
ば

桂
一
七
円
い
は
ほ
)

か
ぐ
ろ
き
巌
わ
た
つ
み
の

福
岡
の
か
た
を
み
れ
ど
、

澗
の
中
へ
は
、

青
海
に

(
に
壮
)

膳
の
わ
た

せ
り

ち
ひ
ろ
の
り底
細とゆし
螺1(ろ
子註奇iき
の天し心浪
(くた
象主もつ
なv

し高
っく
). t.こ
h 

そ
の
い
は
ほ

い
は
ひ
も
と
へ
る

O 

かま万E
す〉世?
は I乙乙
有事
とZ神
へ古

び
を
る
か

神
の
宮空
乙九

そそ
の(
宮鱗2
は(なε
愛Pす
l乙ー
まや毛

わ
た
てコ

御宇み
門2の
もv

あ
ら
ん

し
た
だ
み
な
す

わ
~ t.こ
反?の
歌高宮
ー乙其
そEみ
か
ど

「
打
て
は
や
み
ん

愛
に
ま
し
け
り

か
し
こ
け
ど

し
け
り

{

つ

、

}

(

阿

恵

)

あ
り
か
よ
ひ
来
乍
か
く
見
む
あ
へ
の
し
ま
鵜
の
す
む
石
に
よ
る
浪
の
如

(
喰
}

(献

d
き
ま
し
た
る
大
な
る
黒
き
烏
の
、
潮
さ
ゐ
に
浮
居
て
魚
を
く
ふ
。
見
な

(

信

天

翁

か

)

(

か

ち

と

り

)

れ
ぬ
烏
な
れ
ば
、
舟
人
に
と
ふ
。
だ
い
と
い
ふ
鳥
也
、
と
乙
た
ふ
。
柁
取
の
む

(
い
し
ゃ
ど
ん
〉

乙
れ
な
ん
海
の
医
者
殿
也
と
い
ふ
に
、
皆

人く
たっ
へ5げ
ゃな
らる
ずが
笑
ふ声
。づ

く
り
し
て

い
と
腹
だ
ち
て
、

さ
な
笑
ひ
給
ひ
そ
、
水
鳥其
のてごよ
病ぷし
るも
カ5 し
磯ら

に
ふ

し
な
ど
し(
おきさ
るら
をば
、そ

の
よ
し
か
た
り
、ね

で
、
と
い
ふ
。

と
い
ふ
に
、

此
烏
来
て
、

と羽
いあ
ふる
l乙は
、尾
人な
々ン
か員ど
ま喰
けも
てち
を、

れ
り
ひ
こ
づ

名2 ら
児宝仙ひ
山王宝て。、
桂全遂
潟~.乙
見主そ
っ)の
〉病
こを
ぐい
。や

す
也

浪
高
く
、

大
嶋
に

着
ぬ
れ
ば
、

風
も
吹
出
ぬ

鐘
の;;:け
岬2ふ
を乙も
見日
わく
ただ
しる
てま
、』

l乙
位
二
一

風
ま
も
り
大
し
ま
の
へ
に
我
を
れ
ば
鐘
の
み
さ
き
に
し
ら
浪
た
つ
も

大
し
ま
に
、
宗
像
の
神
一
柱
お
は
し
ま
す
。
中
津
宮
と
申
は
此
宮
也
。
御
社
の

註

ニ

ニ

〔

ひ

E
ぽ
し
)

ま
へ
に
小
川
あ
り
。
天
の
河
と
い
ふ
。
天
の
安
河
に
よ
れ
る
名
成
べ
し
。
彦
星
ノ

h

タ

ナ

パ

タ

(

ひ

だ

り

み

吉

)

(

を

と

E
を
み
な
V

宮
・
織
女
の
宮
と
、
川
を
隔
て
左
右
リ
に
あ
り
。
男
女
の
つ
ま
を
ね
が
ふ
も
の
、

(
ふ
み
)

此
や
し
ろ
に
乙
も
る
と
い
ふ
事
、
中
ご
ろ
の
書
に
見
え
た
り
。
上
の
高
き
峯
を

(
あ
り
}

御
獄
と
い
ふ
。
天
照
大
御
神
の
み
や
也
。



(

伊

略

】

《

ふ

る

き

E
と
ぱ
V

ら
つ
崎
の
西
の
海
辺
よ
り
船
乗
す
。
古
言
に
心
ょ
せ
あ
る
人
々
、
お
ひ
/
¥
、

円
ふ
み
】
【
は
な

b

w

v

(

切
V

お
の
が
も
た
る
本
な
ん
ど
鵠
し
て
あ
た
ふ
。
(
こ
の
)
ひ
と
ム
¥
、
せ
ら
に
わ
か

〈

き

き

】

(

瞥

}

註

-

一

【

祈

V

れ
を
し
み
、
幸
く
行
て
、
さ
き
く
帰
り
こ
、
ぬ
怠
と
り
む
け
て
の
み
つ
与
を
ら

{
ま
ち
】

ん
、
た
か
ん
¥
に
待
つ
h

あ
ら
ん
、
と
い
ふ
に
、

円

千

霊

}

【

帯

〉

註

二

円

陣

V

沖
つ
波
ち
へ
に
た
っ
と
も
ぬ
き
ま
つ
り
君
し
い
の
ら
ば
あ
に
怠
は
ら
め
や

【
-sbv

【
息
咽
V

陸

三

円

恩

v

わ
た
の
原
嶋
の
さ
き
介
¥
雰
た
h

ば
君
が
お
き
そ
の
風
と
し
も
は
む

門
書
き
も

b
v

【
晶
づ
ま
)

よ
み
も
は
て
ぬ
に
、
船
漕
出
た
り
。
(
い
に
し
へ
の
〉
防
人
等
が
、
東
の
園
よ
り
、

オ
ホ
タ
E

往
四

は
ろ
介
¥
と
、
誤
描
を
わ
た
り
て
仕
へ
ま
つ
り
し
き
ま
、
思
ひ
出
ら
れ
て
、
ぁ

{
そ
晶
V

は
れ
に
乙
そ
。
今
か
り
初
の
旅
だ
に
、
別
る
と
い
へ
ば
か
な
し
か
り
け
り
。
此

(と
E
ろ》

船
出
す
る
入
海
の
さ
ま
、
世
に
と
え
て
お
も
し
ろ
き
地
に
し
あ
れ
ば
、
乙
れ
の

門
晶
づ
ま
V

年
ご
ろ
東
に
侍
り
て
、
叉
い
つ
か
見
る
べ
き
な
ん
ど
乙
ひ
わ
た
り
し
に
、
六
と

せ
ば
か
り
を
経
て
、
け
ふ
し
も
来
つ
れ
ば
、
い
と
め
づ
ら
し
、
と
打
見
わ
た
す

ア
ゲ

に
、
入
江
の
く
ま
外
¥
、
い
づ
乙
も
お
か
し
き
中
に
、
わ
き
で
打
昇
の
浜
の
あ
り

《
え
だ
〈
み
V

き
ま
、
か
し
と
き
画
工
の
筆
に
も
書
う
っ
す
べ
か
ら
ず
や
。
青
き
海
に
、
い
と

タ
ク
ヒ

ν
位
五

清
ら
な
る
ま
さ
と
の
、
拷
領
巾
引
は
へ
た
ら
ん
や
う
に
て
、
今
の
道
三
里
ば
か

り
つ
Y
き
け
る
。
あ
ら
h
松
原
の
、
と
ほ
く
打
け
ぶ
り
た
る
な
ん
ど
、
目
も
は

衣

笠

由

る
介
¥
也
。
後
九
条
内
大
臣
の
、
山
ま
で
つ
Y
く
海
の
中
道
と
よ
み
給
ひ
し
も
、

ζ

の
所
に
や
。
今
は
奈
多
の
浜
と
な
ん
よ
ぷ
め
り
。
志
賀
島
近
く
な
り
け
れ
ば
、

【
た
ら
し
ひ
晶
V

註
六

足
姫
神
の
み
乙
と
の
い
で
ま
し
の
御
舟
は
て
け
ん
浦
ち
か
づ
き
ぬ

と
か
す
る
内
に
、
西
風
ふ
き
て
、
し
ら
波
た
て
ば
、
あ
す
と
そ
と
て
嶋
に
お
り

円
を
き
】

て
や
ど
り
す
。
嶋
の
長
出
向
ひ
て
、
乙
れ
彼
レ
も
の
た
ら
は
し
た
り
。
此
島
に
、

【
ゐ
づ
み
白
む
ら
U

V

【そ
E
つ
わ
だ
つ
み
V

A

な
か
っ
わ
だ
つ
み
}
門
う
は
つ
わ
た
っ
み
》
【
ず
抽
出
み
d

.
阿
醤
連
等
が
い
つ
く
底
津
少
童
・
中
津
少
童
・
表
津
少
童
一
ニ
柱
の
皇
神
宮
す
。

円

ほ

か

】

?

の

ひ

ど

D
M

里
(
の
)
上
な
る
御
社
に
、
底
津
わ
た
つ
み
の
神
を
祭
り
て
、
齢
の
二
柱
を
相
殿

{
か
つ
ま
】

と
す
。
叉
嶋
の
北
一
里
ば
か
り
に
、
勝
間
と
い
ふ
里
あ
り
。
其
浜
の
松
の
林
の

円
な
か
っ
品
や
)

内
に
中
樟
宮
あ
り
。
中
津
少
童
命
を
ま
つ
る
。
其
少
し
北
の
方
、
海
の
中
に
小

【

み

よ

う

じ

ん

}

門

は

っ

と

ぼ

島
あ
り
。
沖
の
明
神
と
い
ふ
。
表
津
少
童
神
を
い
つ
く
。
阿
曇
連
の
奇
は
、

【
し
よ
う
い
ち
ζ
〈
し
}

聖
一
国
師
に
つ
き
て
僧
と
な
れ
る
よ
り
ぞ
そ
の
家
は
た
え
に
け
る
。

い
ま
社

の
側
な
る
吉
祥
禅
寺
は
、
其
僧
の
建
お
け
る
に
よ
り
て
、

ア

ツ

ミ

い

ふ

に
つ
か
へ
奉
る
。
猶
神
宮
の
内
に
は
阿
曇
氏
と
称
ζ

れ
彼
あ
り
。
神
垣
の
あ
た

門事

4
}

円

か

し

ひ

が

た

}

内

浦

》

り
よ
り
、
東
の
海
づ
ら
を
見
放
れ
ば
、
香
椎
潟
の
潮
干
の
う
ら
見
わ
た
今
回
れ
て

い
ま
に
到
り
て
御
社

お
も
し
ろ
し
。
乙
な
た
の
磯
に
は
あ
ま
小
舟
多
く
つ
ど
ひ
た
り
。

《

晶

ま

}

註

八

円

め

)

【

は

な

】

(

磁

}

箆

九

(

荒

硯

)

(

玉

鶴

}

〔

刈

V

陸

{
O

志
賀
の
蛋
小
舟
つ
ら
な
へ
放
り
そ
の
あ
り
そ
の
う
へ
に
た
ま
も
か
る
見
ゆ

門
や
ら
V

註

-

-

《

か

ら

と

ま

り

V

也
良
の
崎
も
近
け
れ
ど
、
震
乙
め
た
り
。
韓
亭
は
い
づ
く
ぞ
と
い
へ
ど
、

心
あ

て
に
も
み
え
ず
。

【

麿

》

《

館

野

》

健

一

二

春
霞
た
ち
か
く
し
た
り
か
ら
泊
の
と
の
う
ら
浪
見
て
ま
し
も
の
を

【
い
そ
ら
が
き
き
》

島
の
西
の
か
た
に
、
磯
良
崎
と
で
あ
り
。
海
の
神
の
あ
が
り
玉
ひ
し
所
也
、
と

な
ん
里
人
い
へ
り
。

住
一
一
ニ

神
さ
ぶ
る
磯
良
が
崎
に
よ
る
貝
を
ひ
り
ひ
て
ゆ
か
ん
袖
は
ぬ
る
と
も

円
三
月
】

廿
九
日
。
い
ま
だ
起
も
や
ら
ぬ
に
、
舟
人
、
追
手
よ
し
、
と
ぞ
い
ふ
。
島
漕
匂

円
か
ら
と
ま

b
v

き
て
顧
れ
ば
、
(
き
の
ふ
)
お
ぼ
ほ
し
か
り
し
韓
泊
も
、
け
ふ
は
よ
く
見
え
渡
り

た

か

し

ま

)

円

か

や

】

陸

-

四

た
り
。
鷹
嶋
・
可
也
(
の
)
山
も
ほ
ど
近
く
見
ゆ
。
け
ふ
は
、
宗
像
郡
の
大
嶋
ま

円
晶
へ
の
し
ま
}
{
泊
}

で
と
お
も
ふ
。
浪
た
か
け
れ
ば
と
て
、
糟
屋
郡
な
る
阿
閉
嶋
に
と
ま
る
。
乙
、
〉

二
九



青
柳
種
信
著

平
野
国
臣
写

誠
一
津
島
防
人
日
記

H
一一巻

言

例
一
、
収
載
の
防
人
日
記
は
、
多
く
変
体
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
現
行

の
平
仮
名
で
組
み
あ
げ
た
。

一
、
誤
字
・
脱
字
で
あ
る
こ
と
の
明
ら
か
な
も
の
は
、
す
べ
て
訂
正
を
し
た
。

一
、
言
葉
の
右
側
に
括
弧
し
て
、
訓
み
ま
た
は
異
字
を
つ
け
、
読
み
易
く
し
た
。

て
句
読
点
を
つ
け
て
通
読
に
便
な
ら
し
め
た
。

て
疑
問
の
字
句
・
文
章
は
、
原
宏
の
内
閣
文
庫
本
『
競
津
島
防
人
日
記
』
に
よ

る
活
字
本
〈
一
一
二
書
房
刊
)
を
参
照
し
て
補
正
し
た
。

一
、
な
お
、
三
一
番
房
刊
活
字
本
に
は
、
上
下
巻
合
せ
て
一
四
八
件
に
つ
い
て
の

註
記
が
あ
る
、
進
ん
で
防
人
日
記
の
精
読
を
す
る
人
士
に
と
っ
て
は
、
大
い
に

参
考
と
す
る
に
足
る
労
筆
で
あ
る
。
末
筆
な
が
ら
原
宏
の
業
績
に
対
し
敬
意
を

表
し
て
読
者
に
一
覧
を
す
す
め
て
お
き
た
い
。

防
人
日
記
ノ
事

防
人
日
記
ハ
青
柳
種
信
が
寛
政
六
年
二
十
九
歳
ノ
春
黒
田
家
ヨ
リ
差
遣
サ
ル

ル
警
衛
人
数
ノ
一
人
ト
シ
テ
渡
航
シ
テ
暫
ク
勤
務
シ
タ
時
ノ
紀
行
デ
沖
ノ
島
ノ

神
格
ト
鎮
座
ノ
由
来
ヲ
公
煩
シ
タ
長
歌
、
在
島
中
ノ
感
想
、
情
景
等
ヲ
述
ベ
タ

数
多
ノ
短
歌
モ
ア
リ
文
学
的
ノ
著
作
ト
シ
テ
頗
ル
興
味
ノ
多
イ
モ
ノ
デ
ア
ル

二
八

平
野
次
郎
国
臣
ガ
普
請
万
ノ
小
役
人
ヲ
務
メ
小
金
丸
種
徳
ト
名
乗
リ
二
十
四

才
(
嘉
永
四
年
)
ノ
時
、
社
殿
修
理
ノ
御
用
ヲ
帯
ビ
テ
大
島
ニ
出
張
ノ
折
沖
島

一
一
渡
航
シ
テ
滞
在
中
青
柳
種
信
ノ
防
人
日
記
ヲ
写
シ
テ
奉
納
シ
タ
ル
ガ
本
書
デ

ア
ル

「一寸
巨』
刀て

像

番
外
七
番

防

人

記

日

防
人
日
記

上

青
柳
種
信
編
録

こ

七

九

四

)

(

や

よ

ひ

)

(

=

一

月

】

(
E
ほ
り
}
担
き
つ

寛
政
の
六
と
せ
と
い
ふ
と
し
の
弥
生
の
廿
八
日
、
宗
像
の
郡
の
誠
津
し
ま
に
、

(

防

人

}

さ
き
も
り
に
ま
か
る
。
そ
の
よ
し
い
さ
〉
か
物
に
書
つ
く
。
此
島
は
、
国
の
北

(

と

ほ

退

)

(

し

ら

ぎ

}

(

辺

〈

き

き

も

り

}

の
わ
た
中
遠
そ
き
て
、
新
羅
へ
に
近
き
嶋
に
し
あ
れ
ば
、
つ
ね
に
防
人
を
遣
し

〔

う

し

は

き

)

陸

一

円

み

は

し

ら

}

(

す

出

が

み

}

て
守
ら
せ
た
ま
ふ
。
此
島
を
牛
吐
ま
す
大
神
は
、
宗
像
の
三
柱
の
皇
神
の
う
ち
、

(
か
み
み
い
づ
)

一
柱
の
大
神
に
お
は
し
ま
す
。
神
御
稜
威
た
Y
は
し
く
ま
せ
ば
、
旅
だ
つ
べ
き

(

斎

}

(

仮

}

ま
へ
っ
か
た
よ
り
、
ゆ
ま
は
り
清
ま
は
り
て
、
家
の
内
を
も
は
ら
ひ
、
か
り
に

円

か

ど

で

}

【

と

り

か

ひ

)

も
け
が
ら
は
し
き
乙
と
な
か
ら
ま
く
す
。
け
ふ
は
首
途
な
れ
ば
と
て
、
鳥
飼
の

円
や
し
ろ
】

(

E

V

《
う
ま
由
と
き
】

祉
の
神
づ
か
さ
を
招
き
て
、
は
ら
へ
の
わ
ま
な
ど
謂
ふ
。
午
時
ば
か
り
に
、
あ



う
ら
つ
ね
か
た

桜
井
神
社
大
宮
司
浦
毎
賢
が
開
設
し
た
「
桜
井
文
庫
(
仰
古
館
)
」
が
あ
っ
た
。

そ
の
「
仰
古
館
書
籍
奉
納
姓
名
録
」
(
桜
井
・
伊
牟
田
区
林
吏
壮
所
蔵
)
を

つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
自
に
つ
く
。

い
ま
、

読
む
と
、ζ
の
毎
賢
ぬ
し
の
預
り
司
り
玉
へ
る
か
ぎ
り
の
み
や
人
ど
も
(
毎
賢
は
筑
前

圏
中
神
職
の
惣
司
)
の
、
物
ま
な
ぴ
の
た
め
に
、
月
ご
と
に
書
よ
み
、
間
あ
き

ら
む
べ
き
日
を
き
は
め
お
き
て
、
必
ず
と
ひ
来
つ
つ
勤
め
い
そ
し
む
べ
く
あ

ら
ま
ほ
し
き
お
も
ぶ
き
を
、

ね
ぎ
奉
り
し
を
さ
へ
に
、
(
藩
庁
よ
り
)
許
し
給

ひ
と
ぴ
と
を
つ
ど
へ
て
、
こ
の
葉
月
(
八
月
)

廿
日
あ
ま
り
八
日
と
い
ふ
に
、
乙
の
学
び
の
道
の
お
や
と
あ
る
青
柳
種
信
の

翁

、

古

事

記

の

端

乙

と

ば

(

序

)

を

、

開

講

の

式

い

と

は
り
し
か
ぱ
、

す
な
は
ち
、

よ
み
と
き
玉
ひ
て
、

ゐ
や
ゐ
や
し
く
こ
と
を
は
り
ぬ
。
云
々

あ
る
い
は
、
平
川
千
淵
伝
写
の
原
本
は
、
乙
の
桜
井
文
庫
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
か
。
実
証
は
な
い
が
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
記
し
て
お
く
。

二
七



ひ
ま
ふ
。
浪
風
の
お
ど
ろ
/
¥
し
き
に
は
ゃ
う
か
は
り
て
、
う
っ
ぱ
り
の
車

も
ち
る
ば
か
り
な
り
。

と
あ
る
が
、
種
信
が
得
た
真
の
果
報
は
、

ζ

の
沖
ノ
島
在
番
中
に
第
九
代
藩
主

斉
隆
の
詮
議
に
よ
り
、
国
学
修
行
の
た
め
の
書
籍
購
入
費
を
受
け
る
乙
と
に
決

か
み

し
て
い
た
し
、
乙
の
月
の
下
旬
に
は
、
家
を
地
行
図
書
町
上
に
借
り
、
ま
す
ま
す

国
学
の
研
究
に
精
進
す
る
乙
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
乙
と
で
あ
る
。
原
宏

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
内
閣
文
庫
本
『
溺
津
島
防
人
日
記
』
下
巻
の
末
尾
に
、

「
青
柳
種
信
上
」
と
あ
る
。
乙
の
防
人
日
記
は
、
勤
番
の
報
告
書
で
は
な
く
、

藩
庁
・
藩
主
に
対
す
る
国
学
「
事
始
め
」
風
土
記
的
な
も
の
へ
の
「
事
始
め
」

で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
の
よ
う
な
事
情
か
ら
い
っ
て
も
、
防
人
日
記
は
、
も
ち
ろ
ん
、
島
で
の
日
々

の
生
活
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
記
述
は
、
帰
宅
と
同
時
的
に
完
結
し
た
も
の
で

な
く
、
素
述
や
備
忘
帳
を
整
理
し
、
文
章
を
推
敵
し
、
後
日
に
完
成
レ
、
上
書

し
た
も
の
で
あ
る
。
寛
政
九
年
三
七
九
七
)
六
月
廿
六
日
付
内
山
真
龍
宛
種
信

書
簡
に
は
コ
ニ
、
沖
津
島
日
記
近
々
の
中
送
付
添
削
を
乞
ふ
」
と
あ
り
、
同
年

十
一
月
二
十
一
日
付
種
信
宛
宜
長
書
簡
に
は
「
一
、
お
き
津
島
日
記
下
巻
出
来

申
候
は
Y
御
見
せ
可
レ
被
レ
下
候
」
と
あ
る
。
な
お
春
日
政
治
は
、
「
日
記
全
巻

が
出
来
上
っ
た
の
は
寛
政
十
一
年
こ
七
九
九
)
頃
の
ゃ
う
で
あ
る
か
ら
、
多
少

練
っ
た
も
の
で
は
あ
ら
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

小
山
正
の
『
内
山
真
龍
の
研
究
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
真
龍
の
日
記
に
よ
れ

ば
、
事
和
元
年
二
八
O
一
)
十
一
月
廿
五
日
に
、
防
人
日
記
を
、
真
龍
が
抄
出

一一六

し
た
ら
し
い
乙
と
が
記
注
れ
て
い
る
。
乙
の
年
は
前
記
寛
政
十
一
年
の
翌
々
年

に
あ
た
る
。
深
交
の
あ
っ
た
種
信
と
真
龍
と
の
関
係
か
ら
し
て
、
や
は
り
防
人

日
記
の
完
成
ま
で
、
相
当
の
年
月
を
か
け
て
推
敵
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ェ
、
あ
と
が
き

ζ

乙
に
紹
介
す
る
「
減
津
嶋
防
人
日
記
」
(
上
・
下
二
巻
)
に
つ

い
て
、
少
々
の
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。
乙
の
防
人
日
記
を
謹
写
し
た
人
物
は
、

原
宏
は
、
平
野
国
臣
と
す
る
宗
像
大
社
の
注
記
を
、
保
留
し
て
い
る
が
、
そ
の

か

ひ

・

酔

ね

担

と

き

す

曲

が

み

〈

に

担

き

「
寅
鐘
一
の
ト
音
も
聞
え
ず
皇
神
の
国
ぷ
り
し
る
き
沖
つ
し
ま
か
な
」
と
い
う
和
歌

の
歌
風
、
筆
跡
か
ら
み
て
も
、
そ
の
保
留
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ

れ
る
。 お

わ
り
に
、

乙
の
防
人
日
記
は
、
種
信
:
:
:
桜
井
の
平
川
千
淵
|
↓
損
の
園
ひ
ろ
よ
し
|

↓
藤
田
正
兼
l
1
1
v
小
金
丸
種
徳
(
国
臣
)
と
い
う
経
路
を
経
た
も
の
で
あ
る
が
、

正
兼
は
、
種
信
の
国
学
の
門
弟
で
あ
り
、
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
で
、
そ

の
遺
詠
に
『
緑
の
舎
集
』
が
あ
り
、
文
集
に
『
緑
の
舎
文
集
』
『
古
野
の
づ
ば

な
』
『
紗
勲
一
宮
忍
』
等
が
あ
り
、
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
の
完
成
に
功
労

の
あ
っ
た
協
力
者
の
一
人
で
あ
る
V

正
兼
は
、
奥
書
の
「
と
し
道
・
ひ
ろ
よ
し
と
も
に
誰
人
と
も
し
ら
ず
」
と
し

て
い
る
が
、
「
さ
く
ら
井
の
平
川
千
淵
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
に
は
書
い
て

い
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
志
摩

郡
の
桜
井
に
は
、
種
信
の
全
面
的
な
助
力
に
よ
り
、
文
政
=
ニ
年
(
一
八
三
O
)



に
は
大
島
っ
き
ぬ
。

追
手
な
れ
ば
と
て
、
す
乙
し
心
を
の
ど
め
て
ゐ
た
り
し
を
、
申
の
時
ば
か
り

種
信
が
、
沖
ノ
島
で
敬
神
の
誠
を
い
た
し
、
献
本
・
献
木
を
し
て
、
国
学
成
就

の
祈
誓
を
乙
め
た
消
息
は
、
以
上
の
抜
率
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
略
を
知
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
足
軽
だ
か
ら
勤
番
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
種
信
自
身

か
ら
す
れ
ば
、
か
ね
て
の
願
望
が
か
な
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

恵
ま
れ
た
ζ

と
は
な
か
っ
た
訳
で
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど

国

風
土
記
的
学
風
へ
の
事
始
め

防
人
日
記
の
述
作
者
青
柳
種
信
は
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
古
風
土
記
』

『
万
葉
集
』
な
ど
の
、
古
典
の
研
績
か
ら
は
じ
め
て
、
筑
前
の
神
社
史
の
研
究
、

そ
の
他
古
器
物
学
的
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
勝
れ
た
業
績
を
遺
し
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
最
大
著
作
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
で

あ
る
。
乙
の
書
物
は
、
不
幸
に
し
て
、
種
信
の
在
世
中
に
は
成
稿
を
み
ず
、
未

完
成
で
あ
っ
て
、
そ
の
子
長
野
種
正
・
青
柳
種
春
・
門
人
児
玉
琢
・
坂
田
良
賢

・
藤
田
正
兼
に
よ
り
、
や
っ
と
完
成
に
近
い
程
度
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
種
信
は
、
早
く
か
ら
、
貝
原
益
軒
の
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
つ
い
て

知
悉
し
て
い
た
ろ
う
し
、
そ
の
資
性
か
ら
、
筑
前
は
も
と
よ
り
、
広
く
及
ぶ
か

ぎ
り
の
諸
地
方
の
事
物
に
つ
い
て
も
、
歴
史
的
考
証
・
地
理
的
観
察
を
加
え
つ

つ
、
乙
れ
を
総
括
的
に
お
の
れ
の
学
殖
・
教
養
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
学
殖
と
教
養
と
を
も
っ
て
、
沖
ノ
島
の
み
な
ら
ず
、
大
島
・
田
島

に
か
け
て
の
、
い
わ
ゆ
る
宗
像
三
社
に
即
し
て
、
乙
れ
巻
記
録
化
し
、
世
の
い

わ
ゆ
る
風
土
記
的
著
作
の
「
事
始
め
」
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
提
示
し
た
も
の

が
、
本
人
が
意
識
し
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、
ま
さ
に
、

乙
の
防
人
日
記
で
あ

る
、
と
い
え
よ
P

フ。

も
ち
ろ
ん
、
防
人
日
記
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
日
記
を
主
体
と
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
、
地
理
あ
り
、
歴
史
あ
り
、
寺
社
あ
り
、
古
物
あ
り
、

民
俗
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
下
巻
の
宗
像
神
社
所
伝
の
古
文
書
・
古
記
録
に
つ

い
て
の
考
証
な
ど
、
す
で
に
し
て
、
種
信
の
爾
後
の
学
風
の
主
軸
を
な
し
た
、

風
土
記
的
な
も
の
へ
の
指
向
が
、
す
で
に
し
て
窺
い
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

乙
の
日
記
の
末
尾
に

し
て
、

そ
れ
は
、

家
に
帰
り
着
ぬ
。
庭
を
み
れ
ば
、
わ
が
ゆ
く
時
は
、
池
の
藤
浪
の
や
h

長

あ
り

く
垂
て
、
今
五
日
六
日
ば
か
り
も
在
ま
た
ば
、
な
ど
お
も
ひ
っ
h
出
立
し
を
、

其
日
頃
経
る
迄
は
わ
す
れ
が
て
成
し
を
、
今
見
れ
ば
、
花
の
咲
き
つ
ら
ん
と

お
ぽ
ゆ
る
さ
ま
も
な
く
て
、
下
葉
の
や
h
色
付
に
け
る
、
わ
づ
か
四
月
・
五

月
の
ほ
ど
に
、
春
と
秋
と
の
う
ら
う
へ
な
る
世
の
あ
り
さ
ま
は
、
あ
ま
た
の

年
経
た
ら
ん
や
う
に
な
も
お
も
は
る
る
。
さ
れ
ど
も
、
家
の
内
は
、
う
か
ら

ゃ
か
ら
つ
ど
ひ
て
、

い
と
に
き
び
に
し
か
ぱ
、

か
た
み
に
よ
ろ
乙
ぴ
あ
へ
る
。

い
ろ
せ
に
見
す
と
て

秋
く
れ
ば
草
は
み
な
か
ら
う
つ
ろ
へ
ど
吾
背
の
君
は
い
や
さ
か
え
ま
す

ち
か
き
あ
た
り
の
人
な
ど
訪
ひ
来
る
。
盃
と
り
か
は
し
て
、
更
行
ま
で
う
た

二
五



}ま

と
と
し
き
が
如
皇
神
の

と
れ
の
実
の
か
ぐ
は
し
き
ご
と

と
れ
の
明
東
の

さ
か
え
を
ゆ
か
ん

御
魂
た
ば
り
て

ち
は
ひ
給
は

万
代
に

ね
反
歌

時
じ
く
の
か
ぐ
の
ζ

の
実
を
ま
つ
り
置
て
我
も
あ
え
て
ん
そ
の
と
乙
し
き

i乙

10 

級
一
戸
辺
の
い
ぶ
き
し
づ
け
か
れ
ば
韓
人
の
よ
り
く
と
ふ
事
も
な
く
、
手
む

だ
き
を
れ
ば
、
防
人
等
は
、
ひ
た
す
ら
に
神
に
つ
か
ふ
る
人
の
如
く
、
朝
夕

に
御
前
に
落
ち
り
た
る
木
葉
を
は
ら
ひ
、
石
を
し
き
な
ど
し
て
つ
か
へ
ま
つ

る
。
神
山
の
内
に
入
に
は
、

つ
ね
に
声
と
Y
ろ
か
し
て
ゆ
く
。
も
し
、

ひ
そ

か
に
ゆ
け
ば
、
神
の
遊
び
玉
ふ
に
ゆ
き
あ
ふ
と
い
ひ
伝
へ
た
り
。

日
此
嶋
の
大
神
い
た
く
汚
識
を
忌
玉
、
A
K
依
て
、
山
中
に
て
か
り
に
も
唾
・

ゆ
ま
り
ま

小
便
る
と
と
な
し
。
も
し
過
ち
て
け
が
す
時
は
、
其
地
の
土
を
す
く
ひ
、
海

に
持
出
で
、
磯
に
捨
て
、
清
き
砂
を
、
先
の
土
取
し
跡
に
埋
み
て
、
本
の
加

な
ら
し
お
く
。
是
を
犯
し
て
し
か
せ
・
き
れ
ば
、
忽
狂
乱
な
ど
す
る
。
近
頃
に

も
さ
る
人
あ
り
て
、
誰
も
よ
く
し
れ
る
と
と
ぞ
か
し
。
さ
る
べ
き
設
に
と
て
、

昨
日
よ
り
大
な
る
竹
筒
作
り
置
て
、
緒
し
て
腰
に
付
つ
与
の
ぼ
る
。

12 

隣
国
の
人
此
島
を
見
つ
け
て
不
レ
言
島
と
云
。
そ
は
神
異
の
ζ

と
あ
る
を

二
四

ば
家
に
か
へ
り
て
人
に
は
い
は
ぬ
よ
し
の
名
な
り
。

13 

崎
守
に
あ
る
日
数
も
や
う
や
く
立
ぬ
れ
ば
、
か
は
り
の
舟
ゃ
く
る
と
、
日
々

に
山
に
登
り
て
、
南
の
海
づ
ら
を
詠
つ
与
あ
り
、
忌
調
な
ど
も
、

ゃ
う
や
く
、

い
ひ
あ
や
ま
た
ず
な
り
ぬ
。

14 

人
の
か
ら
き
め
み
る
に
つ
け
、
帰
る
さ
の
ほ
ど
心
も
と
な
く
な
ん
。
後
に

し
よ
〈
え

舟
人
の
語
る
を
き
け
ば
、
大
島
に
風
守
り
せ
し
ほ
ど
、
ぃ
・
8
き
か
触
識
の
乙

と
有
し
、
乙
れ
を
や
神
の
谷
め
玉
ひ
け
ん
と
乞
い
ふ
。
い
と
か
し
こ
く
な
ん
。

15 

同
廿
四
日
、
庭
よ
し
と
て
舟
出
す
。
二
三
里
も
や
来
ぬ
ら
ん
と
お
ぼ
し
き

に
、
風
あ
し
と
て
、
叉
本
の
如
く
漕
つ
れ
て
帰
り
ぬ
。

同
廿
五
目
。
な
ご
り
高
し
と
て
出
た
与
ず
。

同
廿
八
日
。
風
か
な
ひ
ぬ
れ
ど
、
舟
子
ど
も
さ
き
に
乙
り
て
、

い
芯
と
て

舟
出
す
者
も
な
し
。

う
し
と
ら

同
廿
九
日
。
暁
が
た
よ
り
、
艮
の
風
心
よ
く
吹
渡
り
て
、
海
の
面
も
な
ぎ

み

だ
り
。
舟
人
ら
猶
た
ゆ
た
ひ
し
を
、
巴
の
時
近
く
な
り
て
な
も
、
舟
を
出
せ

ば
、
な
ほ
日
ご
ろ
は
海
浜
の
住
居
に
わ
ぴ
て
、
帰
る
べ
き
日
を
の
み
か
ぞ
へ

た
り
し
を
、
今
は
と
出
た
つ
に
は
、

さ
す
が
に
な
と
り
を
し
ま
る
与
心
ち
す
。

海
つ
路
五
里
ば
か
り
も
来
ぬ
ら
ん
と
お
も
ふ
ほ
ど
よ
り
、
風
は
や
く
強
く
吹

し
き
り
て
、
浪
の
華
を
咲
そ
ふ
ば
か
り
也
。
艦
よ
り
懸
浪
う
ち
い
る
れ
ど
も
、



し
ら
浪
の
や
へ
を
る
が
う
へ
に
あ
や
し
く
も
い
ま
す
神
か
も
沖
つ
御
島
は

磯
に
お
り
ゐ
て
、
海
の
平
け
か
り
し
を
互
に
髄
ぴ
あ
へ
り
。
神
司
は
臨
官
官
の

下
な
る
磯
に
い
ほ
り
し
、
忌
乙
も
ら
す
。

6 

き
た
た
惜
し

此
嶋
に
来
る
例
。
七
日
の
聞
朝
ご
と
に
潮
に
み
そ
ぎ
て
、
そ
の
間
山
中
に

入
乙
と
な
し
。
七
日
に
当
る
日
に
、
正
三
位
鶏
一
回
岬
叫
に
ま
ゐ
り
て
、
八
日

晶
み

に
大
神
の
宮
に
ま
ゐ
る
。
毎
朝
海
水
を
浴
て
正
三
位
社
に
ま
ゐ
る
乙
と
は
、

大
神
の
宮
に
は
、
つ
ね
は
み
だ
り
に
参
ら
ず
。
神
威
を
恐
れ
て
也
。

其
後
も
か
は
る
と
と
な
し
。

E

ひ

。

7

神
づ
か
さ
の
請
に
よ
り
て
、
神
代
巻
(
日
本
書
紀
〉
を
よ
む
。
叉
、
お
の
れ

上
代
の
学
び
の
と
と
を
祈
奉
ら
ん
と
、
ふ
り
は
へ
て
恩
ひ
来
し
か
ば
、
析
の

御
手
ぐ
ら
に
と
て
、
豊
後
国
風
土
記
と
、
延
喜
式
の
大
裁
の
考
と
を
写
し
て

奉
る
。

8 

(
四
月
)
十
六
日
、
大
神
の
宮
に
ま
ゐ
る
と
て
、
ま
ず
正
三
位
の
社
に
ぬ

か
づ
く
。
岩
さ
き
の
き
し
出
た
る
と
乙
ろ
に
御
社
あ
り
。
(
中
略
)
正
三
位
社

よ
り
坂
路
五
六
丁
ば
か
り
登
り
行
ほ
ど
、
日
の
め
も
み
え
ぬ
迄
木
立
し
げ
れ

み
や
E
E
ろ

り
。
宮
地
は
一
の
撮
の
麓
、
大
な
る
巌
の
物
の
足
の
ご
と
く
三
ツ
餐
た
る
は

ま
ま
に
お
は
し
ま
す
。
い
と
神
さ
び
、
心
す
と
き
所
也
。
を
ろ
が
み
ま
つ
り

で
、
の
り
と
を
さ
〉
ぐ
。

曲

け

か

し

E

晶

や

ゆ

申

担

量

つ

み

や

し

ず

ま

り

ま

た

と

り

ひ

酌

懸
ま
く
も
畏
く
、
言
ま
く
も
綾
に
忌
々
し
き
旗
津
宮
に
鎮
坐
す
、
回
心
姫

た

曹

つ

ひ

申

い

ち

き

し

ま

ひ

由

た

た

へ

と

と

を

へ

ま

つ

鼻

は

し

ら

命
・
滞
津
姫
命
・
市
杵
島
姫
命
と
御
名
は
申
て
、
称
辞
寛
奉
る
。
三
柱
の

め

が

み

た

ち

す

酪

ら

み

か

ど

か

み

お

ほ

み

て

B
b

い
た

皇
神
等
の
大
前
に
畏
み
畏
み
も
申
す
。
種
麿
皇
朝
の
上
つ
大
御
手
風
を
痛

し

た

ひ

ま

つ

み

ム

み

ど

も

あ

ら

た

ま

よ

み

か

ん

が

E
れ
ま
で
あ
章

く
慕
奉
り
、
古
き
御
史
等
を
嘆
の
年
月
重
ね
読
考
ふ
と
雄
も
、
従
来
浅
き

ま
し
ら
た
ま

4
f
bう

E
と

か

た

晶

し

ひ

き

は

や

ま

サ

ト

リ

ひ

か

げ

づ

心
に
一
真
白
玉
潜
得
る
事
の
難
く
、
足
寅
の
山
の
麓
山
の
浅
き
智
に
は
蔭
豆

ら

た

づ

き

な

み

い

づ

い

ち

は

や

よ

由

ひ

と

羅
取
得
ぺ
き
手
着
な
む
無
く
在
き
。
畏
き
皇
大
神
は
御
稜
威
逸
早
く
世
人

書

量

は

へ

み

つ

し

ほ

い

や

ま

し

お

は

し

ま

せ

を
幸
給
ひ
守
り
給
ふ
事
、
満
潮
の
弥
益
に
御
坐
ぱ
、
種
麿
祈
申
し
願
申
事

か

ん

な

が

ら

量

E
し

臨

し

ま

す

み

指

し

は

を
、
神
在
随
安
く
平
く
ぞ
聞
食
、
真
寸
美
の
鏡
押
羽
ぷ
る
事
の
知
く
、
上

E
Sも
も

〈

ま

晶

か

っ

ぽ

つ
大
御
代
の
大
御
手
風
等
百
隈
を
落
ち
ず
、
明
ら
に
審
ら
に
教
給
ひ
悟
ら

わ

ウ

掬

ラ

ヤ

カ

ラ

世

ヂ

ヨ

や

そ

つ

づ

邑

と

き

は

か

告

は

い

か

や

し
め
給
ひ
、
叉
僕
が
親
族
産
子
の
八
十
綿
連
も
常
盤
に
堅
磐
に
厳
し
弥

を

巴

か

ひ

ぎ

担

り

ふ

う

う

な

藁
枝
の
如
く
に
立
栄
し
め
給
へ
と
、
小
庫
な
す
膝
折
伏
せ
、
鵜
じ
も
の
頚

ね
つ
曇
白
き

根
衝
抜
て
恐
み
恐
み
も
申
す
。

神
山
の
う
ち
、
何
と
な
く
か
ぐ
は
し
く
、

う
た寄
に
、
榊
葉
の
か
を
か
ぐ
は
し
み
、

心
も
す
が
/
¥
く
、

と
う
た
へ
る
も
、

か
ぐ
ら

か
の
神
楽

そ
と
お
も
ひ
え
侍
り
ぬ
。
祭
終
り
て
、
神
主
の
斎
屋
に
て
え
ら
ぎ
す
。

か
L
る
を
り
に
乙

た
き
ぱ
な
由
量

(
四
月
)
十
七
日
。
お
の
れ
が
家
に
在
し
橘
樹
を
も
て
ま
ゐ
り
し
を
、

御
前
に
う
与
と
て
、
そ
へ
て
た
て
ま
つ
る
寄

霜
お
け
ど
い
や
常
葉
な
る

し
ら
に
苦
て

白
和
幣
か
け
し
づ
枝
に

9 

と
乙
よ
も
の

ゐ
り
て

か
し
と
き
や

青
に
ぎ
て
か
け

神
の
御
前
に

あ
へ
た
ち
ば
な

は
ろ
/
¥
に

ほ
り
う
ゑ
て

ほ
っ
枝
に

い
乙
じ
ま

の
み
ま
つ
ら
く



お
き
つ

宗
像
の
郡
の
瀦
津
し
ま
に
、

(
防
人
}

さ
き
も
り
に
ま
か
る
。

そ
の
よ
し
い
さ
き
か
物

に
書
き
つ
く
。

2 

うしはき

此
島
を
手
吐
ま
す
大
神
は
、
宗
像
の
三
柱
の
皇
神
の
う
ち
、

か
ん
み
い
づ

に
お
は
し
ま
す
。
神
御
稜
威
た
だ
は
し
く
ま
せ
ば
、
旅
だ
つ
べ
き
ま
へ
っ
か

一
柱
の
大
神

ゆ
ま
は
り
清
ま
は
り
て
、
家
の
内
を
も
は
ら
ひ
、
か
り
に
も
け
が

。
。
。
か
ど
で
。
。
。
。
。
。
。
〔
八
幡
}
。

ら
は
し
き
こ
と
な
か
ら
ま
く
す
。
け
ふ
は
首
途
な
れ
ば
と
て
、
鳥
飼
の
社
の

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

神
づ
か
さ
を
招
き
て
、
は
ら
へ
の
わ
ざ
な
ど
請
ふ
。
(
中
略
)
古
言
に
心
ょ
せ

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
(
ふ
み
)

0

0

0

0

0

0

。
。
。

あ
る
人
々
、
お
ひ
/
¥
お
の
が
も
た
る
本
な
ん
ど
舘
し
て
あ
た
ふ
。

た
よ
り
、

3 

E
ι
 

四
月
期
日
、
同
じ
所
(
大
島
)
な
り
。
読
津
し
ま
に
わ
た
る
人
々
、
愛
よ
り
、

朝
ご
と
に
海
に
入
て
身
そ
ぎ
す
。
そ
も
/
¥
此
浦
は
、
い
っ
し
き
皇
神
の
静

〔
気
)

ま
り
ま
す
け
に
や
、
人
ご
と
に
、
物
い
は
ひ
し
て
、
け
が
ら
は
し
き
乙
と
を
、

い
た
く
忌
は
Y
か
る
。
身
ま
か
り
た
る
を
い
む
は
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
女
の

コ
ト
イ
ヘ

月
の
け
が
れ
あ
る
を
ば
、
別
戸
を
つ
く
り
て
、
主
の
家
に
い
る
』
乙
と
な
し
。

ょ
の
つ
ね
は
な
ほ
ざ
り
に
打
過
す
こ
と
を
も
、
此
浦
人
は
つ
h

そ
の
ほ
か
、

し
み
て
、
か
り
に
も
犯
す
こ
と
な
し
。
(
中
略
)
い
づ
乙
も
、
み
や
ζ

め
き
た

る
所
は
、
人
の
心
・
8
か
し
だ
ち
て
、
物
い
み
な
ど
す
る
を
ば
、
愚
な
る
と
と
フ
リ

か
〉
る
ひ
な
び
た
る
所
に
は
、
か
へ
り
て
古
の
風
の

に
い
ひ
あ
ふ
め
る
を
、

残
れ
る
も
の
也
。

4 

す
ベ

績
の
し
ま
は
い
づ
乙
ぞ
、
と
見
れ
ど
見
え
ず
。
北
の
か
た
は
、
九
て
何
も

(
間
同
】

み
え
ず
。
猶
め
い
た
き
迄
み
る
に
、
辛
く
し
て
浪
の
ひ
ま
よ
り
見
出
た
り
。

津
し
ま
の
少
し
東
の
方
に
、
嶺
二
あ
る
が
、
海
の
中
よ
り
も
の
h
角
さ
し
出

し
た
ら
ん
が
如
し
。
「
お
の
が
行
べ
き
嶋
は
あ
れ
に
こ
そ
」
と
い
ふ
に
、
皆
人

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

肝
ぎ
え
た
り
。
い
か
で
一
た
び
は
御
嶋
に
ま
ゐ
り
て
し
か
な
、
と
心
に
ね
ぎ

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

し
か
ど
、
い
ま
か
く
も
の
す
べ
し
と
は
思
ひ
か
け
ざ
り
し
を
、
い
と
た
ふ
と

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

く
て
、
遣
に
を
ろ
が
み
ま
つ
り
て

い
つ
し
か
も
見
む
と
お
ひ
し
む
な
か
た
の
沖
つ
御
島
を
見
る
が
と
も
し
さ

5 

よ
そ
ひ
た
h
せ
よ
、
わ
れ
(
神
主
河
野
氏
)
も
共
に
舟
出
せ
ん
」

かみなか

と
て
漕
出
た
り
。
神
中
(
海
の
途
中
)
に
行
け
る
時
、
手
向
す
と
て
、

品

を

み

は

ら

さ

き

蒼
海
原
神
の
み
な
か
に
ぬ
き
ま
つ
り
幸
く
も
が
も
と
と
ひ
の
む
わ
れ
は

ひ

だ

み

草

り

む

か

ふ

す

〈

-S

左
り
右
見
め
ぐ
ら
せ
ど
、
向
伏
雲
の
み
也
。
あ
へ
て
漕
出
し
七
の
舟
は
、
木

葉
の
う
き
た
ら
ん
よ
り
も
ち
ひ
さ
し
。
浪
の
た
つ
と
に
は
あ
ら
ね
ど
、
大
海

ふなす

の
ゆ
ら
ふ
に
、
人
々
心
あ
し
み
(
船
酔
)
し
て
、
か
し
ら
を
舟
賓
に
あ
て
h
、

物
を
も
え
い
は
ず
。
舟
子
ど
も
は
、
「
神
の
御
心
に
か
な
ひ
玉
へ
る
人
々
に

乙
そ
あ
ら
め
。
年
ご
と
に
行
か
へ
ど
も
、
か
与
る
し
づ
け
き
海
を
わ
た
り
し

ち
骨

折
な
ん
な
き
」
と
ぞ
い
ふ
。
近
づ
く
ま
に
/
¥
仰
ぎ
み
れ
ば
、
其
8
ま
い
と

ひ
と
〈
に
た
だ
よ
ひ
っ
き
す
め
ら
苦
し
ろ
し
め
す
〈
向
ち

あ
や
し
く
て
、
他
国
に
漂
着
た
る
心
し
て
、
天
皇
の
所
食
圏
内
と
も
お
も

「
い
ぎ
、

は
え
ず
。



叉
真
淵
を
も
祖
師
と
し
て
常
に
追
慕
は
し
て
ゐ
た
が
、
歌
は
真
淵
に
比
し
て

た
と
ひ
気
韻
に
乏
し
い
幡
は
あ
る
が
、
格
調
が
よ
り
醇
で
あ
っ
た
。
乙
の
点

も
と
よ
し

に
於
て
は
む
し
ろ
(
平
賀
)
元
義
な
ど
に
迫
る
も
の
が
あ
る
が
、
惜
し
い
か

E
ん
ど
う
は
る
ひ
E

な
気
瞬
に
欠
け
て
ゐ
る
。
寛
政
九
年
に
同
門
の
近
藤
春
彦
が
長
崎
に
下
る
途

次
、
翁
を
訪
ね
て
来
た
時
の
事
を
、
其
の
「
四
万
賓
客
来
訪
」
と
い
ふ
備
忘

の
帳
に
記
し
て

す
す
由
宇

鈴
屋
翁
(
宣
長
)
の
門
人
の
よ
し
耳
聞
を
尊
と
し
て
諸
国
を
臨
す
れ
ど
も
其

歌
も
未
熟
に
し
て
殊
に
古
言
を
し
ら
ず
浅
学
と
い
ふ
べ
し

と
言
っ
て
ゐ
る
。
当
時
三
十
二
歳
の
翁
が
、
四
十
余
歳
(
翁
自
ら
記
し
て
あ
る
)

の
春
彦
に
対
し
て
か
う
評
し
た
の
は
、
学
聞
に
於
て
作
歌
に
於
て
如
何
に
自

・
負
し
て
ゐ
た
か
が
分
る
と
同
時
に
、
和
歌
は
古
言
を
以
て
読
む
も
の
と
し
て

ゐ
る
信
条
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
実
に
此
の
時
代
に
は
未
だ
形
を
主
と
し

て
ゐ
た
人
が
多
か
っ
た
の
だ
。
翁
は
頭
が
余
り
古
典
研
究
に
傾
き
過
ぎ
、
常

に
考
証
的
思
考
に
向
っ
て
ゐ
て
、
要
す
る
に
内
容
に
清
新
味
が
欠
け
、
詩
趣

に
乏
し
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
(
黒
点
筑
紫
)
。
し
か
し
鈴
屋
門
下
と
し

て
は
そ
の
学
問
と
共
に
作
歌
も
一
二
に
伍
す
る
事
が
出
来
る
。
翁
の
性
格
は

大
半
が
温
和
篤
実
な
る
人
物
と
言
っ
て
ゐ
る
や
う
に
、
其
の
肖
像
画
を
見
て

も
面
容
極
め
て
温
雅
の
人
と
思
は
れ
る
が
、
其
の
割
合
に
読
口
に
歌
才
が
あ

り
、
か
つ
気
力
が
あ
る
も
の
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
而
も
九
州
に
於
て
は

重
き
を
な
す
人
、
殊
に
あ
の
時
代
に
古
風
を
読
ん
だ
一
人
者
で
あ
ら
う
と
思

ふ
。
若
し
翁
を
し
て
永
く
江
一
戸
に
在
ら
し
め
、
新
古
そ
の
一
方
に
徹
底
せ
し

め
た
な
ら
ば
、
更
に
進
境
を
見
て
歌
人
と
し
て
名
を
な
し
た
か
も
知
れ
な
い

と
思
ふ
の
で
あ
る
。

と
詳
述
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
み
て
も
、
種
信
に
と
っ
て
、
乙
の
防

人
日
記
が
、
そ
の
歌
人
的
生
涯
に
と
っ
て
の
記
念
塔
と
も
い
う
べ
き
重
要
性
を

も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

口

国
学
者
種
信
と
し
て
の
渡
島

「
本
論
の
ご
で
は
、
種
信
の
万
葉
的
素
養
の
た
だ
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
春
日

政
治
の
立
言
に
し
た
が
っ
て
、
あ
ら
あ
ら
実
検
し
了
っ
た
。
防
人
日
記
の
基
調

に
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
を
は
じ
め
、
い
わ
ゆ
る
国
学
的
な
学
殖
の
広
く
深
く

存
す
る
乙
と
は
、

乙
の
日
記
を
す
乙
し
丹
念
に
読
み
す
す
ん
で
み
た
ら
、
何
人

乙
の
「
本
論
の
二
」
で
は
、
実
は
、

に
も
感
得
さ
れ
る
事
実
で
あ
ろ
う
。

乙
の

そ
の
よ
う
な
学
殖
に
自
信
を
も
っ
た
種
信
が
、
六
か
年
に
わ

た
る
江
戸
生
活
の
聞
に
蓄
積
し
た
学
力
の
ほ
ど
を
、
わ
が
郷
土
に
お
い
て
、
実

い
み
じ
く
も
見
事
に
成
功
し
た
業
績
で
あ
り
、
し
か
も
な

防
人
日
記
乙
そ
、

証
し
よ
う
と
し
て
、

ぉ
、
そ
の
こ
と
を
、
沖
ノ
島

l
l宗
像
三
神
の
神
畏
に
か
な
う
も
の
と
し
て
、

信
仰
的
な
色
彩
を
と
め
て
綴
っ
た
も
の
で
、
柳
園
国
学
の
出
発
宣
言
に
ひ
と
し

い
文
献
で
あ
る
こ
と
を
、
種
信
の
日
記
の
文
章
の
抽
出
に
よ
っ
て
証
明
し
て
み

た
い
。

1 

寛
政
の
六
と
せ
こ
七
九
五
)

と
い
ふ
と
し
の
弥
生
(
三
月
)

の
廿
八
日
、



え

え

お

ほ

う

み

み

な

そ

E

た
ま

か
づ
き
得
て
わ
れ
に
得
し
め
よ
大
海
の
水
底
て
ら
し
し
づ
く
し
ら
玉

か

み

く

し

ろ

な

み

ま

ひ

ろ

わ
た
つ
み
の
神
の
釧
や
た
え
ぬ
ら
ん
浪
聞
に
拾
ふ
あ
は
み
し
ら
た
ま

註
四
五

わ
れ吾
は
も
や

や
す
み

E
え

み

な

ひ

と

え

が

て

や

す

み

E
え

。
わ
れ
は
も
や
安
見
児
得
た
り
皆
人
の
得
難
に
す
と
ふ
安
見
児
得
た
り
:
.... 

ニ
・
九
五

わ

た

し

ら

た

ま

え

み

な

ひ

と

え

し

ち

た

い

え

吾
は
も
や
白
玉
得
た
り
皆
人
の
得
が
て
に
す
と
ふ
白
玉
得
た
り

註
四
六

品

ま

か

は

と

っ

き

ひ

と

天
の
河
門
・
月
人
の

ひ
ζ
ぼ
し
た
な
ば
た
つ
め

ζ
よ

ひ

あ

あ

ま

か

は

と

な

み

た

O
彦
星
と
織
女
と
今
夜
逢
ふ
天
の
河
内
に
波
立
つ
な
ゆ
め

一0
・
二

O
四
O

も

み

宮

と

き

っ

き

ひ

と

か

へ

で

え

だ

い

ろ

み

O
黄
葉
す
る
時
に
な
る
ら
し
月
人
の
楓
の
枝
の
色
づ
く
見
れ
ば一
0
・
一
二

O
ニ

っ

き

ぴ

と

か

は

ふ

な

で

月
人
の
あ
ま
の
河
と
を
船
出
し
て
い
づ
こ
と
ま
り
と
さ
し
て
い
く
ら
ん

註
四
七
し
か
し
け
ら
し
も

品

め

っ

ち

と

も

ひ

き

い

つ

己

〈

し

み

た

ま

し

。
天
地
の
共
に
久
し
く
言
ひ
継
げ
と
此
の
奇
魂
敷
か
し
け
ら
し
も
:
:
:

五
・
八
一
四

自

ら

よ

す

め

が

み

ζ
白

と

E
ろ

後
の
代
に
い
ひ
つ
ぐ
が
ね
と
皇
神
の
此
あ
と
所
し
か
し
け
ら
し
も

二
O

ほ

や

き

と

ろ

色

申

か

り

し

ほ

註
五

O

塩
焼
衣
・
和
布
苅
塩
や
き

し

か

あ

ま

し

ほ

や

き

己

ろ

色

な

と

ひ

わ

O
志
賀
の
白
水
郎
の
塩
焼
衣
積
れ
ぬ
れ
ど
恋
と
ふ
も
の
は
忘
れ
か
ね
つ
も

一
一
-
一
一
六

し

か

ゐ

ま

め

か

し

ほ

ゃ

い

と

ま

け

ず

り

を

ぐ

し

と

み

O
志
可
の
海
人
は
藻
刈
り
塩
焼
き
眼
な
み
髪
杭
の
小
櫛
取
り
も
見
な
く
に

了
二
七
八

〔
以
上
・
下
巻
〕

防
人
日
記
に
お
け
る
種
信
の
万
葉
的
歌
風
の
検
討
は
、

乙
れ
で
一
応
終
る
こ

と
に
す
る
が
、

こ
の
歌
風
に
つ
い
て
の
春
日
政
治
の
説
を
読
ん
で
み
よ
う
。

柳
園
集
に
は
寛
政
四
年
二
十
七
歳
の
頃
か
ら
の
詠
が
載
っ
て
ゐ
る
か
ら
、

防
人
日
記
の
歌
は
翁
と
し
て
は
初
期
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
江
戸
に
於

て
万
葉
集
を
研
究
し
た
直
後
で
は
あ
り
、
未
だ
妻
帯
も
し
な
い
壮
年
で
あ
り

(
翁
は
三
十
三
歳
に
し
て
始
め
て
久
野
氏
を
喪
っ
た
。
)
、
殊
に
沖
島
御
番
と
い
ふ
境

遇
が
妙
で
あ
っ
て
、
十
分
防
人
気
分
に
な
る
と
と
が
出
来
た
で
あ
ら
う
し
、

而
も
総
べ
て
が
実
境
に
臨
ん
だ
実
感
か
ら
湧
出
て
ゐ
る
(
圏
点
筑
紫
)
O
-

翁
も

寛
政
十
一
年
噴
に
は
、
歌
に
つ
い
て
宜
長
か
ら
注
意
を
受
け
て
ゐ
る
こ
と
が
、

現
容
の
宜
長
か
ら
の
手
紙
で
も
知
れ
る
が
、

さ
う
し
た
時
の
方
が
、
堂
々
た

る
先
生
に
な
っ
て
む
や
み
に
題
詠
を
し
た
り
、
他
人
に
乞
は
れ
て
強
ひ
て
作

っ
た
り
す
る
歌
よ
り
も
漉
刺
と
し
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
。
翁
の
歌
が
新
古
を
並

べ
詠
ん
だ
の
は
、
も
と
は
宜
長
に
倣
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
彼
の
古
風

だ
け
は
自
分
の
万
葉
研
究
か
ら
自
然
に
道
り
出
て
来
た
ら
し
く
、
徒
ら
に
宣

長
に
模
し
た
跡
は
見
え
な
い
。
寧
ろ
師
に
譲
ら
芯
る
生
気
が
表
れ
て
ゐ
る
。



せ

E

E

縄

や

ま

よ

点

E
ど

り

き

み

よ

よ

ム

。
わ
が
背
子
を
な
越
し
の
山
の
呼
子
鳥
君
呼
び
か
へ
せ
夜
の
更
け
ぬ
と
も

一
0
・
一
八

ζ
た

よ

と

よ

よ

点

E
ど

り

さ

ほ

や

ま

ベ

の

ぼ

く

だ

。
答
へ
ぬ
に
な
呼
ぴ
響
め
そ
呼
子
鳥
佐
保
の
山
辺
を
上
り
下
り
に一0
・
一
八
二
八

あ

き

か

す

み

や

へ

や

ま

乙

よ

点

E
ど

り

な

な

〈

や

ど

O
朝
霞
八
重
山
越
え
て
呼
子
鳥
鳴
き
や
汝
が
来
る
屋
戸
も
あ
ら
な
く
に

一
0
・
一
九
四

E

や

み

わ

が

ゆ

く

み

ち

ど

り

木
の
く
れ
暗
た
と
き
も
し
ら
に
お
ぼ
ほ
し
く
哉
行
道
に
た
れ
よ
ぷ
こ
鳥

つ
の
し
ま

註
三
九
角
嶋
(
長
門
国
)

つ

白

し

ま

せ

と

わ

か

ゆ

ひ

と

あ

ら

に

き

め

O
角
島
の
迫
門
の
稚
海
藻
は
人
の
む
た
荒
か
り
し
か
ど
わ
が
む
た
は
和
海
藻
・

一
六
・
三
八
七

あ

き

の

は

ぎ

な

し

か

っ

由

し

ま

な

み

み

秋
の
野
の
萩
ふ
み
し
だ
き
鳴
く
鹿
の
つ
づ
く
角
嶋
浪
ま
よ
り
見
ゆ

百
ふ
ね
の
津
し
ま

色

も

ふ

ね

は

つ

し

ま

あ

き

ら

や

ま

し

ぐ

れ

晶

め

。
百
船
の
泊
つ
る
対
馬
の
浅
茅
山
時
雨
の
雨
に
も
み
た
ひ
に
け
り
:
:
:

註
四
O

一
五
・
三
六
九
七

ゆ

ふ

だ

ち

も

-b

つ

〈

も

し
ら
ぎ
ベ
に
夕
立
す
ら
し
百
ふ
ね
の
津
し
ま
の
ね
ろ
ゆ
雲
ゐ
た
ち
く
も

〔
以
上
・
上
巻
〕

註
四

石:;
綱Z

い

は

つ

な

を

な

ら

み

や

E

み

O
石
綱
の
ま
た
変
若
ち
か
へ
り
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
を
ま
た
見
な
む
か
も

六
-
一

O
四
六

O 
拷?註
縄づ四
の二

新t拷そ
羅苦角2
のの
国tiし
ゅら
ぎ
の
国よ

忌

e
F」

よ
し
と
聞
し
て

ひ
と
ご
と

人
言
を

三
・
四
六
O
(長
歌
)

き

と

た

く

つ

の

〈

に

〈

色

み
る
郷
の
か
た
り
に
せ
ん
を
拷
角
の
し
ら
ぎ
の
固
に
雲
な
た
な
び
き

ゆ
き
白
む
ら
む

註
四
三
雪
連ゆ
き
白
や
か
ま
ろ

O
右
の
一
首
は
、
雪
宅
麿
の
な
り
。
(
左
記
)
:
:
:
一
五
・
三
六
四
四

ゆ

き

白

む

ら

じ

ゃ

か

ま

ろ

え

や

み

み

ま

か

O
(遺
新
羅
使
人
)
壱
岐
の
島
に
到
て
、
雪
連
宅
満
の
忽
に
鬼
病
に
遇
ひ
て
死
去

り
し
時
に
作
る
歌
一
首
(
題
調
)

一
五
・
三
六
八
八

し
ら
た
ま

し
づ
く
白
玉

う

み

そ

E

し

ら

た

ま

か

ぜ

ふ

う

み

晶

と

や

O
海
の
底
し
づ
く
白
玉
風
吹
き
て
海
は
荒
る
と
も
取
ら
ず
は
止
ま
じ
:
・
・
.. 

註
四
四

七
・
一
三
一
七

み

な

そ

己

し

ら

た

ま

た

れ

E
E
ろ

-

b

O
水
底
に
し
づ
く
白
玉
誰
ゆ
ゑ
に
心
つ
く
し
て
わ
が
思
は
な
く
に七
・
一
三
ニ
O

あ

ふ

み

う

み

し

づ

し

ら

た

ま

し

乙

ひ

い

ま

ま

さ

O
淡
海
の
海
部
着
く
白
玉
知
ら
ず
し
て
恋
せ
し
よ
り
は
今
乙
そ
益
れ

一
一
・
三
四
四
五

九



い

に

し

へ

ひ

と

い

お

い

ひ

と

を

み

づ

位

指

た

ぎ

せ

O
古
ゆ
人
の
言
ひ
け
る
老
人
の
変
若
っ
と
ふ
水
そ
名
に
負
ふ
滝
の
瀬

a-

を
ち
み
づ

持
て
る
変
若
水

っ
き
よ
み

O
月
読
の

量

み

ま

君
に
奉
り
て

い
取
り
来
て

を

5

1

変
若
得
し
む
も

の
:
:
:
一
三
・
三
二
四
五
(
長
歌
)

円い
V

ひ

と

み

づ

お

き

い

は

晶

お
ひ
人
の
わ
か
ゆ
と
ふ
水
ぞ
沖
つ
し
ま
あ
り
そ
の
岩
井
い
ざ
む
す
び
て
な

E
が
ね
は
な
き

註
三
三
黄
金
花
咲
く

す

め

ら

き

み

よ

害

か

晶

づ

ま

み

ち

の

4
や
ま

E
が
ね
は
な
書

O
天
皇
の
御
代
栄
え
む
と
東
な
る
陸
奥
山
に
黄
金
花
咲
く
:
:
:

註
三
四

は
し
り
ゐ

走
井

一
八
・
四
O
九
七

担

た

曹

は

し

り

ゐ

み

づ

主

よ

申

O
落
ち
激
つ
走
井
の
水
の
清
く
あ
れ
ば
お
き
で
は
わ
れ
は
去
き
か
て
ぬ
か
も
:
・

:
・
七
・
一
一
一
一
七

ま

は

な

い

は

は

し

り

ゐ

目
か
が
や
く
こ
が
ね
花
さ
く
岩
の
ま
ゆ
い
づ
る
走
井
の
む
は
し
よ
し
も

み

な

そ

己

申

つ

い

は

は
し
り
ゐ
の
水
底
さ
へ
に
て
る
ま
で
に
五
百
箇
岩
む
ら
に
く
か
ね
か
が
よ
ふ

羽虫岩足
易Z根五
なのさ
づ山吉く
みにみ
来E て
しわ
カま
恋E
ーふ
ーる

O 

長
歌

根ね受注註
さ烏t三
くの'五
み
て

い

ま

い

ま

妹
は
座
す
と

ひ

と

い

人
の
言
へ
ば

石信

た

ま

か

み

書

量

色

り

い

は

玉
ち
は
ふ
神
に
つ
か
ふ
と
崎
守
は
岩
ね
さ
く
み
て
け
ふ
も
ま
ゐ
で
す

た
か
だ
か

註
三
六
高
々
に
ま
つ

し

ら

〈

も

や

ま

た

か

だ

か

お

色

い

色

み

O
白
雲
の
た
な
び
く
山
の
高
高
に
わ
が
思
ふ
妹
を
見
む
よ
し
も
が
も
:
・
:
・

四
・
七
五
八

1¥ 

い

そ

由

か

み

ふ

る

た

か

は

し

た

か

だ

か

い

も

ま

よ

ふ

O
石
上
布
留
の
高
橋
高
々
に
妹
が
待
つ
ら
む
夜
そ
更
け
に
け
る=
了
二
九
九
七

と

よ

く

に

き

4

た

か

は

ま

た

か

だ

か

き

み

ま

よ

よ

O
豊
国
の
企
救
の
高
浜
高
高
に
君
待
つ
夜
ら
は
さ
夜
ふ
け
に
け
り
=
了
三
二
二
O

お

色

ち

ち

つ

ま

己

た

か

だ

か

E

ま

ひ

と

か

は

O
母
父
も
妻
も
子
ど
も
も
高
高
に
来
む
と
待
ち
け
む
人
の
悲
し
さ
・
:
:
・

一
一
一
了
三
三
三
七

た

か

だ

か

わ

れ

み

や

ま

な

高
々
に
ま
つ
吾
を
お
き
て
深
山
ベ
に
鳴
く
べ
き
も
の
か
し
こ
ほ
と
と
ぎ
す

ど
り

E
え

註
三
七
か
ほ
鳥
の
声

は

る

ひ

か

す

が

や

ま

た

か

〈

ら

O
春
日
を
春
日
の
山
の
高
座
の

か
ほ
ど

b

ま

し

ぼ

な

容
烏
の
聞
な
く
数
鳴
く
:
:
:
三
・
一
ニ
七
二
(
長
歌
)

み

か

き

や

ま

三
笠
の
山
に

品
書朝
き
ら
ず

，、a
・
雲
ゐ
た
な

ぴ
き

は

る

か

す

が

や

ま

O
春
に
し
な
れ
ば
春
日
山

ど

り

ま

し

ぼ

な

鳥
は
聞
な
く
数
鳴
く
:
:
:
六
・
一

O
四
七
(
長
歌
)

か
ほ
ど

b

ま

な

し

ぱ

な

は

る

由

〈

書

ね

し

げ

E
ひ

O
貌
鳥
の
間
無
く
数
鳴
く
春
の
野
の
草
根
の
繁
き
恋
も
す
る
か
も
・
・
・
:
・

み

か

事

由

ベ

三
笠
の
野
辺
に

発;
己

〈

れ

木
の
晩
乙
も
り

貌在

一
0
・
一
八
九
八

ど
り

よ
ぷ
乙
烏

か

む

な

ぴ

い

は

ぜ

も

り

よ

占

ζ
ど

り

な

E
ひ

O
神
名
火
の
伊
波
瀬
の
社
の
呼
子
鳥
い
た
く
な
鳴
き
そ
わ
が
恋
ま
さ
る
・
:

註
三
八

八
-
一
四
一
九

よ

由

つ

ね

き

〈

畠

よ

B
E
ど

り

己

主

と

き

O
尋
常
に
聞
く
は
苦
し
き
呼
子
鳥
声
な
つ
か
し
き
時
に
は
な
り
ぬ八
-
一
四
四
七



い

は

れ

す

は

っ

せ

や

ま

い

っ

ζ

よ

ふ

。
つ
の
さ
は
ふ
磐
余
も
過
ぎ
ず
泊
瀬
山
何
時
か
も
越
え
む
夜
は
更
け
に
つ
つ

:
・
三
・
二
八
二

い

は

れ

や

ま

し

ら

た

へ

か

か

く

も

お

は

き

み

。
つ
の
き
は
ふ
石
村
の
山
に
自
陣
怖
に
懸
れ
る
雲
は
わ
が
大
君
か
も
一
一
一
了
三
三
二
五

註
二
八
か
し
ふ
り
た
つ
る

ふ

ね

は

か

し

ふ

た

い

ほ

り

な

と

え

は

ま

ベ

す

。
舟
泊
て
て
般
相
振
り
立
て
て
庫
せ
む
名
子
江
の
浜
辺
過
ぎ
か
て
ぬ
か
も

七
・
一
一
九
O

相

ほ

点

ね

か

し

ふ

た

な

み

き

よ

ま

り

ふ

う

ら

せ

O
大
船
に
賊
胴
振
り
立
て
て
浜
清
き
麻
里
布
の
浦
に
や
ど
り
か
為
ま
し

一
五
・
三
六

品

を

な

み

そ

で

白

E

ム

ね

か

し

ふ

ほ

ど

よ

ふ

。
青
波
に
袖
さ
へ
濡
れ
て
漕
ぐ
船
の
賊
洞
振
る
程
に
さ
夜
更
け
な
む
か

二

0
・四

つ

の

事

は

ふ

い

は

せ

い

そ

し

ほ

か

し

あ

ま

つ

り

角
障
経
岩
瀬
の
磁
に
潮
ま
っ
と
椛
胴
ふ
り
た
つ
る
蜜
の
釣
ふ
ね

た
ち
ば
な

註
二
九
橘
・
い
や
常
葉

た

ち

ば

な

み

は

な

は

え

だ

し

も

ふ

と

ζ
は

き

O
橘
は
実
さ
へ
花
さ
へ
そ
の
葉
さ
へ
枝
に
霜
降
れ
ど
い
や
常
葉
の
樹
・

六
・
一

O
O
九

0，.-
l乙橘五註
到EのE三
れ O
ば成な

.れ橘
霜Iる
置おそ
けの
ど実み
もは

そ直2
の照て
葉はり
もに
枯カ》

れ弥2
ず見ι
カま
常t欲ほ
磐忌し
なく
す
み

い雪2
ゃー降よ
栄ιる
映は
え冬3

木ζl乙
の然主
実みれ
と乙
名そ
づ
け
ら
し
も

八

四

た
ち
ば
な
と
き

乙
の
橘
を
時
じ
く
の

か

み

み

よ

神
の
御
代
よ
り

番号
の

よ
ろ宜
し
な
へ

(
長
歌
)

反
歌
一
首

な

た

ち

ば

な

は

み

み

と

き

み

ほ

O
橘
は
花
に
も
実
に
も
見
つ
れ
ど
も
い
や
時
じ
く
に
な
ほ
し
見
が
欲
し
:
:
:

一
八
・
四
一
一
二

れり白t霜t
のて和正お
藁は 幣モけ
のかかど
しけ
とこ い
こきしゃ
しゃづ常2

皇Eき 枝ぇ葉は
神宮が神主にな
の咋如Eの る
御子 御み青雲
魂まこ前主にもと
たれにぎこ
ぱのほてよ
り実みりかも
てのうけの
ゑ
て

ぇ

ほ
つ
枝
に

あ
へ
た
ち
ば
な

は
ろ
ム
¥
に

い
こ
じ
ま
ゐ

の
み
ま
つ
り

く
万れま
代?
lこm こ

さ
か

反Fえ
歌孟を
ゆ
か
ん

ちか
はぐ
ひは
給量し
はき
ねご
と

み

お

き

わ

れ

時
じ
く
の
か
ぐ
の
こ
の
実
を
ま
つ
り
置
て
我
も
あ
え
て
ん
そ
の
と
こ
し
き
に

さ
き
ぐ
幸

福
草
(
三
枝
)
の

ゆ

ふ

つ

つ

ゆ

ム

ベ

ね

0
タ

星

の

夕

に

な

れ

ば

い

S
寝
よ
と

書

き

ぞ

き

な

か

ね

三
枝
の
中
に
を
寝
む
と
:
:
:
五
・
九
O
四
(
長
歌
)

註

ち

ち

は

は

う

へ

な

さ

が

父
母
も
上
は
勿
下

て

た

づ

き

手
を
携
は
り

り

い

は

か

み

さ

き

ぐ

き

た

吋

〈

も

こ
立
し
か
も
岩
の
神
さ
び
福
草
の
み
か
み
の
獄
に
雲
ゐ
た
な
び
く

註
三
ニ

み
づ

わ
か
ゆ
と
ふ
水

た

色

と

お

も

ま

す

ら

告

を

ら

み

づ

も

と

し

ら

が

担

O
わ
が
挟
ま
が
む
と
思
は
む
大
夫
は
変
水
求
め
白
髪
生
ひ
に
た
り
・
・
:
:

四
・
六
二
七

七



か

ぜ

お

ほ

わ

れ

か

ね

な

み

風
ま
も
り
大
し
ま
の
へ
に
我
を
れ
ば
鐘
の
み
さ
き
に
し
ら
浪
た
つ
も

あ
め
や
す
か
は

天
の
安
河

りふ為註
交広照てこ
しνら二
す

八

四

五

長
歌

中
に
隔
て
て

む

か

に

向
ひ
立
ち

袖3
振ム

か

み

み

よ

神
の
御
代
よ
り

や

す

か

は

安
の
河

註

か
む神
が
ら
事

由

き

く

に

讃
岐
の
国
は

か
む
が
ら

神
柄
か

こ
こ

く
に
が
ら

国
柄
か

み

あ
見
れ
ど
も
飽
か
ぬ

O 
だh 玉5
貴=藻E
きとよ

し

O 

長
歌

よ
し
目

。
み
吉
野
の

あ

き

つ

み

や

靖
蛤
の
宮
は

く
に
が
ら

国
柄
か

み

ほ
見
が
欲

か
む
が
ら

神
柄
か

に
ふ
と
貴
く
あ
る
ら
む

し
か
ら
む
:
:
:
六
・
九
O
七
(
長
歌
)

か

む

が

ら

み

ほ

よ

し

の

た

き

か

ふ

ら

み

あ

O
神
柄
か
見
が
欲
し
か
ら
む
み
吉
野
の
滝
の
河
内
は
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

六
・
九
一

o

や

ま

と

〈

に

日
本
の
国
は

己

と

あ

げ

〈

に

言
挙
せ
ぬ
国

し
か然
れ
ど
も

わ
れ
は

か
む神
か
ら
と

O 
言E蛸f
挙5蛤る
すり島主

五
O 

長
歌

た

ち

ゃ

ま

ふ

お

け

ゆ

き

と

ζ

な

つ

み

あ

か

む

O
立
山
に
降
り
置
け
る
雪
を
常
夏
に
見
れ
ど
も
飽
か
ず
神
か
ら
な
ら
し

一
七
・
四
O
O
一

as註
乙 二二
り四

ム」
4b'ν
キ
ロ

ぁ
ゃ
に
と
も
し
き

た
か
て

高
照
ら
す

ひ

み

己

日
の
皇
子
二
-
二
ハ
一
一
(
長
歌
)

一六

き

か

乙

あ

ベ

た

-

b

b

つ

る

き

み

あ

す

O
坂
越
え
て
安
倍
の
田
の
面
に
居
る
鶴
の
と
も
し
き
君
は
明
日
さ
へ
も
か
も

-
:
一
四
・
三
五
二
三

み

お

き

み

し

ま

み

い
つ
し
か
も
見
む
と
お
も
ひ
し
む
な
か
た
の
沖
の
御
島
を
見
る
が
と
も
し
き

O 註
わ二
が五

貫白屋や
き.戸ど
垂'~ f乙
り

ゆ
ふ
た
す
き

た
か
だ
ま

竹
玉
を

い
は
ひ
べ

斎
金
を
す
ゑ

か
ひ ι

な枕T
I乙辺Z
懸かに

け
て

閉ま

御子
木?諸2
綿土を
律主立た
町て

て

な
く

い

は

ほ

す

主
同

h
p

司
リ
据
ゑ

=戸あ -

J6?哩
のョー
O 

神か長
祇み歌
l乙)

ゆ

ふ

だ

す

き

か

た

と

か

い

は

ひ

ベ

O
木
綿
棒
肩
に
取
り
懸
け
斎
金
を
「

z
t
s
a

の

い

た

す

べ

な

そ
わ
が
祈
む
甚
も
為
方
無
み
:
:
:
一
二
了
三
二
八
八

は

ふ

り

か

み

む
な
か
た
に
い
っ
く
祝
部
の
ゆ
ふ
た
す
き
か
く
る
も
か
し
こ
神
の
む
か
し
を

あ
づ
き
ゆ
み

註
二
六
梓
弓
は
る
は

あ

づ

き

ゆ

み

は

る

や

ま

ち

か

い

へ

を

つ

き

う

ぐ

ひ

す

O
梓
弓
春
山
近
く
家
居
れ
ば
続
ぎ
て
聞
く
ら
む
鴬
の
こ
ゑ
:
:
:

一
0
・
一
八
二
九

&」
a
p
b

・
岳
、
さ

あ
ip
，
害
時

h

i

f

2

2

梓
弓
は
る
は
く
れ
し
を
わ
た
つ
み
の
か
な
し
の
花
は
い
と
ど
咲
そ
ふ

註
二
七

角ニ
障主

石区経1
見返岩起
の瀬せ
海i
の

己
と言
さ
へ
く

か

ら

き

き

韓
の
崎
な
る

海
石
に
そ

O
つ
の
さ
は
ふ

ニ
・
一
三
五
(
長
歌
)



註
一
五

。か
立た畏L
たき、

ぬや

ふ

か

ぜ

の

ど

ふ

吹
く
風
も
和
に
は
吹
か
ず

た

さ

み

ち

立
ち
塞
ふ
道
を
:
:
:
一
=
了
三
三
三
五
(
長
歌
)

E
E
ろ

し

ら

な

み

た

わ
た
っ
み
も
心
あ
ら
な
ん
白
漉
の
立
さ
ふ
ぺ
し
ゃ
わ
ぎ
へ
の
あ
た
り

と神2立E
ゐのi さ2
波主渡5ふ5
のは ν

凡立
に
は

た

な

み

立
つ
波
も

註
二
ハ

い

づ

く

ふ

な

は

あ

れ

き

き

己

た

ゆ

た

な

な

し

を

ぷ

恒

O
何
処
に
か
船
泊
て
す
ら
む
安
礼
の
崎
漕
ぎ
廻
み
行
き
し
棚
無
小
舟

r、
町
e
漕
た
み
ゆ
け
ば

一
・
五
八

い

そ

き

き

E

た

ゆ

ゐ

ム

み

み

や

そ

み

な

と

た

づ

き

は

な

O
磯
の
崎
漕
ぎ
廻
み
行
け
ば
近
江
の
海
八
十
の
湊
に
鵠
多
に
鳴
く
三
・
二
七
三

う

み

そ

E
お

き

か

し

己

い

そ

み

E

た

ゆ

っ

き

、

O
海
の
底
沖
は
恐
し
磯
廻
よ
り
漕
ぎ
廻
み
行
か
せ
月
は
経
ぬ
と
も

O 
香か註
島と一
一嶺言八
ハの

八
八
O 

長
歌

註
一
七

O
に
ほ
ひ
よ
る

註
一
九

E
な瞳
の
わ
た
か
ぐ
ろ
き

己

よ

ち

子
ら
が
同
年
輩
に
は

み

な

わ

た

ぐ

ろ

が

み

蟻
の
腸
か
黒
き
髪
を

μ

、'ν
ま
櫛
も
ち

一
六
・
三
七
九

(
長
歌
)

円細ν
机J螺長
のえ子み
I@;!.し

zzi再
d浴室
d田Tご 旨口

芋み立
を語

も
あ
る
ひ

り

も

き

い
拾
ひ
持
ち
来
て

い
し
・
も

石
以
ち

つ
き
や
ぷ

突
破
り

か

み

み

や

わ
た
つ
み
の
神
の
宮

O 

えfEi
入~'乙
り'至::
居ゐり
て

昌信わ
f得た

者相若2
いの
も
せ
ず
神主
の
宮Z

死しの
l乙
も
せ
ず
し
て

-
つ
が
り
へ

内
の
重
の

妙?
永芸な向
きる
世ょ殿t
をに

よ
づ
書
携
は
り

あ
り
け

る
も
の
を
:
:
:
九
・
一
七
四
O
(長
歌
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かあ
ぐ J父
ろの
き乱、し
巌tま

E
也事
漕
た
み
ゆ
け
ば

高ま鎗2
くM の

ーたわ
万~ ~た
世1せ

あ

を

う

み

な

み

青
海
に
し
ろ
き
浪
た
つ

そ
ζ

〈
す

ち
ひ
ろ
の
底
ゆ
奇
し
く
も

し

た

だ

み

か

た

ち

い
は
ひ
も
と
へ
る
細
螺
子
の
象
な
し
つ
L

か

み

み

や

い

ろ

E

神
の
宮
こ
そ
鱗
な
す
や
か
す
は

み
や

E
E

そ
の
宮
は
差
に
ま
し
け
り

ゆ

き

み

や

行
て
は
や
み
ん
わ
た
の
宮

わ
た
つ
み
の

り

神Zそ
さの
びい
をは
るほ
か

其Z有?に
みと
かへ
ど
し
差Fた
!こーだ
まみ
しな
けすわ
り御子た
門主つ
もみ
あの
り

ん

か
し
こ
け
ど

反?そ
歌謡

き

つ

つ

み

う

い

し

な

み

と

と

な
り
か
よ
ひ
来
乍
か
く
昆
む
あ
へ
の
し
ま
鵜
の
す
む
石
に
よ
る
浪
の
如

な

ご

や

ま

名
児
山

相
ほ
な
む
ら
す
E
な

ぴ

こ

な

か

み

な

そ

O
大

汝

少

彦

名

の

神

乙

そ

は

名

づ

け

始

め

け

め

お

己

ひ

ち

へ

ひ

と

へ

な

ぐ

と
負
ひ
て
わ
が
恋
の
千
重
の
一
重
も
慰
め
な
く
に
:
:
:
六
・
九
六

註
二

O

な名
の
み
を

な

と

や

ま

名
児
山

か
ね鐘
の
み
さ
き

か

ね

み

き

き

す

わ

す

し

か

す

ゆ

が

み

O
ち
は
や
ぶ
る
金
の
岬
を
過
ぎ
ぬ
と
も
わ
れ
は
し
忘
れ
じ
志
賀
の
皇
神
:
:
・

註

七
・
一
二
三
O

一五



し

か

晶

ま

つ

り

点

ね

つ

な

晶

色

い

き

O
四
可
の
白
水
郎
の
釣
船
の
綱
堪
へ
な
く
に
と
乙
ろ
に
念
ひ
て
出
で
て
来
に
け

り
:
:
:
七
・
一
二
四
五

か

し

ほ

や

け

む

り

か

ぜ

た

や

ま

た

な

ひ

O
之
加
の
白
水
郎
の
塩
焼
く
煙
風
を
い
た
み
立
ち
は
の
ぼ
ら
ず
山
に
棚
引
く
・
:

:
・
七
・
一
二
四
六

し

か

晶

ま

け

ぶ

り

や

曇

た

や

し

ほ

か

ら

ιひ
わ

れ

O
壮
島
の
海
人
の
火
気
燐
立
て
て
燐
く
塩
の
辛
き
恋
を
も
吾
は
す
る
か
も
:
:
:

一
一
・
ニ
七
四
二

炉

つ

り

と

も

い

ぎ

り

ぴ

い

色

み

O
思
香
の
白
水
郎
の
釣
レ
燭
せ
る
漁
火
の
ほ
の
か
に
妹
を
見
む
よ
し
も
が
も

-
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一
ニ
・
三
一
七
O

は
な
{
磯
)

放
り
そ

R
に
み
げ
ゆ

hvら
じ

い

そ

は

は

り

そ

は

は

は

な

申

か

な

O
畳
薦
ギ
良
自
か
磁
の
離
磯
の
母
を
離
れ
て
行
く
が
悲
し
き

註
九

ニ
0
・
四
三
三
八

註
一

O

た
ま
も
か
る

な

に

直

が

た

し

ほ

ひ

い

た

ま

も

わ

あ

ま

を

と

由

な

紅

白

O
A一
難
政
調
:
潮
干
に
出
で
て
玉
藻
刈
る
海
未
通
女
ど
も
汝
が
名
告
ら
さ
ね

九
-
一
七
二
六

に

ま

も

か

晶

で

う

す

己

ひ

よ

ど

ζ

E
は

o
E藻
刈
る
井
堤
の
し
が
ら
み
薄
み
か
も
恋
の
淀
め
る
わ
が
心
か
も

一
一
二
一
七

(
そ
の
他
、
枕
調
に
多
用
さ
れ
て
い
る
)

h
p

晶

ま

住

八

を

岱

胞

は

な

註

九

佐

一

O
み

志
膏
の
蛋
の
小
野
つ
ら
な
へ
放
り
そ
の
あ
り
そ
の
う
へ
に
た
ま
も
か
る
見
ゆ

四

や

品

書

き

註
一
一
也
良
の
崎

抱

き

と

り

か

も

ふ

ね

か

へ

ζ

や

ら

さ

き

色

り

は

や

っ

げ

O
沖
つ
烏
鴨
と
ふ
船
の
還
り
来
ば
也
良
の
埼
守
早
く
告
げ
乙
そ
:
:
:

一
六
・
三
八
六
六

担

き

と

り

か

色

ふ

ね

や

ら

書

き

た

ζ

〈

量

ζ

E

O
沖
つ
烏
鴨
と
ふ
船
は
也
良
の
埼
廻
み
て
梼
ぎ
来
と
聞
え
来
ぬ
か
も

一
六
・
三
八
六
七

と

ま

り

は

み

か
ら
泊
の
と
の
う
ら
浪

註
一
こ

か

ら

と

ま

り

の

己

う

ち

な

み

た

ひ

い

へ

E

ひ

な

O
韓
亭
能
許
の
浦
波
立
た
ぬ
日
は
あ
れ
ど
も
家
に
恋
ひ
ぬ
日
は
無
し
:
:
:

一
五
・
三
六
七
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は

る

が

す

み

と

ま

り

な

み

み

春
霞
た
ち
か
く
し
た
り
か
ら
泊
の
こ
の
う
ら
浪
見
て
ま
し
も
の
を

か
ひ貝
を
ひ
り
ひ
て
ゆ
か
ん

か

へ

い

も

み

お

曇

し

ら

た

ま

ひ

り

ゅ

O
帰
る
さ
に
妹
に
見
せ
む
に
わ
た
つ
み
の
沖
つ
白
玉
拾
ひ
て
行
か
な

註

一
五
・
三
六
一
四

よ

ま

う

ら

担

き

し

ら

た

ま

ひ

り

担

み

ひ

と

な

O
多
麻
の
浦
の
沖
つ
白
珠
拾
へ
れ
ど
ま
た
そ
置
き
つ
る
見
る
人
を
無
み
・
:

一
五
・
三
六
二
八

か

ん

い

そ

ら

書

き

か

ひ

註

一

三

そ

で

神
さ
ぶ
る
磯
良
が
崎
に
よ
る
貝
を
ひ
り
ひ
て
ゆ
か
ん
袖
は
ぬ
る
と
も

か

や

や

ま

註
一
四
可
也
の
山

〈
書
ま
〈
ら
た
び
〈
る

E

を

か

や

や

ま

べ

を

し

か

な

O
草
枕
旅
を
苦
し
み
恋
ひ
居
れ
ば
可
也
の
山
辺
に
さ
男
鹿
鳴
く
も
一
五
・
三
六
七
四



い
そ
き
き
ず
き

O
磯
の
崎
崎

か

ぜ

あ

風
に
遇
は
せ
ず

恐t
のE
坂i病2
1乙あひ
ら
せ
ず
す

急主
け
く

あ

ら

な

み

荒
き
波

基
無
く

か

へ

た

や

そ

う

宮

ぴ

と

還
し
賜
は
ね
:
:
:
八
十
氏
人
の

白
き
ま
つ

幣
奉
り

た
む
げ

手
向
す
る

わ
れ

ま
か

は
ぞ
退
る

と

ほ

と

き

宮

遠
き
土
佐
道
を
:
:
:
六
・
一

O
一
一
二
(
長
歌
)

あ

ら

つ

う

み

白

書

ま

つ

い

は

は

や

か

へ

担

色

か

は

O
荒
津
の
海
わ
れ
幣
奉
り
斎
ひ
て
む
早
還
り
ま
せ
面
変
り
せ
ず一
二
・
一
二
二
一
七

お

き

な

み

き

み

沖
つ
渡
ち
へ
に
た
っ
と
も
ぬ
さ
ま
つ
り
君
し
い
の
ら
ば
あ
に
さ
は
ら
め
や

註

お

き

そ

か

ぜ

息
噺
の
風

O
大
野
山
露
立
ち
渡
る
わ
が
嘆
く
息
噺
の
風
に
審
立
ち
わ
た
る
・
..... 
五
・
七
九
九

は

ら

し

ま

き

り

き

み

か

ぜ

わ
た
の
原
嶋
の
さ
き
/
¥
雰
た
k

ば
君
が
お
き
そ
の
風
と
し
も
は
む

註
四

書

き

も

り

ら

あ

づ

ま

〈

K

お
ほ
う
み

防
人
等
が
東
の
国
よ
り
は
ろ
ム
¥
と
誤
働
を
わ
た
り
て
仕
へ
ま
つ
り

し
さ
ま

O
巻
二

O
に、

ひ
ょ
う
ぶ
し
よ
う
ゅ
う
お
お
と
色
白
や
か
・
も
ち

時
の
兵
部
少
輔
大
伴
家
持
の
長
短
歌
を
含
め
て
一

O
六
首
、

巻
一
四
に
五
首
ほ
ど
あ
る
。

た

く

ひ

れ

ひ

き

註
五
拷
領
巾
引
は
へ
た
ら
ん
や
う
に
て

た

〈

ひ

れ

か

ほ

い

も

な

せ

や

ま

か

O
拷
領
巾
の
懸
け
ま
く
欲
し
き
妹
が
名
を
乙
の
勢
の
山
に
懸
け
ば
い
か
に
あ
ら

む
:
:
:
三
・
二
八
五

た

く

ひ

れ

宮

ま

さ

か

や

ま

し

ら

っ

つ

E

い

色

し

め

O
細
領
巾
の
鷺
坂
山
の
白
関
商
わ
れ
に
に
ほ
は
ね
妹
に
示
さ
む
九
-
一
六
九
四

た

く

ひ

れ

し

ら

は

ま

な

み

よ

あ

あ

ら

い

も

E

を

O
拷
領
巾
の
白
浜
波
の
寄
り
も
肯
へ
ず
荒
ぶ
る
妹
に
恋
ひ
っ
っ
そ
居
る
:
:
:

一
一
・
二
八

{

反

対

に

】

き

み

た

〈

ひ

れ

し

ら

は

ま

な

み

よ

と

き

な

O
か
へ
ら
ま
に
君
乙
そ
わ
れ
に
拷
領
巾
の
白
浜
波
に
寄
る
時
毛
無
き

一
一
・
二
八
二
三

た

足p
姫ぷ
ぁ.>1> 
や神士
Ic:..の寸
畏tみ
しこ乙
と

註
六

O
懸
ま
く
は

か
み
み

E
と

神
の
命

か
ら
く
に

韓
国
を

た
ら
し
ひ
め

足
日
女

む

た

ひ

向
け
平
げ
て

:
・
五
・
八
一
三
(
長
歌
)

た

ら

し

ひ

め

み

ふ

ね

は

ま

つ

ら

う

み

い

も

ま

っ

き

へ

O
足
姫
御
船
泊
て
け
む
松
浦
の
海
妹
が
待
つ
べ
き
月
は
経
に
つ
つ
:
:
:

一
五
・
三
六
八
五

た

ら

し

ひ

か

み

川

み

ふ

ね

う

ち

足
姫
神
の
み
こ
と
の
い
で
ま
し
の
御
舟
は
て
け
む
浦
ち
か
づ
き
ぬ

か
し
ひ
が
た
し
ほ
ひ
う
ら

香
椎
潟
潮
干
の
浦

と

き

か

ぜ

ふ

か

し

ひ

か

た

し

ほ

ひ

う

ら

た

ま

色

カ

O
時
つ
風
吹
く
べ
く
な
り
ぬ
香
椎
潟
潮
干
の
浦
に
玉
藻
刈
り
て
な

註
七

六
・
九
五
八

し

か

あ

ま

註
八
志
賀
の
蜜

し

か

あ

ま

め

か

し

ほ

や

き

い

と

ま

け

づ

り

を

ぐ

し

と

み

O
然
の
海
人
は
藻
刈
り
塩
焼
き
隈
な
み
髪
杭
の
小
櫛
取
り
も
見
な
く
に

三
・
ニ
七
八



之
進
殿
二
百
石
御
旗
下
の
土
也
。
助
教
大
人
始
は
即
日
町
中
納
言
(
宗
武
)

た
ち
は
き

殿
へ
仕
へ
、
御
用
人
を
勤
め
給
ひ
、
野
田
帯
万
殿
と
い
ひ
け
る
。
今
は

あ

ら

わ

し

ム

み

〈

さ

ぐ

さ

退
隠
な
り
。
此
ぬ
し
厚
く
親
み
給
ひ
て
、
県
居
翁
の
著
給
へ
る
幸
一
同
種
々

E
-ヲ

万
葉
集
全
部
の
考
等
を
伝
へ
給
ひ
、
且
賀
茂
大
人
の
秘
置
れ
し
斉
明
紀

の
童
謡
の
解
を
も
自
ら
写
し
て
授
ら
れ
き
。
五
年
六
年
が
間
此
の
大
人

の
思
も
ま
た
広
大
也
と
い
ふ
ベ
し
。

以
て
其
の
事
情
の
一
班
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

翁
の
江
一
戸
に
出
て
諸
成
と
往
来
す
る
や
う
に
な
っ
た
当
初
か
ら
、
此
の

考
(
真
淵
の
万
葉
考
)
を
写
し
始
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ち
早
く
万
葉
集
の

研
究
に
従
事
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

前
記
の
年
譜
に
県
居
翁
の
著
給
へ
る
書
種
々
万
葉
全
部
の
考
等
伝
へ
給

2 

ひ

と
あ
る
の
に
思
ひ
合
せ
ら
れ
る
。
校
本
万
葉
集
の
解
説
に
拠
る
と
諸
成
か
ら

借
り
て
考
を
写
し
、
か
つ
私
案
の
書
入
を
し
た
こ
と
の
奥
書
が
寛
政
五
年
ま

し
え
き

で
あ
る
の
を
見
る
と
、
江
戸
括
役
中
万
葉
研
究
を
や
っ
て
ゐ
た
ら
し
く
見
え

る
。
翁
は
翌
寛
政
六
年
二
月
に
は
福
岡
に
帰
っ
て
、
一
二
月
か
ら
八
月
ま
で
沖

島
御
番
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
彼
の
島
に
渡
り
有
名
な
防
人
日
記
を
も
の
し
て
ゐ

る
が
、
其
の
中
の
歌
に
盛
に
万
葉
語
を
用
ゐ
万
葉
調
を
行
っ
て
ゐ
る
(
圏
点
筑

紫
)
の
で
あ
っ
て
、

作
歌
に
よ
っ
て
其
の
造
詣
が
わ
か
る
と
言
っ
た
の
は
こ

れ
で
あ
る
。

い
ま
乙
の
先
学
、
春
日
政
治
の
見
解
を
、
防
人
日
記
の
歌
文
の
実
際
に
つ
い

て
、
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
防
人
日
記
の
本
文
・
歌
調
を
通
じ
て
註
の
番
号
を
附
し
、

そ
の
言
葉
と
万
葉
集
の
実
例
と
を
併
記
す
る
。
肉
太
の
活
字
の
歌
は
、
種
信
の

作
で
あ
る
。
な
お
、
万
葉
歌
は
岩
波
書
白
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
本
『
万
葉

集
』
の
「
訓
み
下
し
文
」
に
よ
っ
た
。

す

み

の

え

あ

ら

ひ

と

が

み

ふ

な

へ

O
住
吉
の
現
人
神
船
の
舶
に

ょ

た

ま

い

そ

害

事

ざ

き

寄
り
賜
は
む
磯
の
崎
崎
:
:
:
六
・
一

O
ニ
O
(長
歌
)

わ

し

す

っ

く

ぱ

や

ま

や

ま

う

し

は

か

み

O
(鷲
の
住
む
筑
波
の
山
)
:
:
:
乙
の
山
を
領
く
神
の

ざ

け

ふ

事
ぞ
今
日
の
み
は
:
:
:
九
・
一
七
五
九
(
長
歌
)

か

か

し

E

す

み

由

え

担

ほ

み

か

み

O
懸
け
ま
く
の
ゆ
ゆ
し
畏
き
住
吉
の
わ
が
大
御
神

O 
海2註
原宮ー
の

(
註
の
番
号
は
本
文
に
つ
け
て
い
る
)

此
島
を
牛
吐
き
ま
す
大
神

へ

お

き

か

む

う

し

は

い

ま

も

ろ

も

ろ

担

ほ

み

か

み

辺
に
も
奥
に
も
神
づ
ま
り
領
き
坐
す
諸
の
大
御
神
た
ち

う
し
は
た
ま

領
き
給
ひ

著っ
き

給2
は五
む-
A 

島長空
のノb
崎22
崎5薮

む

か

し

い

さ

わ

昔
よ
り
禁
め
ぬ
行

坐
し
:
:
:
一
九
・
四
二
四

ふ

な

へ

う

し

は

船
の
舶
に
領
き

註

ぬ占・
0

と
り
む
け
て
・
ぬ
怠
ま
つ
り

つ

し

ま

わ

た

わ

た

な

か

阻

害

と

む

は

や

か

へ

己

O
あ
り
ね
よ
し
対
馬
の
渡
り
海
中
に
幣
取
り
向
け
て
早
帰
り
来
ね
・
・
:
:

五
一
・
六



と
下
巻
末
に
奥
書
し
て
い
る
防
人
日
記
を
用
い
る
乙
と
に
し
た
。
原
宏
は
、
如

上
の
引
用
文
中
に
「
自
筆
・
異
筆
の
識
別
は
い
ま
の
と
こ
ろ
断
定
し
え
な
い
」

と
し
て
い
る
が
、
最
巻
末
の
余
自
に
認
め
て
あ
る

か

い

か

ね

お

と

き

乙

す

め

が

み

く

に

お

き

貝
鐘
の
音
も
聞
え
ず
皇
神
の
国
ぷ
り
し
る
き
沖
つ
し
ま
か
な

の
歌
風
・
文
字
か
ら
は
じ
め
て
、

上
下
全
巻
、

多
少
の
誤
字
・
脱
字
は
あ
る
に

し
で
も
、
ま
ず
、
国
臣
の
写
本
に
相
違
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
原
宏
が
底
本
に

用
い
た
内
閣
文
庫
本
は
、
善
本
と
し
て
す
で
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

と
彼
此
参
看
す
る
乙
と
も
益
な
し
と
し
な
い
し
、
他
方
、
勤
王
家
国
臣
も
ま
た
、

歌
人
と
し
て
、
国
学
者
と
し
て
の
勝
れ
た
一
面
を
も
っ
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の

二
四
才
の
年
に
、
す
で
に
世
上
に
有
名
で
あ
っ
た
乙
の
防
人
日
記
を
、
藤
田
正

兼
本
か
ら
筆
写
し
た
乙
と
は
、
そ
れ
自
体
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら

に
ま
た
国
臣
が
、
そ
の
師
青
柳
種
春
を
通
じ
て
、
そ
の
父
親
で
あ
る
種
信
に
対
す

乙
の
写
本
に
よ
っ
て
窺
い
し
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

る
私
淑
の
ほ
ど
も
、

二
、
本

論

←) 

防
人
日
記
と
種
信
の
歌
風

前
掲
の
原
宏
の
解
説
2
に
お
い
て
、
彼
は
種
信
の
防
人
日
記
の
文
章
を
評
価

し

自
作
を
含
め
て
五

O
首
に
余
る
短
歌
・
長
歌
を
載
せ
た
格
調
高
い
国
文
は
、

種
信
の
面
白
を
躍
如
た
ら
し
め
る
名
著
で
あ
り
、
早
く
か
ら
世
に
知
ら
れ
て

い
た
(
圏
点
筑
紫
)
。

と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
種
信
の
国
学
者
と
し
て
の
学
殖
と
い
う
か
、
万
葉
的
素

養
の
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
が
、
乙
の
防
人
日
記
に
も
顕
著
で
あ
る
乙
と
を
明
言
し
、

の
だ
す
け
の
り
色
ろ
な
ち

す
す
ん
で
種
信
と
江
戸
の
万
葉
学
者
野
田
助
教
(
諸
成
)
と
の
密
接
な
関
係
に

か
す
が
ま
さ
じ

触
れ
た
の
は
、
九
大
名
誉
教
授
故
春
日
政
治
で
あ
っ
た
。

ぜ
い
あ
い
し
ゅ
う

春
日
政
治
の
『
青
需
集
』
(
岩
波
書
応
、
昭
和
一
四
年
刊
)
の
「
青
柳
種
信
の
事

ど
も
」
の
一
篇
は
、
種
信
の
み
な
ら
ず
こ
の
両
者
の
あ
い
だ
に
お
け
る
、
万
葉

か
な
り
詳
述
し
て
い
て
、
参
考
と
な
る
と
こ
ろ
が

学
的
な
か
か
わ
り
あ
い
を
、

多
い
。
ま
ず
日
く
、

1 

翁
(
種
信
)

の
万
葉
集
に
造
詣
の
深
か
っ
た
ζ

と
は
、
最
も
よ
く
其
作
歌

に
表
れ
て
ゐ
る
。
市
も
比
較
的
早
い
時
代
の
作
か
ら
其
の
跡
が
著
し
い
の
で

あ
る
。
其
の
江
戸
に
在
る
聞
は
常
に
野
田
諸
成
に
就
い
て
其
の
説
を
聴
い
て

ゐ
た
。
殊
に
万
葉
集
に
関
す
る
修
養
は
多
く
諸
成
か
ら
得
て
ゐ
る
も
の
と
言

っ
て
よ
い
ゃ
う
で
あ
る
(
圏
点
筑
紫
)
。

今
此
等
の
関
係
を
見
る
為
に
は
、
翁

自
記
の
年
譜
(
筑
紫
い
う
、

昭
和
二
O
年
戦
火
に
よ
り
、

県
立
図
書
館
に
て
焼
失
)

を
借
る
の
が
最
も
好
い
と
思
う
。

寛
政
元
年
己
酉
三
月
八
日
同
僚
十
八
人
と
共
に
江
戸
邸
に
宿
直
す
勝
次

年
二
十
四

(
中
略
)

四
月
江
戸
に
着
桜
田
邸
に
直
次
。
今
年
江
府
古
学
の
士
を
尋
訪
て
野
田

あ
が
た
い
お
う

大
人
助
教
殿
に
謁
す
。
県
居
翁
(
賀
茂
真
淵
)
の
門
人
、
子
息
は
野
田
富



ら
ぬ
ほ
ど
、
厄
介
な
神
ノ
島
で
あ
る
。

全
島
は
、
対
馬
暖
流
に
洗
わ
れ
て
い
る
の
で
、
亜
熱
帯
植
物
に
掩
わ
れ
て
お

り
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
烏
(
う
が
ち
)
・
ア
ブ
・
ヵ
・
ヤ
マ
ヒ
ル
な
ど
が
生
息
し
て

い
る
。
ネ
ズ
ミ
は
、
多
分
そ
と
に
営
ま
れ
て
き
た
人
間
生
活
に
つ
れ
て
、
上
陸

し
寄
食
し
繁
殖
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ヘ
ピ
は
見
か
け
な
か
っ
た
し
、

住
ん
で
い
な
い
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

2 

種
信
の

寛
政
六
年
三
月
二
十
八
日
福
岡
を
た
ら
、

「
防
人
日
記
」
は
、

四
月
九
日
に
沖
ノ
嶋
に
着
き
、

と
ど
ま
る
乙
と
三
ヵ
月
余
に
し
て
、

七
月
二

十
九
日
間
島
出
発
、

八
月
四
日
福
岡
帰
着
に
至
る
ま
で
の
紀
行
で
あ
る
が
、

優
に
地
誌
・
探
検
記
で
さ
え
も
あ
る
。

ιrιr
ト
か
か
や

-r
ん
山
岳
わ
余
か
骨
勝

・
島
勝
ト
静
小
か
静
静
骨
~
い
酔
+
Y
除
、
骨
出
昨
か
酌
島
和
-
肌
附
れ
v
b
h
J
い
か
か
令

著
で
あ
り
、
早
ん
い
か
ら
世
に
知
ら
か
ゃ
い
か
(
圏
点
筑
紫
)
。

し
た
が
っ
て
写
本

も
多
く
、
『
国
書
総
目
録
』
(
岩
波
書
庖
)
に
登
載
す
る
も
の
だ
け
で
も
、
内
閣
・

東
博
・

(
安
政
二
写
)
・
九
大
(
天
保
四
写
)
・
京
大
・
国
学
院
大
(
享
和
二
年
)
・

東
大
・
福
岡
・
多
和
な
ど
が
あ
り
、

版
本
は
東
大
、

活
字
本
は
宗
像
郡
誌
下

巻
(
昭
和
七
)
と
明
治
三
十
三
年
刊
の
一
書
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
福
岡
」
は

昭
和
六
年
の
目
録
に
あ
っ
て
戦
災
で
焼
失
し
た
福
岡
図
書
館
本
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
ほ
か
に
野
や
来
働
仲
佐
一
併
砕
か
嘉
和
酔
わ
か
苧
恥
が
か
か
。
安
静

に
平
野
国
臣
自
写
と
書
か
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

自
筆
・
異
筆
の
識
別
は
い

ま
の
と
乙
ろ
断
定
し
え
な
い
。

明
治
三
十
三
年
刊
の
活
字
本
を
別
と
す
れ
ば
、

O 

宗
像
郡
誌
本
は
比
較
的
近
時
の
上
梓
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
が
、

な
に
ぶ
ん

地
方
の
郡
誌
で
あ
っ
て
江
湖
の
要
望
に
応
ぜ
ら
れ
な
い
乙
と
、
ま
た
脱
落
や

誤
植
も
多
く
、
復
刻
に
用
い
た
底
本
の
典
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

惜
し
ま
れ
る
。

こ
の
た
び
の
底
本
に
用
い
た
内
閣
文
庫
本
『
読
津
島
防
人
日
記
』
は
、
上

巻
の
巻
首
に
「
教
部
省
文
庫
印
」
・
「
図
書
局
文
庫
」
・
「
日
本
政
府
図
書
」
と

三
個
の
蔵
書
印
を
押
す
も
の
で
あ
る
が
、
か
な
り
の
善
本
で
あ
る
と
い
っ
て

(
や
ぷ
)
(
う
し
は
る
)
(
あ
ず
ま
や
}

よ
い
。
上
巻
の
巻
末
に
肥
前
「
養
父
郡
牛
原
邑
四
阿
屋
郷
」
(
現
在
佐
賀
県
鳥

み
つ
は
し
い
お
あ
き

楢
市
四
阿
屋
)
の
三
橋
五
百
秋
が
、
文
佑
八
年
二
八
一
一
)
に
種
信
の
原
本

を
請
う
て
書
写
し
た
と
自
署
し
て
い
る
。
文
化
八
年
と
い
え
ば
、
寛
政
六
年

か
ら
一
七
年
た
っ
て
い
る
が
、
諸
本
の
う
ち
で
は
原
著
に
比
較
的
近
い
時
刻

の
も
の
で
あ
る
。

い
と
う
つ
ね
た
り

三
橋
氏
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
常
足
が
『
太
宰
管
内
志
』
(
肥
前
之
一
)
で
、

あ
ず
ま
や

宗
像
神
社
文
書
に
出
る
東
屋
六
所
権
現
(
東
屋
明
神
)
を
説
く
に
あ
た
っ
て
、

ま
く
に

「
我
友
三
橋
氏
東
屋
神
社
の
神
官
な
り
」
、
「
其
嗣
官
三
橋
真
国
語
れ
り
き
」

と
書
い
て
い
る
。

原
宏
の
解
説
を
多
と
し
な
が
ら
も
、
わ
た
し
は
、
乙
の
紀
要
に
、
あ

ひ
ら
の
く
に
お
み

E
が
ね
ま
る

え
て
宗
像
神
社
所
蔵
本
、
平
野
国
臣
が
ま
だ
養
子
と
し
て
小
金
丸
家
に
あ
っ
た

以
上
、

時
代
に嘉
永
四
季
春
写
之

た
ね
の
り

小
金
丸
種
徳



大
森
善
左
衛
門
殿

皆

田

藤

大

夫

殿

原

吉

蔵

殿

沢
木
五
郎
右
衛
門
殿

佐

野

平

，む

天
保
十
二
年
丑
五
月
十
五
日

古

斉

吉

賀

野

/i、

田

恵

種
信
が
沖
ノ
島
に
勤
番
し
た
寛
政
年
聞
は
、
乙
の
書
類
に
見
え
る
明
和
と
天

保
両
年
の
中
間
に
あ
た
っ
て
い
る
の
で
、
島
で
の
種
信
ら
の
身
辺
に
遣
し
置
か

れ
た
公
的
な
装
備
・
陣
営
具
は
、
や
は
り
乙
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
種
信
は
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
承
知
の
う
え
で
渡
島
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
い
ま
、
注
意
を
し
て
、
防
人
日
記
の
冒
頭
の
一
文
を
読
ん
で
み
る
と

寛
政
の
六
と
せ
と
い
ふ
と
し
の
弥
生
の
廿
八
日
、
宗
像
の
郡
の
滅
津
し
ま

に
、
さ
き
も
り
に
ま
か
る
。
わ
か
い
V

し
、
。
い
わ
、
さ
炉
、
物
に
書
?
ぃ
。

乙
の
勤
番
に
は
、
微
禄
足
軽
の
身
分
を
超
越
し

た
、
国
学
者
青
柳
種
信
と
し
て
の
自
意
識
が
、

と
記
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

つ
よ
く
働
い
て
い
る
乙
と
を
す

で
に
し
て
感
ぜ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

一
九
六
九
年
(
昭
和
四
四
)
に
、
三
一

は
ら
ひ
ろ
し

書
房
が
刊
行
し
た
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
』
第
二
巻
に
、
原
宏
が
綴
っ
た
、

す
ぐ
れ
て
詳
し
い
解
題
と
注
記
が
あ
る
。
読
者
に
と
っ
て
好
文
献
で
あ
る
の
で

長
文
を
い
と
わ
ず
便
宜
上
番
号
を
つ
け
て
引
用
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
防
人
日
記
に
つ
い
て
は
、

む
な
か
た

Tι
か

い

乙

う

み

主

と

-
福
岡
県
宗
像
郡
玄
海
町
の
神
ノ
湊
を
北
西
に
隔
た
る
乙
と
六

0
キ
ロ
、

お

き

し

ま

玄
融
慌
の
た
だ
中
に
浮
か
ぶ
周
囲
四
キ
ロ
の
孤
島
沖
ノ
嶋
は
、
切
り
立
っ
た

絶
壁
で
取
り
固
ま
れ
て
深
海
に
臨
ん
で
い
る
。
島
そ
の
も
の
が
宗
像
三
女
神

の
一
つ
を
祭
る
「
神
の
島
」
(
神
域
)
で
あ
り
、
今
な
お
神
聖
・
禁
忌
が
持
守

さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
大
き
な
祭
り
の
時
期
を
春
秋
と
決
め
て
も

日
を
定
め
な
か
っ
た
こ
と
、
大
島
に
遥
拝
所
を
設
け
て
い
た
こ
と
が
、
き
び

し
い
地
理
的
環
境
を
物
語
っ
て
い
る
。
大
正
十
五
年
十
月
に
「
沖
ノ
鴫
原
始

担
い
わ
ず
の
し
ま

林
」
と
し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
沖
ノ
嶋
は
古
来
「
不
言
嶋
」
と

も
呼
ば
れ
て
、
島
の
乙
と
は
語
ら
な
い
。
一
木
一
草
た
り
と
も
持
ち
出
さ
な

乙
の
秘
境
沖
ノ
嶋
が
特
に
世
間
の
注
目
を
広
く

い
乙
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

あ
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
に
始
ま
っ
た
「
沖
ノ
嶋

遺
跡
調
査
」
(
宗
像
神
社
沖
津
宮
祭
紀
遺
跡
調
査
)
以
後
の
乙
と
で
あ
る
。
し
か

し
渡
航
・
帰
航
の
日
時
を
予
定
し
て
も
天
候
次
第
で
意
の
ご
と
く
な
ら
な
い

の
は
、
昔
も
今
も
変
わ
り
は
な
い
。

筆
者
(
筑
紫
)
は
、
岡
和
二
年
夏
に
初
度
、
右
の
二
九
年
以
降
の
調
査
そ
の
他

に
関
係
し
て
渡
島
す
る
乙
と
四
回
、
大
島
か
ぎ
り
で
中
止
す
る
乙
と
一
回
、
神

ノ
湊
で
風
待
数
日
に
及
ぶ
も
渡
海
か
な
わ
ず
中
止
す
る
ζ

と
一
回
で
あ
っ
た
が
、

無
事
渡
海
と
い
っ
て
も
、
沖
ノ
途
村
で
風
浪
に
翻
弄
さ
れ
た
乙
と
二
回
。
大
型

の
船
舶
で
、
島
に
は
近
づ
け
て
も
、
最
後
の
ハ
シ
ケ
が
使
え
ね
ば
空
し
く
引
還

す
乙
と
も
あ
る
と
い
っ
た
難
儀
な
渡
航
も
あ
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
お
か
ね
ば
な

九



古
留
袋
、
馬
皮
朱
塗
。

胴
乱
、
木
綿
く
け
緒
共
ニ
。

同
薬
入
、
右
問
、
木
綿
く
け
緒
共
ニ
古
シ
。

御
鉄
砲
箱
、
棒
共
ニ
。

鉄
玉
但
三
匁
五
分
。

C
う
や
〈

合
薬
。

鎌。
か
な
て

E

鉄
手
子
。

騒
矢
(
か
け
や
)
。

と
う
ぐ
わ
(
栓
}

唐
鍬
、
せ
ん
共
ニ
。

鉄
熊
手
、
但
三
ツ
。
熊
手
柄
弐
閥
、
石
突
有
り
。

御
紋
付
提
灯
、
溜
塗
金
物
、
棒
共
ニ
。

右
入
箱
、
系
樟
(
か
け
ざ
お
)
四
閥
、
結
縄
共
。

八
畳
古
畳
、
床
八
通
り
、
表
七
嶋
、
ヘ
リ
乙
ん
(
紺
〉
。

右
拾
五
同

右
之
通
髄
ニ
受
取
申
候
以
上

福
岡
藩
の
「
年
表
」
に
よ
る
と
、
沖
ノ
島
に
は
じ
め
て
番
人
を
置
い
た
の

は
、
寛
永
六
年
(
一
六
二
九
)
の
乙
と
で
あ
る
。
延
宝
九
年
(
一
六
八
一
)
の

改
め
に
よ
る
と
、

2
京
像
郡
沖
津
島
(
足
軽
加
子
百
日
交
代
、
遠
見
番
所
無
、
御
船

・
酔
円
ぽ
ら
え
量
げ

ι

二
、
伝
道
)
と
あ
る
。
こ
れ
で
は
人
員
が
分
ら
な
い
が
、
民
康
益
軒
む
『
筑
前

国
続
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
「
足
軽
三
人
、
水
主
四
人
、
大
島
よ
り
役
夫
二
人
、

凡
九
人
か
は
る
/
¥
来
る
。
五
十
日
を
以
て
限
と
す
。
送
り
の
舟
は
大
島
よ

り
二
般
出
す
」
と
あ
る
(
日
限
は
後
に
百
日
と
改
め
ら
れ
て
い
る
)
。
乙
の
天
保
写

し
の
記
録
の
文
字
を
見
る
と
、
足
軽
ら
し
い
な
ど
と
い
え
ば
、
語
弊
が
あ
る

が
、
稚
拙
さ
が
あ
る
。
そ
乙
に
か
え
っ
て
、
そ
う
し
た
低
い
身
分
の
人
遣
の

嘗
め
た
労
苦
の
ほ
ど
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
時
、
青
柳
種
信
は
、
す
で
に
、
ひ

と
か
ど
の
国
学
者
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
役
務
は
、
一
般
の
足

軽
並
み
で
あ
っ
た
乙
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
乙
と
で
あ
る
。
あ
れ
乙
れ
考
え

な
が
ら
、
乙
の
表
紙
と
も
五
丁
の
書
類
を
読
ん
で
み
る
と
、
江
戸
時
代
に
お

け
る
足
軽
の
生
活
の
わ
ぴ
し
さ
が
し
み
じ
み
と
想
い
や
れ
る
の
で
あ
る
。
い

ま
、
読
方
の
む
つ
か
し
い
字
に
は
読
み
仮
名
を
施
レ
、
意
味
の
分
り
に
く
い

言
葉
に
は
小
註
を
加
え
て
、
全
文
を
載
せ
る
乙
と
に
す
る
。

(
表
紙
)

っ
か
わ
し
担
〈

沖
嶋
御
番
所
江
遣
置

う
け
ち
ょ
う

御
鉄
砲
併
諸
道
具
請
帳

一
、
三
ツ

一
、
三
ツ

一
、
三
ツ

一
、
壱
ツ

一
、
三
拾

一
、
六
拾
目

一
、
壱
具

一
、
壱
丁

一
、
壱
丁

一
、
壱
丁

一
、
三
本

一
、
弐
ツ

一、

ツ

一、
、y

明
和
四
年
七
月

(
本
文
)

一
、
三
挺

御
鉄
砲
、
鉄
具
共
ニ
。

但
三
匁
五
分
(
鉄
砲
の
種
別
)

山
間
藤
右
衛
門
殿

J¥ 

高

浜

十

兵

衛

沢

木

十

之

進

熊
沢
十
右
衛
門

小
川
専
左
衛
門
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翻
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頁

『
読
津
島
防
人
日
記
』

一
、
ま
え
が
き

晶
を
や
智
た
ね
白
ー
も
と
お

b
由
り
位
が
み
よ
う
占

青
柳
種
信
が
、
本
居
宣
長
一
に
名
簿
を
奉
っ
て
入
門
し
た
の
は
、
種
信
二
四
議
、

し
え
量

寛
政
元
年
こ
七
八
九
)
四
月
の
乙
と
で
あ
っ
た
。
爾
来
、
江
戸
の
藩
邸
に
話
役

し
、
藩
務
の
か
た
わ
ら
国
学
の
研
舗
に
努
め
、
同
好
の
士
と
親
交
す
る
と
と
お

E
う
U
ま
ち

よ
そ
五
年
。
寛
政
六
年
(
一
七
九
四
)
正
月
一
八
日
、
麹
町
大
火
に
よ
っ
て
藩
邸

〈
ろ
だ
な
り
た
か

類
焼
、
旅
装
焼
失
の
厄
に
遣
っ
た
が
、
さ
い
わ
い
に
も
、
藩
主
黒
田
斉
隆
か
ら

の
拝
領
物
に
よ
っ
て
、
衣
服
そ
の
他
を
調
え
る
と
と
が
で
き
、
二
月
一
九
日
に

そ
わ
ら

は
、
無
事
に
福
岡
域
下
に
着
き
、
し
ば
ら
く
倉
原
村
の
兄
井
本
の
家
に
寓
し
た
。

種
信
は
、
帰
国
後
、
や
が
て
三
月
二
八
日
、
沖
ノ
島
番
所
に
微
禄
(
六
石
三
人

扶
持
)
の
足
軽
と
し
て
勤
番
に
赴
い
た
。
そ
の
勤
番
は
、
防
人
日
記
の
四
月
末

の
記
述
に
「
韓
人
の
よ
り
く
と
い
ふ
事
も
な
け
れ
ば
、
防
人
等
は
神
に
仕
ふ
る

人
の
知
く
」
云
々
と
あ
る
の
で
、
韓
国
船
の
見
張
と
い
う
ζ

と
が
主
任
務
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
参
考
の
た
め
、
貝
原
益
軒
の
『
筑
前
国
続
風

土
記
』
の
拾
遺
(
竹
田
定
直
校
正
)
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

嶋
浦
番
所
の
事
寛
永
十
七
年
江
戸
よ
り
対
馬
守
、
豊
後
守
、
加
賀
守
、

讃
岐
守
、
大
炊
守
、
掃
部
頭
の
連
判
の
奉
書
来
る
。
其
時
の
公
命
の
旨
に
依

て
、
此
時
よ
り
九
州
海
辺
嶋
々
番
所
を
立
、
異
船
の
来
を
伺
戒
む
。
因
レ
悲

本
州
に
も
、
姫
島
、
西
浦
、
相
嶋
、
大
嶋
、
岩
屋
五
所
に
番
を
か
ま
へ
、
定

番
の
士
を
遣
し
、
足
軽
を
も
副
ら
る
。
右
の
外
他
の
嶋
に
も
定
番
を
被
レ
置
。

於
呂
嶋
、
白
崎
、
奥
ノ
嶋
に
も
、
番
船
を
遣
し
守
ら
し
む
。
文
嶋
々
定
番
の

外
、
家
老
中
老
の
'
家
主
を
加
番
と
す
。
且
四
月
よ
り
六
月
迄
三
月
の
問
、
大

身
の
士
を
毎
月
三
度
宛
、
海
上
を
廻
シ
、
嶋
々
被
レ
令
=
巡
見
-
。
正
保
二
年
西

浦
の
番
所
を
止
て
、
玄
海
嶋
に
移
怠
る
。
叉
芥
屋
を
立
て
、
大
嶋
に
番
所
を

立
添
ら
る
。
脇
浦
、
奥
嶋
に
も
番
所
を
立
ら
る
。

乙
れ
で
見
る
と
、
き
わ
め
て
厳
重
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
種
信
勤
番
の

乙
ろ
は
、
ど
の
よ
う
な
乙
と
で
あ
っ
た
の
か
、
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。
種
信
の
防

人
日
記
に
よ
っ
て
想
像
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
が
、

乙
と
に
つ
ぎ
の
よ

う
な
資
料
が
あ
る
の
で
、

読
者
の
一
覧
に
供
し
よ
う
(
昭
和
三
十
九
年
一
月
一
目
、

宗
像
神
社
刊
行
「
宗
像
」
第
三
七
号
「
沖
の
島
番
所
の
装
備
」
紹
介
者
筑
紫
登
)
。

と
と
に
紹
介
す
る
記
録
は
、
か
つ
て
福
岡
市
中
浜
町
(
現
在
、
西
区
鳥
飼
)

た
か
由

E
ろ
〈

の
故
高
野
孤
鹿
民
の
所
蔵
に
か
か
る
も
の
で
、
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
七
月

に
上
下
番
交
替
の
際
に
申
送
り
し
た
書
類
を
、
天
保
二
一
年
(
一
八
四
一
)
五

事
申
ひ
ち
へ
い

E
が
書
い
き
ち
の
た
げ
い
は
ち

月
に
、
佐
野
七
平
・
古
賀
斉
吉
・
野
田
恵
八
ら
が
、
勤
番
の
心
得
資
料
と
し

て
写
し
取
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
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